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・令和3年度 東京同窓会 総会   ・丸の内カレッジ
・北大の未来を決める大学発スタートアップ ・職場奮戦記 〈寄稿〉      
・グローバル同窓生 〈寄稿〉  ・女性同窓会オンラインお茶会  
・新刊「北大キャンパスガイド」  ・仲間のお店応援 !

北海道大学出版会「北大キャンパスガイド」
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令和3年度 東京同窓会 総会　総務委員会　　
　 会長・副会長・理事・監事／年間スケジュール／委員会役員／評議員
　 総長スピーチ「大学の現状と創基１５０年に向けて」　寳金清博

横田会長インタビュー　「会長1年目を振り返って」　広報委員会

北大の未来を決める大学発スタートアップ　廣重勝彦

北大フロンティア基金
参加者の交流をテーマとした講演会「丸の内カレッジ」のチャレンジ　山田尚大

食品産業エルム会へのお誘い　中田邦彦

風景との対話　「見果てぬ夢を追い求めて」　細井眞澄

職場奮戦記　「教員志望からチーズ職人へ
　　　　　　　　　　　　　　　 北大で気づいた ｍｙ ａｍｂｉｔｉｏｕｓ」　髙木宏昭

　　　　　　「３児のママと新薬開発 子育ても仕事もワクワク行進中！」　藤野愛子

　　　　　　「労働課題を技術で解き明かす！
　　　　　　　　　 信頼関係と働きがいにあふれた社会を目指して」　小島直毅

　　　　　　「法律書を学び直して奮戦中!
　　　　　　　　　　　　　  頼られるビジネスウーマンを目指して」　久保山可奈

　　　　　　「『関係性の学力』の教育実践
　　　　　　　　　　　 北大で培った、子どもたちに伝えたいこと」　辻英之

廣井勇銅像建立ならびに除幕式挙行　平田更一

グローバル同窓生　「それでもミャンマーが好き
　　　　　　　　　　　  不安定な状況下での現地レポート」　瀬戸山洋介

　　　　　　　 　「ジャカルタ出稼ぎ シニアライフ
　　　　　　　　　　　  仕事も遊びもバリバリ現役進行形！」　藤井真治

女性同窓生オンラインお茶会　尾嶋好美

新刊本ご紹介コーナー　『北大キャンパスガイド』　栃内新

仲間のお店応援！　広報委員会

名刺広告
新入会員・訃報
北海道大学の近況（2020年冬〜2021年春）　北海道大学総務企画部広報課

〈お知らせ〉多摩霊園墓参の誘い 他／4コマ「くらあくとの北大あるある」　髙野葵

北海道の花　「ハリギリ（センノキ）」　鮫島惇一郎

表紙の写真（左から）
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上段：久保山可奈さん、瀬戸山洋介さん、藤野愛子さん、辻英之さん　中段：藤井真治さん、横田浩さん・髙橋寛さん、尾嶋好美さん
下段：小島直毅さん、髙木宏昭さん、細井眞澄さん（絵画）

海鮮食堂「余市」／焼きたてパン工房「もりーな」／薬膳スープカレー「シャナイア」
ベルギービール専門店「コム・ラ・グーズ」／十勝ハーブ牛ホルモン「モンモン」／スパイスカレー「curry草枕」

企業広告 株式会社トクヤマ／株式会社北海道日建設計
中外製薬株式会社／株式会社ぷらう／日本軽金属株式会社　※順不同
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第
１
号
議
案

　

２
０
２
０
年
に
関
す
る「
事
業
報
告
」

は
菅
埜
総
務
委
員
長
、「
収
支
報
告
」は

萱
野
財
務
委
員
長
、「
監
査
報
告
」は
鷲

田
監
事
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
あ
り
、質

疑
応
答
の
後
、Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
投
票
機
能
を

使
っ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

⑴
会
員
拡
大
並
び
に
組
織
強
化
活
動 

①
実
績
２
４
４
５
名（
正
会
員
８
９
９

名
、メ
ル
マ
ガ
会
員
１
５
４
６
名
）前
年

度
末
よ
り
１
３
１
名
増
。

②『
総
会
』を
令
和
２
年
６
月
13
日
に
開

催
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

少
人
数
で
実
施
。

③『
北
大
東
京
ジ
ン
パ
２
０
２
０
』は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
中
止
。

④『
大
忘
年
会
』は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
中
止
。

⑤
交
流
勉
強
会『
北
大
丸
の
内
カ
レ
ッ

ジ
』を
令
和
３
年
３
月
７
日
に
開
催（
申

込
み
１
０
８
名
） 

。

⑥『
新
年
交
礼
会
』は
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
中
止
。

⑦『
産
業
別
エ
ル
ム
会
』と
の
交
流
促
進

（
情
報
産
業
エ
ル
ム
会
、食
品
産
業
エ
ル

ム
会
） 

。

⑧
各
学
部
東
京
同
窓
会
と
連
携（
事
務

局
長
会
議
を
開
催
、札
幌
農
学
同
窓
会

名
簿
の
電
子
化
に
協
力
）。 

⑨『
ク
ラ
ー
ク
遺
徳
顕
彰
』（
10
月
18
日
に

多
磨
霊
園
墓
参
、12
名
参
加
） 

。

⑩
エ
ル
ム
談
話
室
、囲
碁
ク
ラ
ブ
と
も
に

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
北
大

東
京
オ
フ
ィ
ス
会
議
室
で
の
開
催
中
止
。 

⑵
財
政
基
盤
の
強
化 

①
目
標
：「
繰
越
金（
単
年
度
）残
高

５
０
０
万
円
の
維
持
・
確
保
」に
対
し
、

３
７
０
万
円
を
見
込
む
。

②
目
標
：
中
長
期
会
計
繰
越
金

３
０
０
万
円
維
持
・
確
保
に
対
し
、

５
４
０
万
円
を
見
込
む
。

③『FRO
N

TIER

』広
告
収
入
の
増
強
に

向
け
、個
人
寄
付
等
か
ら
の
収
入
増
を

図
っ
た
。

⑶
広
報・会
員
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
充

①
広
報
誌『FRO

N
TIER

』を
８
月
、２

月
に
発
行
。

②
東
京
同
窓
会
＆「
北
大
東
京
ジ
ン
パ

２
０
２
１
」案
内
チ
ラ
シ
作
成（
卒
業
生
向

け
配
布
）に
よ
り
会
員
拡
大
を
図
っ
た
。

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
の
充
実
を
図

っ
た（
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
の
情
報
シ

ン
ク
ロ
等
） 

。

④『
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
』の
発
行
を
し
た

（
ネ
ッ
ト
会
員
の
拡
充
）。 

メ
ル
マ
ガ
会

員
５
名
増（
前
年
比
）。

⑤
北
大
生
涯
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス（
大
学

が
卒
業
生
に
生
涯
利
用
で
き
る
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
付
与
）を
活
用
し
た
。

⑥
Ｓ
Ｎ
Ｓ（Facebook

等
の
ソ
ー
シ
ャ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
）の
組
織
的

な
活
用
。

⑷
募
金・産
学
連
携

①
産
学
連
携
に
向
け
大
学
・
企
業
の
橋

渡
し
を
実
施
。

②
大
学
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
支
援
。

③
北
大
基
金
の
効
率
的
な
運
用（
北
大
財

務
）に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
。

⑸
総
会・役
員
会
等
の
開
催

①
総
会
１
回（
６
／
13
）②
評
議
員
会
２
回

（
９
／
17
、３
／
18
）③
理
事
会
４
回（
９
／

17
、12
／
３
、２
／
18
、３
／
18
）④
顧
問
・
学

部
同
窓
会
事
務
局
長
会
議
１
回（
２
／
18
）

⑤
委
員
長
会
議
２
回（
９
／
７
、３
／
８
）。

⑹
委
員
会
の
組
織
強
化

①
各
委
員
会
の
役
割
・
機
能
の
再
整
理
、

体
制
強
化
を
図
っ
た
。

②
委
員
長
会
議
を
適
宜
開
催
し
、各
委

員
会
の
機
能
強
化
と
体
制
の
充
実
を
推

進
し
た 

。

⑺
校
友
会
エ
ル
ム
の
支
援 

①
東
京
同
窓
会
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し

て
支
援
す
べ
く
、各
委
員
会
で
活
動
を

し
た
。

②
校
友
会
エ
ル
ム
主
催
の
就
職
相
談
会

（
７
月
以
降
毎
月
１
回
）を
支
援
。

第
２
号
議
案

　

２
０
２
１
年
度
に
関
す
る「
事
業
計

画
」は
菅
埜
総
務
委
員
長
、「
収
支
計
画
」

は
萱
野
財
務
委
員
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
説

明
が
あ
り
、質
疑
応
答
の
後
、Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

の
投
票
機
能
を
使
っ
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。な
お
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
を
鑑

み
、⑴-

②
の「
第
８
回
北
大
東
京
ジ
ン

パ
」の
２
０
２
１
年
10
月
３
日
開
催
は
中

止
と
な
り
、⑶-

②
の
チ
ラ
シ
配
布
は
取
り

止
め
と
な
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

⑴
会
員
拡
大
並
び
に
組
織
強
化
活
動 

①
組
織
・
交
流
委
員
会
は
同
窓
会
組
織

を
強
化
す
る
た
め
の
入
会
促
進
活
動
、会

員
交
流
、キ
ャ
リ
ア
向
上
等
に
寄
与
す
る

企
画
を
提
供
す
る
こ
と
を
活
動
目
的
と

す
る
。会
員
の
新
規
入
会
や
継
続
の
た
め

に
、会
員
で
あ
る
価
値
を
明
確
に
し
、同

窓
会
の
存
在
魅
力
を
高
め
、付
加
価
値
の

高
い
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

②
組
織
交
流
の
場
と
し
て
下
記
活
動
を

計
画
す
る
。

・
第
８
回
北
大
東
京
ジ
ン
パ
の
開
催
／
５

月
17
日
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た
が
、新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
10
月
３
日
の
開
催
に

延
期
。ギ
ネ
ス
世
界
記
録
挑
戦
の
企
画
を

実
施
し
、か
つ
て
な
い
圧
倒
的
熱
狂
と
一

体
感
を
体
感
で
き
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
と

し
た
い
。２
０
２
２
年
は
５
月
15
日
の
開

催
を
予
定
。

・
交
流
勉
強
会
の
開
催
／
学
び
な
が
ら
同

窓
生
同
士
が
交
流
で
き
る
場
の
提
供
の

た
め
、年
２
回
開
催
を
予
定
。

・
Ｏ
Ｇ
会
／
年
１
回
の
開
催
を
予
定
。

③
新
年
交
礼
会
を
１
月
に
開
催
す
る
。 

④
産
業
別
エ
ル
ム
会
と
の
交
流
促
進（
情

報
産
業
、食
品
産
業
）を
図
る
。 

⑤
校
友
会
エ
ル
ム
や
各
学
部
東
京
同
窓

会
と
の
連
携
強
化（
学
部
同
窓
会
事
務
局

長
会
議
の
開
催
）を
進
め
る
。

⑥
ク
ラ
ー
ク
遺
徳
顕
彰（
多
磨
霊
園
墓

参
の
開
催
な
ど
）を
実
施
す
る（
10
月
10

日
を
予
定
）。

⑦
エ
ル
ム
談
話
室
な
ど
の
勉
強
会
や
囲

碁
ク
ラ
ブ
な
ど
趣
味
の
集
ま
り
の
充
実

を
図
る
。 

⑵
財
政
基
盤
の
強
化 

～
策
定
中

①
目
標
：「
繰
越
金（
単
年
度
）残
高

３
０
０
万
円
の
維
持
・
確
保
」。

②
目
標
：
中
長
期
会
計
繰
越
金

３
０
０
万
円
維
持
・
確
保
。

③『FRO
N

TIER

』広
告
収
入
の
増
強
に

向
け
、個
人
寄
付
等
か
ら
の
収
入
増
を

検
討
す
る
。

⑶
広
報・会
員
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
充

①
広
報
誌『FRO

N
TIER

』を
８
月
、２
月

に
発
行
す
る
。

②「
北
大
東
京
ジ
ン
パ
２
０
２
１
」チ
ラ

シ
を
会
員
に
配
布（
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
59
号

同
梱
）。

③「
北
大
東
京
ジ
ン
パ
２
０
２
２
」の
ポ

ス
タ
ー
を
学
内
掲
示
、会
員
に
チ
ラ
シ
配

布
。ま
た
、卒
業
生
に
会
員
募
集
チ
ラ
シ

を
配
布
す
る
こ
と
で
会
員
拡
大
を
図
る
。

④
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
の
充
実
を
図

る（
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
の
情
報
シ
ン

ク
ロ
等
） 

。

⑤『
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
』の
発
行
を
す
る

（
ネ
ッ
ト
会
員
の
拡
充
） 

。

⑥
北
大
生
涯
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス（
大
学
が

卒
業
生
に
生
涯
利
用
で
き
る
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
付
与
）を
活
用
す
る
。 

⑦
Ｓ
Ｎ
Ｓ（Facebook

等
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
）の
組
織
的
な

活
用
を
す
る
。 

⑷
募
金・産
学
連
携

①
産
学
連
携
の
サ
ポ
ー
ト
。

②
大
学
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
支
援
。

③
寄
付
講
座
の
企
画
と
斡
旋
。

④
同
窓
会
や
外
部
へ
の
寄
付
の
呼
び
か
け
。

⑤
北
大
フ
ァ
ン
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
。

⑥
北
大
資
金
の
効
率
的
な
運
用
サ
ポ

ー
ト
。

⑸
総
会・役
員
会
等
の
開
催 

①
詳
細
は
「
北
大
東
京
同
窓
会

２
０
２
１
年
度（
令
和
３
年
度
）ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
」参
照 

。

②
恒
常
的
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
が
可

能
な
よ
う
に
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
の

拡
充
を
進
め
る
。 

⑹
委
員
会
の
組
織
強
化 

①
各
委
員
会
の
役
割
・
機
能
の
再
整
理
、

体
制
強
化
を
図
る
。

②
委
員
長
会
議
を
適
宜
開
催
し
、各

委
員
会
の
機
能
強
化
と
体
制
充
実
を

推
進
。 

⑺
校
友
会
エ
ル
ム
の
支
援

①
東
京
同
窓
会
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
て

支
援
す
べ
く
、各
委
員
会
で
活
動
を
す
る
。

②『
新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
』へ
の
フ
ェ
ロ
ー
候

補
を
紹
介
支
援
す
る
。 

③
本
学
主
催
の
進
学
相
談
会
並
び
に
校

友
会
エ
ル
ム
主
催
の
就
職
相
談
会
を
支

援
す
る
。

　

第
３
号
議
案
、活
動
報
告

　

２
０
２
１
年
度
の「
評
議
員
、役
員
・

理
事
・
監
事
人
事
」に
つ
い
て
、菅
埜
総
務

委
員
長
よ
り
説
明
が
あ
り
、質
疑
応
答

の
後
、Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
投
票
機
能
を
使
っ
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
終
了
後
、募
金
・
産
学
連
携
委
員

会
の
廣
重
委
員
長
よ
り
、事
前
に
会
員

に
配
布
さ
れ
た
チ
ラ
シ「
北
大
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
の
活
性
化
に
向
け
て
」の
説
明
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

令和3年度 東京同窓会 総会

㊧議長：横田浩会長　　㊨司会：松浦永治総務委員長
❶菅埜誠 総務委員長  ❷萱野聡 財務委員長  ❸鷲田千臣 監事  ❹山田尚大 組織・交流委員長

❶

❷

❸

❹

主な発表者

令和3年度

東京同窓会 総会 
■日時：2021年6月5日(土)14:00〜15:30 
■場所：オンライン会議(Zoom)にて開催

　2021年度の総会は初のオンライン開催となりました。
委任状提出219名、当日参加70名により、総会成立要件
となる会員5分の1（180名）以上の参加を満たしており、
総会は成立しております。

　総会議事に先立ち、昨年10月に北大総長に就任された
寳金清博（Ｓ54・医）さんより大学の現状等のお話をして
いただきました。その後の総会議事では横田会長ならびに
梶谷副会長と志済副会長が議長団を務めました。
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北海道大学東京同窓会  令和3年度  会長・副会長・理事・監事 

北海道大学東京同窓会  令和3年度  スケジュール

■は新任  ★は特命　　会長・副会長の丸数字は夫々の就任年数　　理事・監事の丸数字は評議員年数

北海道大学東京同窓会  令和3年度  委員会役員
■は新任　　丸数字は評議員の就任年数

■は新任　　　　★は特命理事
理事・監事の丸数字は評議員年数

 会長

 副会長

 理事

 特命理事

 監事

北海道大学東京同窓会 2021年度（令和3年度） 役員・理事・監事　

② 横田  浩 （経S60）

⑤ 梶谷  辰哉 （農林S50） ② 井上  修平 （工S50） ⑧ 

★ 石川  裕一 （法S54） ③ 弘田  裕 （医S57） ② 志済  聡子 （法S61）

⑯ ⑭ ⑫ 

⑩ ⑤ ⑧ 

④ ⑥ ⑫ 

⑧ ② ⑮ 

⑩ ⑥ ④ 

② ③ ② 

③ ⑥ ⑫ 

⑫ ⑩ ⑦ 

② ⑮ ⑤ 

⑮ ③ ■⑨ 

⑪ ■⑥ ② 

③ ⑫ ⑪ 

⑦ ⑤ 

★ 野呂  忠一 （薬S39） ★ 伊藤  洋 （農生S48） ★ 石川  裕一 （法S54）

⑪ 鷲田  千臣 （農S58） ⑨ 向井  拓 （法H5） ⑥ 沖崎  遼 （法H21）

樋口  達夫 （水S52）

平田  更一 （理植S44）

松谷  有希雄 （医S50）

菅埜  誠 （経S52）

福西  真 （法S55）

畠山  昌則 （医S56）

横井  成尚 （農S57）

杉崎  順平 （歯S60 ）

高橋  寛 （農S62）

浅田  清 （歯H01）

大西  裕子 （文修H03）

溝口  尚重 （農H07）

原田  武志 （工H19）

山田  尚大 （工院H23）

仲   裕 （工機47）

土屋  裕 （薬S50）

菅野  彰一 （工建S53）

小口  正範 （法S53）

福士  博司 （工合化S57）

中村  秀治 （工建S58）

島田  久 （工S61）

西野  順子 （農院H01）

足立  直子 （工電H02）

平野  友善 （文H05）

　滝内  邦弘 （情科院H07）

杉山  美雪 （経H20）

上満  研吾 （経修H27）

及川  正規 （工S47）

松谷  寛 （工電S52）

畠山  義彦 （水産S55）

大久保  英俊 （法S56）

廣重  勝彦 （法S57）

近藤  伸一 （工院S58）

萱野  聡 （法S62）

橋本  大志 （理H01）

今田  久美子 （教H02）

　大野  隆明（水修H06）

松浦  永治 （法H08）

常松  尚史 （経H20）

（参考）委員会役員
委員会名 委員長 副委員長 委　員

※ 丸数字は評議員の就任年数     ■は新任、★は特命理事

⑫ 畠山  義彦 （水S55）

③ 平野  友善 （文H05）　

⑫ 坂本  茂 （経H13）

③ 渡辺  明日香 （法H18）　

③ 西舘  卓人 （経H23）

○ 米子  智裕 （農H02)

⑥ 久野  和哉 （経H24）

⑤ 内山  壮 （文H28）

② 山本  淳博 （環境院H30）

○ 後藤  さなえ （農S63）

■○ 関  良子 （法H23）

○ 川原  史織 （農院H25）

○ 田村  康将 （情報院H27）

○ 橋本  和大 （水院H28）

⑤ 上満  研吾 （経院H27）

○ 波田  大専 （経H24）

⑬ 八谷  俊雄 （法H02）

② 浦崎  稔史 （工院H22）

⑥ 青山  千穂 （農院H23）

⑤ 髙野  葵 （環境院H25）

② 山本  淳博 （環境院H30）

○ 陣谷  義直 （経S51）

■〇 谷畑   敦史 （経H27）

⑫ 浜名  純 （農S48）

④ 千葉  寛之 （工情報院S63）

④ 大久保  高樹 （工合成H04)

⑪ 溝口  尚重 （農H07）

④ 長谷川  健 （理地惑H14）

⑫ 高橋  寛 （農S62）

⑫ 萱野　聡 （法S62）

⑮ 大西  裕子 （文修H03）

⑪ 溝口  尚重 （農H07）

⑫ 楯　裕史（法H10）

⑫ 坂本  茂 （経H13）

⑫ 高橋  良佳 （医H16）

⑫ 常松  尚史 （経H20）

○ 永田  明 （農S54）

③ 清水  全生 （工土木S45）

○ 前田  直寛 （工土木S43)

○ 清水  慧 （工衛生S43)

○ 関口  光雄 （工土木S43）

④ 菅埜  誠 （経S52）

⑮ 大久保  英俊 （法S56）

⑨ 大野  隆明 （水院H6）

⑩ 西野  順子 （農院H01）

⑩ 小中出  拓也 （工院H23）

⑤ 辻本  陽平 （情報院H25）

⑤ 上満  研吾 （経院H27）

③ 中村  秀治 （工建築S58）

④ 原田  武志 （工土木H19）

③ 井上  修平 （工S50）

⑥ 菅野  彰一 （工建S53）

○ 杉江  和男 （工院S45）

★ 石川  裕一 （法S54）

⑯ 平田  更一 （理植S44）

② 松浦  永治 （法H08）

⑦ 山田  尚大 （工院H23）

⑫ 萱野  聡 （法S62）

③ 平野  友善 （文H05）　

⑥ 島田  久 （工金属S61）

⑫ 高橋  寛 （農S62）

⑧ 松谷  寛 （工電S52）

④ 廣重  勝彦 （法S57）

② 浅田  清 （歯H01）

 総務委員会

（事務局） 

組織・交流委員会 

財務委員会 

広報委員会 

情報処理委員会 

募金・産学連携委員会 

クラーク遺徳顕彰・墓参

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

1 総会

2 評議員会

3 理事会

4

5

6

組織強化活動

7 クラーク遺徳顕彰・墓参

8 広報活動・会報誌発行

9

10 ホームカミングデー

11 校友会エルム総会

北大東京同窓会　 ２０２１年度（令和３年度）スケジュール
2021年（令和３年） 2022年（令和４年） 2022年（令和４年）

5日(土) 11日(土)

16日(木) 17日(木)

16日(木) 9日(木) 17日(木) 17日(木)

顧問会議/学部・学科同窓会  
事務局長会議 17日(木)

新年交礼会 21日(金)

ジンパ（昭和記念公園） 3日(日) 15日(日)

OG会（期日未定）
交流勉強会・丸の内カレッジ

（期日未定）
10日(日)
霊園墓参

フロンティア
発行

フロンティア
発行

エルム談話室
〈毎月第1金曜日予定〉

25日(土)

期日未定

（注※）スケジュールは新型コロナウイルス感染症の状況により、延期または中止となる可能性があります。

令和3年度 東京同窓会 総会
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北海道大学東京同窓会  令和3年度  評議員（学部）一覧表北海道大学東京同窓会  令和3年度  評議員（世代）一覧表
名前 理事 委員会 名前 理事 委員会 名前 理事 委員会

農学部 理学部 文学部

教育学部

エ学部

法学部

獣医学部

薬学部

医学部

経済学部

歯学部

水産学部

北海道大学東京同窓会 2021年度（令和3年度） 評議員（学部）一覧表

学部
卒年

就任
年数

学部
卒年

就任
年数

学部
卒年

就任
年数

広報委員会委員長
募金・産学連携委員会

募金・産学連携委員会

 

組織・交流委員会

総務委員会 副委員長

募金・産学連携委員長

広報委員会

総務委員会委員長　　

総務委員会

総務委員会副委員長

総務委員会

組織・交流委員会副委員長

広報委員会

クラーク遺徳顕彰・墓参委員

募金・産学連携委員会副委員長

クラーク遺徳顕彰・墓参委員

クラーク遺徳顕彰・墓参委員

情報処理委員会委員長

情報処理委員会副委員長

総務委員会副委員長

平田　更一

勝島　尚美

鈴木　徹

相澤　晃

小坂　由紀

中原　豊

清水　全生

仲  裕

留目　一英

足立　守

中山 茂樹　

山崎　信男

大谷　武彦

升光　法行

松谷　寛

谷口　泰之

野田　徹

本多　清暢

松尾　 望

増田　 達

中村　秀治

近藤　伸一

石田　充

菊地　正武

杉山　茂

山本　有孝

足立　直子

鈴木　政直

平畠　亘

滝内　邦弘

山田　将史

跡部　泰子

中山　卓人

樋口　達夫

中田　邦彦

釡谷　明

大野　隆明

伊藤　洋

川喜多　進

丹羽　弘

横井　成尚

高橋　寛

瀬戸山　洋介

西野　順子

堤　崇史

伊藤 真吾

二木　智

鈴木　克昌

青山　千穂

采  孟

矢原　芳博

米久保 和樹

近藤　達仁

土屋　裕

松谷　有希雄

畠山　昌則

福島　亮治

大塚　吾郎

森  清

杉森　裕樹

松本　明郎

中田　勝巳

杉崎　順平

浅田　清

野呂　忠一

石川　裕一

S48林

S50農化

S57農化

S62農工

S62農工

H01農院

H06農化

H18農研

H22生資

H21共生

H23農院

S45獣医

S59獣医

H11獣医

S49薬

H50薬

S50医

S56医

S58医

S61医

S61医

H01医

H05医

H13医

S60歯

H01歯

S39薬

S54法

S44植

S52地鉱院

S59数学

H14地球

H19化

S44機械

S45土木

S47機械

S47機械

S48建

S49建

S50金属

S52原子

S52金属

S52電子

S56合成

S56土木

S57土木

S57電気

S57土木

S58建

S58院

S60機械

S60機械

H02衛生

H01衛生

H02電子

H03電子

H07合成

H07情科院

H15情科院

H17環境院

H21資源

S52食修

S61食

H03食

H06食修

S48農生

13

10

2

12

14

10

1

5

10

10

6

名

10

6

5

名

10

5

名

14

10

10

14

14

14

8

14

名

3

2

名

特命

特命

11

3

2

8

2

小計

小計

小計

小計

小計

総務委員会 
募金・産学連携委員会

組織・交流委員会副委員長
財務委員会

財務委員会委員長　
総務委員会

理事

理事

理事

理事

理事

理事

副会長

監事

理事

理事

会長

理事

15

3

5

名

11

名

15

10

2

8

15

10

4

9

14

14

10

10

2

3

名

10

4

10

3

2

10

12

3

5

名

名

3

1

14

9

90

小計

小計

小計

小計

合計

大西　裕子

平野　友善

内山　壮

中島  樹生

新城　修

奥野　滋

小口　正範

福西　真

大久保　英俊

高見　之雄

廣重　勝彦

志済　聡子

山口　公範

八谷　俊雄

石橋　祐介

向井　拓

松浦　永治

渡辺　明日香

半崎　貴敏

菅埜　誠

中井　啓之

横田　浩

松山　哲人

藤井　考先

坂本　茂

西舘　卓人

上満　研吾

H03文修

H05文

H28文

H03教育

S50法

S50法

S53法

S55法

S56法

S56法

S57法

S61法

H02法

H02法

H03法

H05法

H08法

H18法

S47経済

S52経済

S60経済

S60経済

S61経済

H07経済

H13経済

H23経

H27経院

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

副会長

理事

理事

16

9

14

13

11

名

15

3

14

10

11

9

10

14

10

8

11

5

12

10

10

3

2

14

14

2

2

15

6

12

6

9

13

6

名

9

10

13

9

名

特命

5

28

4

小計

小計

小計

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

理事

副会長

北海道大学東京同窓会  2021年度（令和3年度）  評議員（世代） 一覧表

卒年 学部 名前 理事 委員会 卒年 学部 名前 理事 委員会 卒年 学部 名前 理事 委員会

20歳代 40歳代

H30

H29 情報処理委員会

H26

H26

小計 4 募金・産学連携委員会

30歳代

H25 理事

H25

H25

H24

H24 11

H23 理事

H22

H22

H22 情報処理委員会

H21 監事

H21 情報処理委員会

H20 理事

H20 理事

H20 理事

H20

H18

H19 理事

S58

S57

S57

S57

S56

S56

S55

S55

S55

S57

S53

S53

S53

S51

S50

S50

S48

S48

S47

S46

S45

S45

S44

S42

S42

H19 理事

H17 小計 25

12

12

7

5

10

7

12

12

12

12

12

6

6

9

13

3

12

9

12

12

12

12

12

12

12

名

H17

H16 情報処理委員会

H16 理事

H16

環境院

法

情報院

環境院

情報院

環境院

環境院

経

文修

工院

経

工院

工院

法

工

経済

経済

経済

工院

経

農院

工

法

工

理

医

水

小計 23

2

4

5

4

名

5

5

5

5

4

7

10

9

2

7

5

12

12

12

12

12

9

4

12

12

12

12

12

名 理事 広報委員会委員長

H15

H14

H12

H12

H10

H10

H10

H09

H07

H06

H06

H05

H04

H04

H04

H02

H02

H02

H01

H01

H01

S63

S63

S63

S63

S62

S62

S61

S61

S60

S59

20

10

4

12

10

12

12

12

12

11

12

12

名

12

12

12

4

12

12

5

12

12

7

12

12

6

4

12

12

10

6

12

12

名

合計 83 名

就任
　　 年数

就任　　
　　 年数

就任　　
　　 年数

60歳代以上

組織・交流委員会副委員長

広報委員会

組織・交流委員会

組織・交流委員会委員長

組織・交流委員会副委員長

広報委員会

募金・産学連携委員会

情報処理委員会副委員長

募金・産学連携委員会

広報委員会
組織・交流委員会 監事

理事

副会長

理事

副会長

副会長

理事

理事

総務委員会　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　

情報処理委員会
募金・産学連携委員会

募金・産学連携委員会副委員長

50歳代

鷲田　千臣

井上　明

阿部　修司

福士　博司

佐藤　寛

岩瀬　徹哉

居駒　幹夫

畠山　義彦

藤田　栄

弘田  裕

中島　敏夫

菅野  彰一

境　政人

五十嵐  良雄

梶谷　辰哉

浜名　純

小山内　清潤

及川　正規

高島　章生

鈴木　憲

高橋　周

石井　哲夫

岡　隆次郎

伊藤　敦之

井上　修平 募金・産学連携委員会副委員長

多田  宗弘

宮佐  穂奈未

高野  葵

楊  ジョウ

久野　和哉

彭  秀実

山田　尚大

中西　克彦

小中出　拓也

沖崎  遼

宮田　康大

杉山　美雪

常松　尚史

田口　光輔

加藤　貴臣

濱田　恵輔

鈴木　貴文

原田　武志

山田　敏之

酒井　美帆

増岡　弘之

高橋  良佳

矢部  いつか

山本  淳博

小島  恵太

浦崎　稔史

西　孝一郎

長谷川　健

三浦　隆司

前田  亘宏

山本　剛

楯　裕史

上岡　理晴

山口　建章

溝口　尚重

高田　清志

西川　達雄

岩村　美佳

高野　伸一

江原　猛

大久保　高樹

宇治原　里志

今田　久美子

松田　茂広

山森　聡

橋本　大志

石関　正浩

原澤　直子

根本浩一郎

千葉　寛之

萱野　聡

岡村　浩

中村　知道

島田　久

臼田　亨

岩崎　哲也

黒田　政寿

財務委員会委員長
募金・産学連携委員会

経

理

農

水

法

法

歯

工

農

法

理

小計

医

工

工院

工

経

教

工

工

理

法

理

医

工院

法

農

理

工

工

工

工院

小計

農

経

水

工

農

工院

工

水

工院

医

工院

工

獣

医

農

農

工

工

農

工

農

工

工

医

工

辻本  陽平

知っている人は
いるかな？

令和3年度 東京同窓会 総会
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〔総長スピーチ〕 大学の現状と創基１５０年に向けて

令和3年度 東京同窓会 総会

総
長
ス
ピ
ー
チ

進
ん
で
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
大
学
が

「
不
動
産
資
産
運
用
」「
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
会
社
設
立
」「
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ

ル
設
立
」「
大
学
債
発
行
」「
起
業
エ
コ
シ

ス
テ
ム
」な
ど
の
事
業
を
行
う
こ
と
が

可
能
と
な
っ
て
お
り
、
目
下
そ
れ
ら
を

活
用
す
る
た
め
の
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
学
の
再
生

と
発
展
に
向
け
て
６
つ

の
方
針
を
掲
げ
て
い
ま

す
。
総
長
解
任
の
事
態

を
反
省
す
べ
き
よ
い
機

会
と
と
ら
え
、
ガ
バ
ナ

ン
ス（
内
部
統
制
）の
強

化
を
図
り
、
全
体
の
合

意
形
成
と
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
組
織
運
営

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
産
学
連
携
に
つ

い
て
は
各
同
窓
会
に
一
層
ご
協
力
い
た

だ
き
た
く
考
え
て
お
り
ま
す
し
、「
ア
ン

ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
教
育
」や「
地
域

連
携
や
社
会
連
携
」と
い
う
新
し
い
取

り
組
み
に
つ
い
て
も
ご
理
解
い
た
だ
き

た
く
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

■
地
域
連
携・社
会
連
携

　

こ
れ
ま
で
大
学
は
、
学
内
の
教
員
や

職
員
、
そ
し
て
文
科
省
と
い
う
枠
の
中

だ
け
で
活
動
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
地
域
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な

方
々
に
対
す
る
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
大

事
に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
、そ

し
て
、そ
れ
が
世
界
の
課
題
解
決
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
10
月
よ
り
第
20
代
北
海

道
大
学
総
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
寳
金
清
博
で
す
。
本
日
は

北
海
道
大
学
の
現
状
を
ご
報
告

し
、
合
わ
せ
て
、
５
年
後
の

１
５
０
周
年
に
向
け
た
ご
協
力

や
お
願
い
に
つ
い
て
お
話
し
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

■
比
類
な
き
大
学

　

５
年
後
の
創
基
１
５
０
年
に
向
け
て

「
世
界
の
課
題
解
決
に
貢
献
す
る
大

学
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
現
在
、
大

学
法
人
と
し
て
の
４
期
目
の
計
画
を
策

定
し
て
い
る
過
程
で
さ
ま
ざ
ま
な
改
革

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
の
作
業

の
中
で
改
め
て
北
海
道
大
学
の
歴
史
や

立
地
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
考
え
て
み

ま
す
と
、
わ
た
し
た
ち
の
大
学
は
如
何

に
ユ
ニ
ー
ク
な
強
み
を
持
っ
た
大
学
で

あ
る
か
が
分
か
り
ま
す
。
そ
の
特
色
を

広
く
共
有
し
て
い
た
だ
き
た
く「
比
類

な
き
大
学
」と
い
う
言
葉
を
発
信
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
そ
の
強
み
の
第
一
は
教
育
風

土
に
あ
り
ま
す
。
創
立
期
の
札
幌
農
学

校
は
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
―
す
な
わ

ち
、
農
学
、
数
学
、
化
学
、
生
物
学
、

歴
史
学
、
経
済
学
な
ど
の
幅
広
い
教
養

教
育
を
大
学
教
育
の
原
点
に
置
き
、
そ

れ
ら
の
授
業
を
す
べ
て
英
語
で
行
っ
て

い
ま
し
た
。
東
大
な
ど
の
明
治
初
期
に

で
き
た
高
等
教
育
機
関
が
、
専
門
性
の

高
い
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
教
育
に
軸

足
を
お
い
た
大
学
教
育
で
あ
っ
た
こ
と

に
比
べ
て
、
札
幌
農
学
校
は
き
わ
め
て

ユ
ニ
ー
ク
な
教
育
を
実
践
し

て
お
り
、
そ
の
校
風
は
今
で

も
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
強
み
は
キ
ャ

ン
パ
ス
で
す
。
大
都
市
・
札

幌
の
中
心
部
に
広
大
な
キ
ャ

ン
パ
ス
が
あ
り
、
そ
の
ほ
か

に
函
館
キ
ャ
ン
パ
ス
も
あ
り

ま
す
。
研
究
林
な
ど
も
含
め

る
と
世
界
で
最
大
の
広
さ
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
と
は

い
え
開
校
当
初
か
ら
現
在
の

広
さ
だ
っ
た
の
で
は
な
く
、

札
幌
農
学
校
１
期
生
で
初
代

総
長
を
務
め
た
佐
藤
昌
介
先

生
な
ど
が
相
当
な
努
力
を
さ

れ
て
土
地
を
獲
得
し
、
大
学

を
大
き
く
し
て
い
っ
た
歴
史

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
広
大
な

キ
ャ
ン
パ
ス
の
強
み
を
活
か

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

■「
再
生
」か
ら

　
　
「
発
展
」へ
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

２
年
以
上
に
わ
た
る
総
長
不
在
に
よ

り
、大
学
の
名
声
が
下
が
っ
た
こ
と
は
残

念
な
こ
と
で
あ
り
、申
し
訳
な
く
思
い
ま

す
。そ
の
立
て
直
し
の
た
め
に
、大
学
の

使
命
で
あ
る「
教
育
」と

「
研
究
」に
加
え
て
、大

学
の「
経
営
」に
も
注
力

し
自
律
す
る
大
学
を
目

指
し
ま
す
。国
か
ら
大

学
へ
配
分
さ
れ
る
運
営

費
交
付
金
が
低
迷
し
て

い
る
中
で
は
、
自
己
収

入
を
増
や
す
た
め
に
さ

ま
ざ
ま
な
規
制
緩
和
が

　

利
益
を
共
有
し
、
同
じ
ベ
ク
ト
ル
を

持
つ
地
域
の
企
業
や
組
織
な
ど
を
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
と
ら
え
、
そ
う
し

た
企
業
・
組
織
と
懇
話
会
を
催
し
、
連

携
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
の

担
当
理
事
を
設
け
、
産
学
連
携
担
当
者

の
人
数
を
増
員
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
創
基
１
５
０
年
を
単
な
る
周
年
行

事
と
す
る
の
で
は
な
く
、
社
会
連
携
を

よ
り
推
進
す
る
機
会
に
し
た
い
と
考
え

て
お
り
、
そ
の
た
め
に
地
域
と
の
折
衝

を
担
う「
社
会
連
携
部（
仮
称
）」を
新
設

い
た
し
ま
す
。

　

■
新
し
い
社
会
と
人
材
養
成

　

Ｚ
世
代
や
グ
レ
タ
世
代
と
呼
ば
れ
る

最
近
の
学
生
は
、
脱
炭
素
社
会
の
概
念

を
中
学
・
高
校
で
学
ん
で
き
て
い
る
の

で
、
環
境
破
壊
や
地
球
温
暖
化
に
対
す

る
問
題
意
識
は
非
常
に
高
く
、
一
方
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
カ
レ
ッ
ジ
サ
ミ
ッ
ト
や

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
に
自
主
的

に
参
加
す
る
積
極
的
な
学
生
も
い
ま

す
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
、
わ
れ
わ
れ

昭
和
世
代
と
は
異
な
る
価
値
観
を
持
っ

た
人
材
が
、こ
れ
か
ら
の
社
会
を
形
成
し

て
い
く
の
だ
ろ
う
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で

も
、
起
業
は
学
生
に
と
っ
て
魅
力
的
な

目
標
で
す
し
、
起
業
を
目
指
す
学
生
に

と
っ
て
、
大
学
は
重
要
な
リ
ソ
ー
ス
で

あ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

い
く
つ
も
の
優
秀
な
企
業
が
生
ま
れ
て

お
り
、
最
近
は
と
み
に
増
え
て
お
り
ま

す
。
社
会
連
携
の
観
点
か
ら
も
積
極
的

に
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

　

■
世
界
の
課
題
に

　
　
貢
献
す
る
北
海
道
大
学

　

２
つ
前
の
執
行
部
が
策
定
し
た
創
基

１
５
０
年
に
向
け
た
「
近
未
来
戦
略

１
５
０
」
は
、
大
変
よ
く
考
え
ら
れ
た

プ
ラ
ン
で
、
基
本
的
な
私
た
ち
の
指
針

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
テ
ー
マ
の
一

つ
「
世
界
の
課
題
に
貢
献
す
る
北
海
道

大
学
」
に
お
け
る
「
世
界

の
課
題
」
と
は
、
ま
さ
に

現
代
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
こ
と

で
あ
り
、
そ
の
中
核
は
地

球
温
暖
化
対
策
、
今
日
で

は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対

策
で
す
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
の
た

め
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
と
い
う
取
組
み
に
対

し
て
は
、
北
大
が
保
有
す

る
広
大
な
研
究
林
を
活
用
し
た
貢
献
が

で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
天
塩

研
究
林
、
中
川
研
究
林
、
雨
龍
研
究
林

の
総
面
積
は
約
７
万
ha
（
７
０
０
㎢
）

に
も
な
り
、
１
大
学
が
所
有
す
る
も
の

と
す
れ
ば
世
界
最
大
級
と
い
え
る
も
の

で
す
。
研
究
林
で
の
二
酸
化
炭
素
吸
収

量
は
、
札
幌
と
函
館
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で

の
二
酸
化
炭
素
排
出
量（
年
間
２
・９
万

ト
ン
）に
は
及
ば
な
い
の
で
、
カ
ー
ボ

ン
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
と
は
な
り
ま
せ
ん
が
、

太
古
か
ら
の
吸
収
分
を
考
え
た
時
、
地

球
に
相
当
な
貢
献
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
分
野
で
は
、

唾
液
採
取
と
鼻
咽
頭
採
取
を
比
較
研
究

し
た
医
学
研
究
院
・
豊
嶋
教
授
グ
ル
ー

プ
の
研
究
発
表
が
話
題
に
な
り
ま
し

た
。
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
診
断
精
度
を
２
つ

の
採
取
方
法
で
比
較
し
た
も
の
で
、

２
０
０
０
例
と
い
う
世
界
最
大
規
模
の

症
例
数
に
基
づ
く
も
の
で
す
。
唾
液
採

取
に
よ
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
精
度
（
90
％

以
上
）
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
、簡
便

な
唾
液
採
取
が
標
準
検
査
と
な
り
、オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
た
ち
の
検
査
は
基
本

的
に
唾
液
採
取
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

■
創
基
１
５
０
年
へ

　

先
日
、は
や
ぶ
さ
が
持
ち
帰
っ
た

「
リ
ュ
ウ
グ
ウ
」の
サ
ン
プ
ル
を
使
い
研

究
し
て
い
る
圦
本
尚
義
先
生（
北
大
理

学
研
究
院
教
授
）の
講
演
を
聴
く
機
会

が
あ
り
ま
し
た
。圦
本
先
生
は
講
演
後

の
質
問
に
答
え
て
、「
自
分
の
研
究
が
今

直
ぐ
に
社
会
の
何
か
の
役
に
立
つ
も
の

で
は
な
い
が
、子
ど
も
た
ち
は
目
を
輝

か
せ
て
聴
い
て
く
れ
る
」と
い
う
趣
旨
の

話
を
さ
れ
た
こ
と
に
と
て
も
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。

　

わ
た
し
た
ち
は
学
問
に
つ
い
て
考
え

る
時
、工
学
や
医
学
、経
済
学
な
ど
社
会

に
直
結
す
る
学
問
を
実
学
、哲
学
や
文

学
、理
論
物
理
学
な
ど
を
虚
学
＝pure 

science

な
ど
と
称
し
て
区
別
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
北
大
の
創
立
者
た

ち
は
、
後
者
も
含
め
て
実
学
と
考
え
、

大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。
わ
た
し
も
北

大
は
好
奇
心
や
ワ
ク
ワ
ク
感
を
学
ぶ
学

府
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
し
、

目
先
の
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、
遥
か

遠
く
の
こ
と
も
研
究
す
る
大
学
で
あ
る

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

１
８
７
６
年
８
月
14
日
に
現
在
の
時

計
台
の
場
所
に
開
校
し
た
札
幌
農
学
校

は
、
そ
の
後
、
現
在
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の

地
に
移
り
大
き
く
発
展
し
、
世
界
に
貢

献
で
き
る
大
学
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

　

Think globally, Act Locally!

︱

足
元
を
見
つ
め
、
世
界
を
考
え
よ
う
、

を
目
標
に
地
域
社
会
と
連
携
し
、「
比
類

な
き
大
学
」の
強
み
を
活
か
し
て
世
界
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

　

私
は
、
教
育
は
国
を
支
え
、
将
来
を

支
え
る
、
最
も
重
要
な
投
資
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
同
窓
会
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
学
の
現
状
と
創
基
１
５
０
年
に
向
け
て

北
海
道
大
学
総
長 

寳
金
清
博 

（
Ｓ
54
・
医
）

〈プロフィール〉
1954年 札幌生まれ
1979年 北大医学部卒
2001年 札幌医科大学脳外科教授
2010年 北大脳外科教授
2013年 北大病院長
2020年 北大総長

※
内
容
は
、一
部
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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就
任
以
来
、
一
度
も
懇
親
会
な
ど
が
行
わ
れ
ず
、
東
京
同
窓
会
の
皆
さ
ま
に

は
横
田
会
長
の
声
が
届
か
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
１
年
を
振
り
返
っ
て

い
た
だ
き
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

◇
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
会
の
運
営

　

昨
年
６
月
の
就
任
以
来
、
理
事
会
や

評
議
会
な
ど
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し

た
も
の
の
、
東
京
ジ
ン
パ
は
じ
め
忘
年

会
、
新
年
会
、
エ
ル
ム
談
話
室
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
や
セ
ミ
ナ
ー
は
一
切
行
う
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
唯

一
、
今
年
３
月
か
ら
６
月
に
か
け

て
４
回
の
「
丸
の
内
カ
レ
ッ
ジ
」

を
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
で
き
た
の
は

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
講
演

し
て
い
た
だ
い
た
松
沢
幸
一
さ
ん

（
㈱
明
治
屋 

特
別
顧
問
、
Ｓ
48

農
院
）
や
、
イ
ベ
ン
ト
を
運
営
し

た
組
織
交
流
委
員
会
の
方
々
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。

　
「
農
学
校
と
卒
業
生
の
足
跡
に

学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
、
改
め
て
母

校
の
歴
史
や
新
渡
戸
稲
造
な
ど
先

人
た
ち
の
こ
と
を
振
り
返
る
内
容

で
し
た
。
新
し
い
試
み
で
し
た

が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ゆ
え
に
北
海
道

は
じ
め
遠
方
の
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
に
も
聴

い
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
予

想
以
上
の
参
加
人
数
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
テ
ー

マ
で
定
期
的
に
開
催
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
年
６
月
の
総
会
は
、
は
じ
め
て
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
が
、
通
常

の
総
会
と
変
わ
ら
な
い
ほ
ど
の
参
加
人

数
で
、
事
業
や
予
算
に
関
す
る
報
告
や

審
議
が
滞
り
な
く
で
き
ま
し
た
。
総
会

議
事
の
実
施
だ
け
な
ら
、
通
信
の
不
安

を
除
け
ば
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
問
題
な

い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

◇
東
京
同
窓
会
の
課
題

　

若
い
世
代
の
方
に
も
っ
と
参
加
し
て

い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で

す
。
そ
の
意
味
で
東
京
同
窓
会
が
転
職

時
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
に
な
ら

な
い
だ
ろ
う
か
？
と
思
っ
て
い
ま

す
。
様
々
な
要
因
で
ま
す
ま
す
雇

用
の
流
動
化
は
進
む
と
思
い
ま
す

の
で
、
転
職
を
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
時
の
相
談
で
き
る
場
と
し

て
東
京
同
窓
会
が
機
能
し
て
い
る

と
、
若
い
世
代
に
も
メ
リ
ッ
ト
を

感
じ
て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
卒
業
し
た
時
点
で
東
京

同
窓
会
の
お
知
ら
せ
が
届
く
よ
う

な
仕
組
み
を
今
年
度
中
に
作
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
校
友
会
よ
り
卒
業
生
の
デ
ー
タ

を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
管

理
・
運
営
を
情
報
処
理
委
員
会

に
担
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
進
め

て
い
ま
す
。

　

今
秋
に
予
定
し
て
い
た
東
京
ジ
ン
パ

が
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、
来
春
の
３

年
ぶ
り
の
開
催
の
時
に
、
新
社
会
人
に

漏
れ
な
く
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ
で
き

れ
ば
、
画
期
的
な
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

◇
校
友
会
に
つ
い
て

　

先
日
弊
社
に
、
名
古
屋
大
学
創
基

１
５
０
年
の
協
賛
依
頼
が
あ
り
、
そ
の

際
、
協
賛
金
目
標
２
０
０
億
円
に
対
し

て
９
割
程
度
の
獲
得
状
況
と
聞
き
驚
き

ま
し
た
。

　

北
大
が
文
科
省
の
指
定
国
立
大
学
法

人
に
採
択
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
外
部

資
金
の
収
入
が
弱
い
か
ら
だ
と
聞
き
ま

す
。
校
友
会
が
発
足
し
て
５
年
経
ち
ま

す
が
、
器
は
で
き
た
も
の
の
十
分
に
そ

の
機
能
が
発
揮
で
き
て
な
い
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
大
学
は
資
金
集
め
で
も
っ
と

活
動
で
き
る
余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
し
、
も
っ
と
校
友
会
と

い
う
仕
組
み
を
活
用
す
べ
き
で
す
。

　

確
か
に
、
大
企
業
が
集
中
す
る
東
京

と
札
幌
は
離
れ
て
い
る
の
で
、
資
金
集

め
の
活
動
が
し
に
く
い
ハ
ン
デ
キ
ャ
ッ

プ
は
あ
り
ま
す
が
、
例
え
ば
、
北
大
卒

業
者
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
資
金
集
め
や
大

学
の
技
術
を
売
り
込
む
セ
ン
ス
に
長
け

た
都
内
在
住
者
を
実
働
部
隊
に
雇
う

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
で
き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？ 

そ
う
す
れ
ば
校
友

会
や
各
同
窓
会
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

活
き
て
く
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

◇
テ
レ
ワ
ー
ク
の
使
い
分
け

　

在
宅
勤
務
を
進
め
る
中
で
、
ル
ー
チ

ン
業
務
や
従
来
の
取
引
先
と
の
や
り
と

り
に
お
い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
仕

事
は
で
き
る
の
で
す
が
、
新
人
研
修
や

最
新
技
術
に
関
す
る
営
業
の
ア
プ
ロ
ー

チ
な
ど
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
う
の
は
無

理
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

取
引
先
が
新
し
い
開
発
を
進
め
て
い

る
こ
と
の
情
報
は
、
些
細
な
会
話
か
ら

ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
多
い
で
す
し
、

face to face

だ
か
ら
こ
そ「
実
は
ね
」

と
か
「
内
緒
だ
け
ど
ね
」
と
話
が
漏
れ

て
く
る
も
の
で
す
。
新
人
教
育
も
然

り
。
会
社
の
ル
ー
ル
や
社
会
人
マ
ナ
ー

は
テ
キ
ス
ト
を
読
ん
だ
り
映
像
を
見
て

身
に
つ
く
も
の
で
は
な
く
、
実
践
で
覚

え
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
ワ
ー
ク
の

な
い
新
人
に
テ
レ
ワ
ー
ク
は
当
て
は
ま

ら
な
い
で
し
ょ
う
（
笑
）。
な
の
で
、

う
ち
の
会
社
は
コ
ロ
ナ
禍
で
も
新
人
と

教
育
担
当
は
出
社
し
て
お
り
ま
す
。

　

◇
直
に
接
す
る
こ
と
の
大
事
さ

　

こ
の
間
、
大
学
の
先
生
と
話
す
中

で
、
テ
レ
ワ
ー
ク
授
業
で
の
面
白
い
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
聞
き
ま
し
た
。
講
義
で
の

質
問
・
意
見
を
チ
ャ
ッ
ト
に
入
れ
る
こ

と
を
単
位
の
ポ
イ
ン
ト
に
し
た
と
こ

ろ
、
対
面
授
業
で
は
ほ
と
ん
ど
発
言
な

ど
な
か
っ
た
の
に
、
講
義
中
の
チ
ャ
ッ

ト
に
は
次
々
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
入
っ
て

き
た
そ
う
で
す
。
大
勢
の
前
で
発
言
す

る
こ
と
は
緊
張
し
勇
気
が
い
る
も
の
で

す
し
、
そ
う
し
た
こ
と
の
積
み
重
ね
で

鍛
え
ら
れ
、
得
る
こ
と
が
あ
る
も
の
で

す
。
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
仕
方
な
い
と
は

い
え
、
そ
う
し
た
機
会
が
失
わ
れ
る
こ

と
は
学
生
に
と
っ
て
よ
く
な
い
と
、
そ

の
先
生
は
心
配
し
て
い
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
仕

事
に
お
い
て
も
同
じ
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
様
々
な
場
面
で
直
に
人
に
接
し

て
、
そ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
や
威
圧
の
中

で
身
を
処
し
て
い
く
経
験
は
、
人
間
力

を
鍛
え
る
上
で
大
き
な
糧
に
な
る
か
ら

で
す
。
人
間
力
が
あ
る
人
は
い
ざ
と
い

う
と
き
に
頼
り
に
な
る
の
で
、
会
社
に

と
っ
て
は
貴
重
な
存
在
で
す
。
そ
う
し

た
意
味
で
も
若
い
時
に
厳
し
い
局
面
で

の
実
践
を
た
く
さ
ん
経
験
し
て
お
く
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
の
大
学
は
体
育
会
離
れ
と
聞
き

ま
す
。
今
は
、
我
々
の
頃
の
よ
う
な
１

年
は
奴
隷
で
４
年
は
天
皇
と
言
わ
れ
て

い
た
時
代
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

そ
う
し
た
無
茶
苦
茶
な
関
係
性
の
中

で
、
何
と
か
折
り
合
い
を
つ
け
て
過
ご

し
た
経
験
は
、
社
会
人
に
な
っ
て
活
き

る
も
の
で
す
。
そ
う
し
た
人
間
力
が
鍛

え
ら
れ
る
機
会
が
減
っ
て
い
る
の
は

残
念
で
す
。

　

◇
指
定
国
立
大
学
法
人

　

時
々
私
の
と
こ
ろ
に
、
東
大
の
Ａ
Ｉ

技
術
者
か
ら
の
案
内
メ
ー
ル
が
届
き
ま

す
。
要
は
技
術
の
売
り
込
み
な
の
で
す

が
、
メ
ー
ル
の
タ
イ
ト
ル
も
工
夫
さ
れ

て
い
て
、
思
わ
ず
目
が
留
ま
る
キ
ャ
ッ

チ
ー
な
も
の
で
す
。
自
分
が
直
接
話
を

聞
く
場
合
も
あ
り
ま
す
し
、
関
連
部
署

に
任
せ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
基
本
的

に
メ
ー
カ
ー
企
業
は
最
先
端
の
技
術
に

は
敏
感
で
す
。
自
分
の
技
術
を
企
業
に

売
り
込
み
た
い
な
ら
、
や
り
方
次
第
で

プ
レ
ゼ
ン
の
機
会
を
作
る
こ
と
が
可
能

だ
と
思
い
ま
す
。
説
明
に
来
ら
れ
る
大

学
の
技
術
者
は
、
弊
社
の
こ
と
を
し
っ

か
り
研
究
し
て
い
ま
す
し
、
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
組
織
に
は
大
学
フ
ァ
ン
ド
が
支

援
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

残
念
な
が
ら
北
大
の
研
究
者
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
う
し
た
他
大
学
の
状
況
を
見
て

い
る
と
、
北
大
が
産
学
連
携
を
図
り
、

企
業
か
ら
資
金
を
得
る
こ
と
を
目
指
す

の
で
あ
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
方
策
は
あ
る

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

反
面
個
人
的
に
は
、
無
理
に
指
定
国

立
大
学
法
人
を
目
指
さ
な
く
て
も
よ
い

の
で
は
な
い
か
、と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　

確
か
に
、
指
定
国
立
大
学
法
人
に
な

ら
な
い
と
大
学
へ
の

予
算
配
分
が
厳
し
く

な
る
と
い
う
事
情
も

あ
る
の
で
し
ょ
う

が
、
文
科
省
の
意
に

沿
っ
た
枠
組
み
で
大

学
経
営
を
考
え
る
よ

り
も
、
北
海
道
大
学

な
ら
で
は
の
理
念
の

下
で
10
年
後
の
大
学
像
・
在
る
べ
き
姿

を
明
確
に
示
し
て
、
世
界
を
リ
ー
ド
す

る
分
野
を
打
ち
上
げ
て
、
定
め
た
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
に
沿
っ
て
社
会
と
の
交
流
を

進
め
て
い
く
こ
と
の
方
が
本
質
的
な
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
世
界
を

リ
ー
ド
す
る
分
野
は
工
学
で
も
農
学
で

の
経
済
で
も
構
わ
な
い
の
で
す
が
、
そ

れ
を
社
会
と
交
流
さ
せ
る
こ
と
で
企
業

か
ら
評
価
さ
れ
、
結
果
的
に
資
金
も
生

ま
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

北
大
は
元
来
、
札
幌
農
学
校
の
時
か

ら
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
を
実
践
し
、

農
学
校
と
い
う
名
称
で
は
あ
る
も
の

の
、
中
味
は
カ
レ
ッ
ジ
で
は
な
く
ユ
ニ

バ
ー
シ
テ
ィ
を
実
践
し
た
大
学
で
す
。

文
科
省
の
意
に
沿
っ
た
大
学
作
り
や
東

大
の
ス
モ
ー
ル
版
を
目
指
す
の
で
は
な

く
、
北
大
に
し
か
で
き
な
い
研
究
と
か

世
界
に
通
用
す
る
人
材
教
育
―
〝
馬
力

は
ぴ
か
一
、と
に
か
く
逞
し
い
〟（
笑
）

な
ど
の
特
長
的
な
大
学
教
育
、
大
学
経

営
を
目
指
し
た
方
が
い
い
の
で
は
？
な

ど
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
寳
金
総
長
が
新
総
長
に
就
任

さ
れ
、
大
学
の
立
て
直
し

に
邁
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
京
同
窓
会
と
し
て
は
で

き
る
だ
け
大
学
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

◆横田会長インタビュー「会長1年目を振り返って」

（
聞
き
手
：
髙
橋
寛 

広
報
委
員
長
）

横 

田  

浩
（
Ｓ
60
・
済
）

横田会長
インタビュー

会
長
１
年
目
を
振
り
返
っ
て
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「
も
し
金
を
後
世
に
遺
す

こ
と
が
で
き
ぬ
な
ら
ば
、
私

は
事
業
を
遺
し
た
い
と
の
考

え
で
す
（
内
村
鑑
三
）」

　

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
成
否

は
人
に
か
か
っ
て
お
り
、
経
営
者
を
育

て
る
、
経
営
者
の
参
加
を
促
す
こ
と
が

重
要
で
す
。

　

◎
な
ぜ
、い
ま
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が

　
　

注
目
さ
れ
て
い
る
の
か
？

　

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ（startup

）は「
起

業
し
て
間
も
な
い
会
社（a new

ly 
established business

）」で
す
。
黒

字
化
を
目
指
す
中
小
企
業
と
は
異
な

り
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
急
速
な
成
長

（
事
業
規
模
の
拡
大
）
を
目
指
し
ま

す
。
そ
の
目
的
が
「
日
本
や
世
界
の
課

題
解
決
」
だ
か
ら
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
日
本
の
経
済
社
会
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま

す
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
核
と
し
た
第
４

次
産
業
革
命
に
よ
り
、
産
業
の
リ
ー
ド

役
が
製
造
業
か
ら
情
報
産
業
に
移
る
一

方
、
地
球
規
模
の
気
候
変
動
を
背
景
に

脱
炭
素
が
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

と
な
る
な
か
で
、
日
本
経
済
は
構
造
変

化
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

同
時
に
世
界
で
は
、気
候
変
動
に
伴

う
災
害
や
食
糧
不
足
に
加
え
て
、ハ
イ
テ

ク
覇
権
を
争
う
各
国
の
対
立
な
ど
課
題

が
山
積
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、安
定
し

た
国
際
社
会
を
前
提
と
し
た「
伝
統
的

企
業
」に
は
対
応
が
難
し
い
状

況
で
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
そ
う
し
た
環

境
を
前
提
と
し
て
生
ま
れ
て
く

る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
、
次
の

産
業
の
担
い
手
と
し
て
期
待
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。
低
成
長
と

デ
フ
レ
の
時
代
で
育
っ
た
今
の

若
者
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
通

じ
て
、
『
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
・

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
』
と
言
わ
れ
た

日
本
の
成
功
体
験
に
縛
ら
れ
る

こ
と
な
く
、
日
本
や
世
界
の
課

題
に
「
自
分
ご
と
（
自
分
た
ち
の
未
来

に
つ
な
が
る
問
題
）
」
と
し
て
真
正
面

に
向
き
合
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

　

◎
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
世
界
を
席
巻

　

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
重
要
性
を
リ
ア

ル
に
示
す
の
が
資
本
市
場（
証
券
市
場
）

で
あ
り
、世
界
の
投
資
資
金
が
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
に
流
入
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
米
国
株
式
市
場
で
最
も

企
業
価
値
が
大
き
い
会
社
は
、
米
ハ
イ

テ
ク
大
手
５
社
の
社
名
の
頭
文
字
を

と
っ
た
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
Ｍ
（
※
）
で
す
。
こ

れ
ら
の
企
業
は
20
年
前
に
は
ま
だ
黎
明

期
か
、
存
在
さ
え
し
て
い
な
い
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
で
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
Ｍ
（
５
社
）

の
時
価
総
額
は
７
兆
９
３
５
７
億
ド
ル

（
約
８
７
０
兆
円
）
に
上
り
、
東
証
１

部
上
場
の
全
銘
柄
（
２
１
９
０
社
）
の

時
価
総
額
で
あ
る
７
２
０
兆
円
を
大
幅

に
上
回
っ
て
い
ま
す
。
日
本
最
大
の
時

価
総
額
を
誇
る
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
時
価

総
額
で
さ
え
32
・
５
兆
円
に
と
ど
ま

り
、
わ
ず
か
15
年
前
（
２
０
０
４
年
）

に
創
業
し
た
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
半
分

に
も
満
た
な
い
状
況
で
す
。

　

◎
政
府
も
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
後
押
し

　

日
本
政
府
も
こ
の
よ
う
な
大
転
換
に

危
機
感
を
抱
き
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の

振
興
に
注
力
し
て
い
ま
す
。
経
済
産
業

省
は
２
０
１
８
年
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活

躍
す
る
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
創
出
す
る

た
め
に
「J-Startup

」
と
い
う
支
援
制

度
を
設
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
内
閣
府
も
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

支
援
の
た
め
「
世
界
に
伍
す
る
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
拠
点
形
成

戦
略
」
を
策
定
。
札
幌
・
北
海
道
が

２
０
２
０
年
７
月
、
こ
の
制
度
の
「
推

進
拠
点
都
市
」
に
認
定
さ
れ
、
札
幌
・

北
海
道
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス

テ
ム
推
進
協
議
会
の
も
と
、
北
大
を

中
心
に
大
学
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を

２
０
２
４
年
度
ま
で
の
累
計
で
１
５
０

社
（
２
０
１
８
年
度
累
計
75
社
）
に
倍

増
す
る
計
画
で
す
。

　

◎
低
調
な
北
大
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

　

と
は
い
え
、
北
大
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
は
大
き
く
出
遅
れ
て
い
ま
す
（
大
学

別
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
社
数
を
示
し
た

下
記
の
表
）。「
大
学
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
」
は
研
究
成
果
を
事
業
化
す
る
た
め

の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
や
、
学
生
が
起
業

し
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
な
ど
で
す
。

　

こ
の
表
を
見
る
と
、
旧
七
帝
で
は

東
大
の
３
２
３
社
を
筆
頭
に
、
京
大

２
２
２
社
、
阪
大
１
６
８
社
、
東
北
大

１
４
５
社
、
九
大
１
２
４
社
、
名
大

１
０
９
社
に
対
し
て
、
北
大
は
54
社
に

と
ど
ま
り
ま
す
。

　

◎
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
の
発
露

　

本
来
は
、
北
大
こ
そ
が
日
本
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
リ
ー
ド
す
る
大
学
で

あ
る
は
ず
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
北
大
の

建
学
の
精
神
の
一
つ
が
「
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
精
神
」
だ
か
ら
で
す
。

　

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
は
辺
境
で
あ
り
、
中

心
か
ら
離
れ
た
場
所
の
こ
と
。
人
が
踏

み
入
れ
た
こ
と
が
な
い
場
所
を
自
分
の

力
で
開
拓
す
る
の
が
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精

神
で
す
。
そ
の
精
神
の
発
露
と
し
て
、

困
難
が
伴
う
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
向
か
う

（
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
向
か
う
）
若
者

を
育
て
、
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
精
神
を
標
榜
す
る
北
大
や
同

窓
会
の
役
割
で
し
ょ
う
。

　

北
大
建
学
１
５
０
周
年
が
近
づ
く
の

を
契
機
に
、
建
学
の
精
神
で
あ
る
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
精
神
を
最
大
限
に
発
揮
で
き

る
体
制
を
構
築
す
べ
き
と
思
料
し
ま

す
。
地
盤
沈
下
す
る
日
本
の
大
学
全
体

の
中
で
の
順
位
争
い
か
ら
脱
し
て
、
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
の
も
と
日
本
や
世
界

の
課
題
に
挑
戦
す
る
人
物
が
次
々
に
輩

出
さ
れ
る
大
学
を
目
指
す
こ
と
こ
そ
、

世
界
の
中
の
北
大
と
し
て
真
の
存
在
意

義
を
示
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

◎
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
ヒ
ト
が
重
要

　

さ
て
、
私
自
身
が
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

を
立
ち
上
げ
た
経
験
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
経
営
者
と
の
交
流
の
な
か
で
分
か
っ

た
こ
と
は
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
最
重

要
な
要
素
が
「
人
」
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。
経
営
者
と
経
営
に
参
画
す
る
人
が

優
秀
で
あ
り
、
最
後
ま
で
や
り
抜
く
気

力
が
あ
れ
ば
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
は
成

功
に
大
き
く
近
づ
き
ま
す
。
研
究
シ
ー

ズ
や
起
業
ア
イ
デ
ア
が
良
く
、
社
会
課

題
の
解
決
と
い
う
高
い
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲

げ
、
経
営
者
に
と
こ
と
ん
や
り
抜
く
覚

悟
が
あ
れ
ば
、
周
囲
の
ヒ
ト
を
惹
き
つ

け
、
カ
ネ
・
モ
ノ
と
い
う
経
営
資
源
を

巻
き
込
む
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
北
大
発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
が
拡
大
・
発
展
す
る
た
め
に
は
、
経

営
者
を
育
て
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
私

は
新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
の
フ
ェ
ロ
ー
と
し

て
、
学
生
に
対
し
て
経
営
者
と
な
る
マ

イ
ン
ド
を
伝
え
て
い
ま
す
。
特
に
、
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
経
営
者
と
学
生
と
の
交

流
の
場
を
作
る
こ
と
を
通
じ
て
、
経
営

が
特
別
な
仕
事
で
は
な
く
、
現
在
・
将

来
の
選
択
肢
と
な
る
よ
う
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

た
だ
、
現
実
に
北
大
発
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
を
拡
大
す
る
た
め
に
は
、
ビ
ジ

ネ
ス
を
経
験
し
た
人
の
中
で
、
北
大
発

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
経
営
に
参
画
す
る

意
欲
的
な
人
を
募
る
こ
と
も
重
要
で

す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
北
大
Ｏ
Ｂ

の
方
か
ら
手
を
挙
げ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
強
く
望
ま
れ
ま
す
。

　

◎
内
村
の
予
言

　

米
国
の
大
学
で
は
今
、
最
も
優
秀
な

学
生
が
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
起
業
す
る

か
、
あ
る
い
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

に
参
加
す
る
状
況
で
す
（
エ
リ
ー
ト
が

投
資
銀
行
や
大
企
業
に
就
職
す
る
時
代

は
終
わ
り
ま
し
た
）。

　

実
は
、
１
３
０
年
近
く
前
の
明
治
27

年
（
１
８
９
４
年
）
に
、
札
幌
農
学
校

２
期
生
の
内
村
鑑
三
が
そ
う
し
た
ト
レ

ン
ド
を
予
言
す
る
か
の
よ
う
に
、
若
者

に
対
し
て
事
業
を
起
こ
す
こ
と
を
勧
め

て
い
ま
す
（『
後
世
へ
の
最
大
遺
物
』

岩
波
文
庫
よ
り
）。
彼
の
言
う「
事
業
」

は
お
金
を
集
め
て
社
会
の
課
題
を
解
決

す
る
こ
と
で
あ
り
、
今
の
言
葉
に
置
き

換
え
れ
ば
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
」
そ
の

も
の
で
す
。

◇
◆
◇

　

私
は
現
在
、
募
金
・
産
学
連
携
委
員

長
と
し
て
大
学
と
連
携
し
な
が
ら
、
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
サ
ポ
ー
ト
に
携

わ
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
関
心
が
あ
る
方

は
、
東
京
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
お

問
い
合
わ
せ
よ
り
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

STARTUP
◎北大の未来を決める大学発スタートアップ

（※）GAFAMは、グーグルの親会社アルファベッ
ト、アップル、フェイスブック、アマゾン・ドット・
コム、マイクロソフトの5社を表します。

新渡戸カレッジ フェロー 廣重勝彦（Ｓ57・法）

【大学別のスタートアップ社数】

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

東京大学
京都大学
大阪大学
筑波大学
東北大学
九州大学

東京理科大学
名古屋大学

東京工業大学
慶應義塾大学
早稲田大学

デジタルハリウッド大学
立命館大学

北海道大学
広島大学

九州工業大学
熊谷大学
会津大学
神戸大学

名古屋工業大学

323
222
168
146
145
124
111
109
98
90
90
88
60

54
52
44
44
39
38
35

順位 大学名 件数

アップル
マイクロソフト
アマゾン・ドット・コム
アルファベット
フェイスブック
5社合計

【GAFAMの時価総額】

企業名
価値総額

8月2日現在、1ドル＝110円で邦貨換算。

（億ドル）

24,054
21,403
16,801
8,707
8,389

79,354

（兆円）

265
235
185
96
92

873

北大の未来を決める
大学発スタートアップ
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北大みらい投資プログラム毎月1,000円の継続寄付

インターネット、スマートフォンもOK!

北大フロンティア基金

※お申し込み後、ホームページから内容
　の変更や解約が可能です。

クレジットカード決済や口座振替
で、継続寄付も利用できます。
たとえば、毎月1000円の寄付
金をクレジットカードから引き落
とすことも可能になりました。

寄付したお金の使いみちを「北大みらい投資プログラム」で取り組んでいる
下記の4つのメニューから指定することができます。

給付型奨学金 海外留学・国際インターンシップ等資金
海外協定校への派遣や海外語学研修への
支援、短期留学・研修・国際インターンシップへ
の支援などに使うものです。

運動部・文科系サークルへの支援（個別指定
可）、サークル会館、体育館、グランド整備のた
めなどに使うものです。

特定の学部への支援、特定の研究分野への
支援などに使うものです。

経済的な援助として、北大への進学者や修
学継続希望者に、返還の必要のない給付金
を交付します。

課外活動などへの支援資金

❶

❸

❷

❹ 使途指定資金

振込用紙のほかにPCやスマートフォンからの支払いが可能。
「北大フロンティア基金ホームページ」にアクセスすれば、簡単
な操作でクレジットカード決済やコンビニ決済が可能です。

Hokkaido University Frontier Foundation

クレジット
カードから
でもOK

　平成18年に「北大フロンティア基金」が設立、以来、多くの方にご賛同いただいてきました
が、より一層の充実を図るため、平成30年より北大フロンティア基金の中に「北大みらい投資
プログラム」が創設されました。このプログラムでは、個人寄付がしやすくなり、寄付金の使途
を寄付者が指定することができるなど、新たな機能が設けられています。ぜひ一度ホームペー
ジをご覧いただき、これからも母校ならびに学生たちへの支援の輪を広げていきましょう!

税制上の優遇措置
右記の北大みらい投資プログラム「1給付型奨学金」には「税額控除」も適用となります。

当プログラムへ寄付された方は、税制上の
優遇措置「所得控除」が適応されます。 ★最新情報はホームページをご覧ください。

［北大みらい投資で検索］ 
https://www.hokudai.ac.jp/fund/mirai.html

北大みらい投資 検索

寄付金の使途を指定できます! ❶〜❹
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タ
ワ
ー
の
あ
る
東
京
駅
に
18
時
前
に
到

着
す
る
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
、
帰
り
際
に

ち
ょ
っ
と
上
司
に
呼
び
止
め
ら
れ
た
と

か
、
そ
う
い
っ
た
些
細
な
出
来
事
で
支

障
が
発
生
す
る
脆
弱
な
運
営
で
し
た
。

　

◆「
丸
の
内
カ
レ
ッ
ジ
」の

　
　

立
ち
上
げ

　

一
方
需
要
の
側
面
で
は
、
平
成
勉
強

会
が
幕
を
閉
じ
た
後
も
復
活
を
望
む

声
は
多
く
、
そ
の
要
望
に
応
え
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
復
活
さ
せ
た
も
の
が

丸
の
内
カ
レ
ッ
ジ
で
す
。
単
に
復
活
さ

せ
た
だ
け
で
は
、
丸
の
内
カ
レ
ッ
ジ

も
平
成
勉
強
会
同
様
の
運
命
を
辿
る
の

で
、い
く
つ
か
の
点
を
刷
新
し
ま
し
た
。

平
成
勉
強
会
が
自
然
消
滅
し
た
原
因

は
、
前
述
の
と
お
り
持
続
性
に
支
障
を

き
た
す
ほ
ど
運
営
メ
ン
バ
ー
の
負
担
が

大
き
か
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
れ
を
改
善

す
る
た
め
に
、
思
い
き
っ
て
運
営
サ
イ

ド
の
都
合
を
中
心
と
し
て
丸
の
内
カ

レ
ッ
ジ
を
設
計
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
掲
げ
た
こ

と
は
、
聴
き
た
い
人
の
た
め
の
講
演
会

で
は
な
く
、
喋
り
た
い
人
の
た
め
の
講

演
会
に
し
た
点
で
す
。
平
成
勉
強
会
の

　

北
大
東
京
同
窓
会
で
は
「
丸
の
内
カ

レ
ッ
ジ
」
と
い
う
講
演
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
す
で
に
ご
存
知
の
方
や
毎
回

参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
も
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
こ
の
度
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
の
企
画
に

込
め
た
想
い
な
ど
も
交
え
な
が
ら
丸
の

内
カ
レ
ッ
ジ
を
改
め
て
ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

◆「
平
成
勉
強
会
」か
ら
の
学
び　

　

昨
年
６
月
の
就
任
以
来
、
理
事
会
や

評
丸
の
内
カ
レ
ッ
ジ
は
、
２
～
３
ヶ
月

に
一
度
開
催
し
て
い
る
同
窓
生
・
在
校

生
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
１
時
間
枠

の
う
ち
講
演
は
30
分
程
度
で
、
質
疑
の

時
間
を
長
め
に
取
り
、
聴
く
だ
け
で
は

な
く
参
加
者
相
互
の
交
流
を
大
事
に
す

る
コ
ン
セ
プ
ト
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
を
考
慮
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー
で
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
も
参
加
者
か
ら
活
発
な
発

言
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

丸
の
内
カ
レ
ッ
ジ
は
、
か
つ
て
存
在

し
た
〝
平
成
勉
強
会
〟
を
復
活
さ
せ
る

形
で
、
２
０
１
８
年
か
ら
始
め
た
企
画

で
す
。
前
身
の
平
成
勉
強
会
は
、
講
師

は
平
成
卒
業
の
同
窓
生
が
担
当
す
る
こ

と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
て
お
り
、
１
～

２
ヶ
月
に
１
度
、
平
日
の
夜
に
東
京
駅

サ
ピ
ア
タ
ワ
ー
の
同
窓
会
事
務
室
で
開

催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
毎
回

20
～
30
人
程
度
で
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
雰

囲
気
の
中
で
お
酒
と
お
つ
ま
み
を
楽
し

み
な
が
ら
聴
講
す
る
ス
タ
イ
ル
で
し

た
。
こ
れ
だ
け
聞
く
と
、
こ
じ
ん
ま
り

と
し
た
内
輪
の
企
画
の
よ
う
に
感
じ
ま

す
が
、
そ
れ
と
は
裏
腹
に
運
営
は
大
変

で
、
講
演
者
探
し
、
日
程
調
整
、
集
客

と
い
っ
た
事
前
準
備
、
当
日
は
18
時
半

開
始
の
講
演
に
合
わ
せ
て
ノ
ー
残
業
で

退
社
し
て
18
時
前
に
サ
ピ
ア
タ
ワ
ー
に

到
着
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
設
置
、

椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
の
レ
イ
ア
ウ
ト
作

り
、
３
Ｆ
ロ
ビ
ー
で
の
受
付
、
後
片
付

け
な
ど
運
営
の
負
荷
は
小
さ
く
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。そ
れ
故
、運
営
メ
ン
バ
ー

の
仕
事
や
家
庭
の
都
合
で
準
備
に
費
や

せ
る
リ
ソ
ー
ス
に
波
が
あ
り
、
安
定
的

に
開
催
を
継
続
す
る
こ
と
が
困
難
と
な

り
、
い
つ
の
間
に
か
平
成
勉
強
会
は

自
然
消
滅
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
か
く

言
う
私
も
勤
務
地
は
横
浜
で
、
サ
ピ
ア

講
演
者
探
し
は
、
同
窓
会
の
先
輩
に
講

演
を
し
て
く
れ
そ
う
な
人
が
い
な
い
か

聞
い
て
ま
わ
り
、
教
え
て
い
た
だ
い
た

候
補
者
の
方
に
お
願
い
の
連
絡
を
し

て
、
断
ら
れ
た
ら
ま
た
繰
り
返
す
…
と

い
う
こ
と
を
講
演
者
が
見
つ
か
る
ま
で

続
け
る
プ
ロ
セ
ス
で
し
た
。
定
期
開
催

に
追
わ
れ
る
よ
う
に
講
演
者
探
し
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
運
営
メ
ン
バ
ー
の
中

で
講
演
者
探
し
に
リ
ソ
ー
ス
を
割
け
る

人
が
い
な
く
な
っ
た
こ
と
が
平
成
勉
強

会
が
自
然
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
最
大
要

因
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
大
胆
な
発
想

で
す
が
、
そ
も
そ
も
講
演
者
を
探
す
こ

と
自
体
を
や
め
ま
し
た
。
逆
に
、
話
し

た
い
人
を
募
集
し
、
同
窓
生
に
向
け
て

話
が
で
き
る
場
を
提
供
す
る
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
運
営
に
コ
ン
セ
プ
ト
を
変
更

し
ま
し
た
。
講
演
し
た
い
人
が
講
演
す

る
と
い
う
性
質
上
、
卒
年
が
平
成
か
否

か
と
い
う
基
準
は
ナ
ン
セ
ン
ス
な
た
め

撤
廃
し
、
そ
れ
に
伴
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
も

平
成
勉
強
会
か
ら
変
更
し
ま
し
た
。
丸

の
内
カ
レ
ッ
ジ
と
い
う
ネ
ー
ミ
ン
グ
に

特
に
意
味
は
な
く
、
こ
れ
は
単
な
る
僕

の
思
い
つ
き
で
す
。

　

講
演
者
は
募
集
型
に
す
る
と
言
っ
て

も
、
ど
ん
な
雰
囲
気
か
わ
か
ら
な
い
と

手
を
挙
げ
に
く
い
た
め
、
最
初
の
数
回

は
僕
の
友
人
に
講
演
を
依
頼
し
ま
し

た
。
そ
の
映
え
あ
る
第
１
回
目
を
飾
っ

た
の
は
、
組
織
交
流
委
員
会
で
副
委
員

長
を
務
め
る
辻
本
さ
ん
で
す
。
長
年
、

組
織
委
員
会
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
主

要
メ
ン
バ
ー
の
１
人
で
あ
り
、
現
在
は

丸
の
内
カ
レ
ッ
ジ
の
司
会
を
担
当
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

上
記
の
ほ
か
、
開
始
時
間
を
遅
く
し

て
20
時
開
始
に
、
ス
ラ
イ
ド
・
資
料
不

要
（
準
備
い
た
だ
く
分
に
は
歓
迎
）、

講
演
は
20
～
30
分
と
短
め
に
設
定
、
会

場
の
レ
イ
ア
ウ
ト
作
り
は
参
加
者
み
ん

な
で
…
な
ど
、
と
に
か
く
ラ
イ
ト
に
開

催
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

◆ 

さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

ス
タ
ー
ト
は
上
記
の
よ
う
な
方
向
性

で
走
り
出
し
た
丸
の
内
カ
レ
ッ
ジ
で
し

た
が
、
常
に
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て

お
り
、
２
０
１
９
年
度
は
回
数
を
２
回

に
絞
り
、
課
外
授
業
と
い
う
位
置
付
け

で
、
北
大
同
窓
生
以
外
の
方
を
講
師
と

し
て
招
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
伊
藤
博

之
氏
〔
ク
リ
プ
ト
ン
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・

メ
デ
ィ
ア
株
式
会
社
〕
の
講
演
会
は
情

報
産
業
エ
ル
ム
会
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
、

重
富
寛
氏
〔
ビ
ー
ル
ス
タ
ン
ド
重
富
〕

の
講
演
会
は
同
窓
会
の
ク
リ
ス
マ
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
（
忘
年
会
）

に
組
み
込
む
企
画
と
し
て

開
催
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
度
は
、
北

大
東
京
ジ
ン
パ
で
ギ
ネ
ス

世
界
記
録
に
挑
戦
す
る
計

画
が
あ
っ
た
た
め
、
丸
の

内
カ
レ
ッ
ジ
も
北
大
東
京

ジ
ン
パ
の
裏
ヒ
ス
ト
リ
ー

的
な
内
容
で
数
回
開
催
し

て
、
ジ
ン
パ
と
の
相
乗
効

果
で
盛
り
上
げ
よ
う
と

構
想
を
練
っ
て
い
ま
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

ジ
ン
パ
が
中
止
、
３
密
対

策
の
た
め
サ
ピ
ア
タ
ワ
ー

に
集
ま
っ
て
の
丸
の
内

カ
レ
ッ
ジ
も
開
催
見
送
り

と
し
て
い
ま
し
た
が
、
横

田
会
長
、
松
沢
先
輩
の
多

大
な
る
協
力
の
も
と
、
リ

モ
ー
ト
開
催
で
丸
の
内
カ

レ
ッ
ジ
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
現
在
は

リ
モ
ー
ト
開
催
が
定
着

し
て
き
て
、
リ
モ
ー
ト

開
催
の
メ
リ
ッ
ト
も
大

い
に
感
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
最
近
は
、
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
収
束
後

に
、
リ
モ
ー
ト
と
リ

ア
ル
を
ど
の
よ
う
に
融

合
さ
せ
れ
ば
丸
の
内
カ

レ
ッ
ジ
の
バ
リ
ュ
ー
を
よ
り
高
め
ら
れ

る
か
を
あ
れ
こ
れ
考
え
る
日
々
で
す
。

　

◆ 

最
後
に

　

最
後
に
僕
か
ら
１
つ
だ
け
皆
さ
ん
に

わ
が
ま
ま
な
お
願
い
を
さ
せ
て
下
さ

い
。
丸
の
内
カ
レ
ッ
ジ
の
運
営
メ
ン

バ
ー
の
う
ち
表
に
出
る
の
は
司
会
く
ら

い
で
す
が
、
組
織
交
流
委
員
メ
ン
バ
ー

全
体
で
運
営
を
支
え
て
い
ま
す
。
講
演

日
が
決
ま
る
と
、
メ
ン
バ
ー
た

ち
は
会
社
や
家
庭
の
予
定
を
調

整
し
て
丸
の
内
カ
レ
ッ
ジ
の
た

め
に
時
間
を
確
保
し
て
く
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
告
知

ペ
ー
ジ
の
作
成
、
メ
ル
マ
ガ
の

発
行
な
ど
さ
さ
や
か
な
が
ら
事

前
準
備
を
し
ま
す
。
最
近
の
オ

ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
司

会
担
当
の
他
に
も
、
ス
ラ
イ
ド

の
投
影
、
マ
イ
ク
が
オ
ン
に

な
っ
て
い
る
参
加
者
の
強
制

ミ
ュ
ー
ト
、
ビ
デ
オ
が
オ
ン
に

な
っ
て
い
る
参
加
者
の
強
制
オ

フ
、
さ
ら
に
司
会
や
ス
ラ
イ
ド

投
影
担
当
者
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

接
続
断
が
発
生
し
た
場
合
で
も

滞
り
な
く
講
演
会
が
進
む
よ
う

に
副
担
当
が
控
え
る
な
ど
、
裏

方
も
結
構
な
リ
ソ
ー
ス
を
割
い

て
い
ま
す
。
た
か
が
丸
の
内
カ

レ
ッ
ジ
で
す
が
、
講
演
者
に
失

礼
が
な
い
よ
う
に
、
そ
し
て
参

加
者
の
皆
さ
ん
が
が
っ
か
り
し

な
い
よ
う
に
、〝
参
加
者
数
×
１
時
間
〟

の
時
間
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
気

持
ち
で
丁
寧
に
運
営
し
て
い
ま
す
。
も

し
何
か
の
機
会
で
組
織
交
流
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
と
接
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
か
け
て
い
た

だ
け
ま
す
と
委
員
長
と
し
て
と
て
も
嬉

し
い
で
す
。
今
後
と
も
皆
さ
ま
の
ご
期

待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
参

り
ま
す
！

参
加
者
の
交
流
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会

組
織
・
交
流
委
員
会
委
員
長
　
山
田
尚
大
（
Ｈ
23
・
工
院
）

〈丸の内カレッジ開催実績〉

◆参加者の交流をテーマとした講演会 「丸の内カレッジ」のチャレンジ

「初音ミク」生みの親・伊藤博之さんの講演

第1回丸の内カレッジ（辻本陽平さん講演）

「
丸
の
内
カ
レ
ッ
ジ
」の
チ
ャ
レ
ン
ジ

タイトル回年度 卒年 学部講師（敬称略）

辻本　陽平
関　良子
中西　克彦
中尾　有希

津崎　洋人

広瀬　岳央

伊藤　博之

重富　寛

松沢　幸一
松沢　幸一
松沢　幸一
松沢　幸一

廣重　勝彦

2013年
2009年
2010年
2008年

1985年

2000年

―

―

1973年
1973年
1973年
1973年

1982年

第１回
第２回
第３回
第４回

第５回

第６回

第１回

第２回

第１回
第１回
第２回
第３回

第４回

工
法
経
工

工

経

―

―

農
農
農
農

法

2018年度

2019年度

2020年度

2021年度

高専ロボコンの紹介
青年海外協力隊の現場から
ベンチャー奮闘記
今が旬？何が起きる？気になる日本の観 
光時代を超えて残される建築とは？
いい建築を創るコツとは？
No Maps
初音ミクの現在の活動・今後の展開と
札幌発先端テクノロジーと映画・音楽の祭典

映画「日本の麦酒ヒストリー」鑑賞と
トークショー＆ビール試飲会
農学校と卒業生の足跡に学ぶ Ⅰ 
農学校と卒業生の足跡に学ぶ Ⅱ
農学校と卒業生の足跡に学ぶ Ⅲ
農学校と卒業生の足跡に学ぶ Ⅳ
私が見てきた「北大発スタートアップ

（ベンチャー）」の現状と展望
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風
景
と
の
対
話

見
果
て
ぬ
夢
を
追
い
求
め
て

は
北
海
道
で
あ
り
、
厳
し
い
冬
の
寒
さ

に
耐
え
な
が
ら
、
雪
が
降
り
積
も
っ
た

北
の
大
地
の
原
野
を
切
り
開
き
、
も
く

も
く
と
唯
、
ひ
た
す
ら
道
産
子
が
日
本

を
引
き
ず
り
、
リ
ー
ド
し
て
い
る
姿
を

疑
似
絵
と
し
て
象
徴
的
に
描
い
た
も
の

で
す
。
雪
原
は
津
波
の
様
子
を
表
現
、

「
道
産
子
」
は
「
大
志
を
抱
く
」
北
海

道
で
育
ま
れ
た
我
々
で
あ
り
、
そ
の
フ

ロ
ン
テ
ィ
の
精
神
を
持
ち
、
道
を
切
り

開
く
姿
を
熱
い
気
持
ち
を
込
め
て
描
き

ま
し
た
。
こ
の
絵
は
北
大
工
学
部
の
同

窓
会
室
に
飾
っ
て
あ
り
ま
す
の
で
興
味

の
あ
る
方
は
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

も
う
１
つ
の
絵
の
「
追
憶
」
は
子
供

の
頃
か
ら
の
大
の
鉄
道
フ
ァ
ン
で
し

て
、
子
犬
の
様
に
汽
車
や
列
車
を
追
い

求
め
、
当
時
最
後
ま
で
Ｓ
Ｌ
が
走
っ
て

い
た
北
海
道
に
あ
こ
が
れ
て
群
馬
県
か

ら
海
を
渡
り
、
や
っ
て
来
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
の
子
犬
も
高
齢
犬
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
姿
を
追
憶
し
て
い
ま
す
。
特

に
そ
の
Ｓ
Ｌ
の
た
く
ま
し
さ
が
発
揮
さ

れ
る
の
は
、
空
が
き
れ
い
に
晴
れ
渡
っ

た
厳
冬
の
季
節
で
す
。
よ
く
函
館
本
線

の
山
奥
に
ま
で
、
カ
メ
ラ
と
三
脚
を
抱

え
て
、
Ｃ
62
の
重
連
で
走
る
蒸
気
機
関

車
の
写
真
を
撮
り
に
出
か
け
ま
し
た
。

遠
く
の
方
か
ら
徐
々
に
、
音
が
大
き
く

な
っ
て
来
て
、
山
を
ア
エ
ギ
、
ア
エ

ギ
、
モ
ク
モ
ク
と
真
っ
白
な
煙
を
上
げ

な
が
ら
、
雪
の
積
も
っ
た
坂
道
を
駆
け

登
っ
て
来
る
Ｓ
Ｌ
の
迫
力
に
感
動
し
、

そ
の
姿
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
機
関
士

さ
ん
が
時
々
、
サ
ー
ビ
ス
で
汽
笛
を

鳴
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
音
が
廻

り
の
山
々
に
コ
ダ
マ
し
て
、
荘
厳
な
交

響
楽
を
奏
で
ま
す
。
大
自
然
の
ラ
イ
ブ

会
場
で
、
た
っ
た
一
人
で
、
聞
い
て
い

る
様
な
至
福
の
一
時
で
し
た
。
そ
の
姿

が
遠
景
に
描
い
て
い
る
Ｃ
62
の
重
連
の

急
行
「
ニ
セ
コ
」
で
す
。
こ
ち
ら
に
向

か
っ
て
く
る
列
車
は
函
館
か
ら
釧
路
ま

で
走
っ
て
い
た
キ
ハ
82
系
の
特
急
「
大

空
」。
丹
頂
鶴
と
エ
ゾ
鹿
が
通
過
す
る

列
車
を
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
思
い
を
込
め
、
全
て
の
事
を

育
ん
で
く
れ
た
北
海
道
へ
の
感
謝
の
気

持
を
込
め
て
描
き
ま
し
た
。
凍
て
つ
く

厳
冬
の
北
の
大
地
に
も
雪
解
け
は
必
ず

や
っ
て
来
ま
す
。
昨
今
の
２
年
に
も
及

ぶ
コ
ロ
ナ
の
大
寒
波
も
皆
様
へ
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
行
き
渡
り
、
今
ま
で
通
り

の
、
穏
や
か
な
日
常
が
戻
っ
て
来
る
事

を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

毎
年
、
年
に
２
回
程
度
、
北
海
道
と

北
大
の
香
り
も
漂
う
東
京
黒
百
合
会
展

を
や
っ
て
お
り
ま
す
。
心
を
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
た
い
方
は
是
非
共
、
会
展
に
足

を
お
運
び
下
さ
い
。

　

私
は
心
の
中
の
風
景
を
キ
ャ
ン
バ
ス

の
上
に
描
き
出
し
、
そ
れ
を
心
象
風
景

と
し
て
仕
立
て
上
げ
て
お
り
ま
す
。
そ

し
て
自
分
の
人
生
を
振
り
返
り
な
が

ら
、そ
の
風
景
と
対
話
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
あ
る
２
つ
の
絵
も
そ
ん
な
私

の
心
象
風
景
の
絵
で
す
。「
北
の
大
地
」

は
東
日
本
大
震
災
の
後
に
描
い
た
絵
で

す
。
日
本
で
一
番
朝
日
が
早
く
昇
る
の

「北の大地」油彩 F20号

「追憶」油彩 F20号

東
京
黒
百
合
会  

細
井 

眞
澄 

︵
Ｓ
49
工
・
土
木
︶　

　
「
食
品
産
業
エ
ル
ム
会
」
と
は
北
大

（
含
む
大
学
院
等
）
出
身
者
で
、
食
品

の
産
業
、製
造
加
工
、流
通
等
に
携
わ
っ

て
い
る
会
社
等
に
所
属
、
あ
る
い
は
食

品
産
業
に
興
味
が
あ
る
方
、
お
よ
び
北

大
関
係
者
が
集
う
同
窓
会
で
す
。

　

北
大
の
同
窓
会
で
は
あ
り
ま
す
が
、

前
述
の
通
り
、
卒
業
学
部
、
お
住
ま
い

の
地
域
に
関
わ
ら
ず
「
食
品
」
に
関
心

の
あ
る
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
会

員
と
な
れ
ま
す
。
会
員
と
言
っ
て
も
参

加
費
（
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
前
は
リ
ア
ル

で
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
。）
以
外
の
会

費
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
卒
業
学
部
や
世

代
を
問
わ
ず
、
た
だ
『
食
品
』
に
興
味

が
あ
り
、
つ
な
が
っ
て
い
る
緩
い
」
同

窓
会
と
い
う
の
が
手
前
味
噌
で
す
が
ユ

ニ
ー
ク
な
点
と
い
え
ま
す
。

　

活
動
内
容
で
す
が
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

以
前
は
不
定
期
で
年
４
回
程
度
、
東
京

で
例
会
（
講
演
会
と
情
報
交
換
会
）、

大
阪
で
年
１
回
セ
ミ
ナ
ー
（
複
数
の
講

演
会
と
情
報
交
換
会
）
を
開
催
し
て
き

た
他
に
年
１
回
程
度
、
施
設
見
学
会
を

企
画
・
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

過
去
の
活
動
内
容
は
食
品
産
業
エ
ル

ム
会
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
他
、facebook

に
「
食
品
産
業

エ
ル
ム
会
」
の
ペ
ー
ジ
を
作
成
し

掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
併
せ
て

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
春
以
来
の
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
の
影
響
も
あ
り
、
当
会
も
当
初

は
休
会
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た

が
、
最
近
は
オ
ン
ラ
イ
ン
会

議
ツ
ー
ル「
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ（
ズ
ー

ム
）」
を
用
い
て
の
例
会
（
講

演
会
と
オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み
会

的
な
質
疑
応
答
の
場
）
を
着

実
に
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
な
っ

て
、
講
演
者
の
方
が
従
来
で

あ
れ
ば
不
可
能
だ
っ
た
遠
方

（
札
幌
は
も
と
よ
り
最
近
で

は
海
外
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
）
の
方
に
お
話
い

た
だ
い
た
り
、
参
加
者
数
の
増
加
や
地

域
の
広
が
り
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
「
食
品
」
を
通
じ
た
楽
し

い
同
窓
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
例
会
に

お
越
し
下
さ
い
。
な
お
、
只
今
、
お
手

伝
い
い
た
だ
け
る
方
、
絶
賛
募
集
中
で

す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

の
連
絡
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（info@

elm
-food.jp 

）
ま
た
、
学
生
さ
ん
、
同

窓
生
の
ご
子
弟
の
方
、
同
僚
の
方
の
ご

視
聴
も
歓
迎
し
て
お
り
ま
す
。

　

ご
子
弟
の
方
々
が
こ
れ
に
参
加
さ

れ
、
北
大
に
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
北
大
を
目
指
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。（

中
田
邦
彦 

Ｓ
61
水
・
水
食
）

食品の産業・製造・流通
食品産業に興味のある同窓生集まれ！

http://elm-food.jp/elmfood/

食品産業エルム会
Webサイト

▼

食品産業エルム会への
お誘い

【令和 3 年開催実績】

㈱きのとやの
HACCP認証について

IBMの社会貢献：ESG/
SDGs経営について

中国駐在物語

マカデミアの世界

食産業と海藻、自然と
資源をめぐるサイクル

㈱きのとや

日本 IBM ㈱

山東大塚徳盛食品
有限公司

ニダフジャパン㈱

北海道立工業
技術センター

2/26

3/26

4/24

5/21

6/29

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

金子　哲郎 様
（S54 水・水食）

瀧澤　哲也 様
（S57 水・水化）

小林　光 様
（S59 水・水食）

倉沢　順 様
（S59 法）

安井　肇 様
（元水産学部長）

テーマ所属講演者実施回数
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と
と
な
り
ま
し
た
。
自
分
の
不
甲
斐

な
さ
が
悔
し
く
て
仕
方
な
か
っ
た
こ

と
、
こ
こ
で
挑
戦
が
終
わ
り
だ
と
思
っ

た
こ
と
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

た
だ
、
お
客
様
に
自
分
が
作
っ
た
チ
ー

ズ
を
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
け
る
喜
び

と
、
こ
こ
で
の
悔
し
さ
が
、
も
っ
と

チ
ー
ズ
の
世
界
を
追
求
し
た
い
と
思
う

バ
ネ
に
な
り
ま
し
た
。

　

◆
大
学
時
代
＋
ア
イ
ス
屋
さ
ん

　

幼
い
頃
か
ら
旅
行
で

訪
れ
て
い
た
北
の
大
地

に
憧
れ
、高
校
の
国
語

教
員
に
な
る
こ
と
を
夢

見
て
北
海
道
大
学
に
進

学
し
ま
し
た
。北
九
州

予
備
校
と
い
う
寮
制
の

厳
し
い
浪
人
生
活
を
１

年
間
経
て
、大
学
生
と

い
う
自
由
を
得
た
私
に

と
っ
て
、北
海
道
の
食

や
観
光
は
ど
れ
も
飽
き

る
こ
と
な
く
魅
力
的
で
、特
に
本
州
に

回
っ
て
こ
な
い
道
産
な
ら
で
は
の
乳
製

品
の
美
味
し
さ
に
感
動
し
、道
内
各
地

の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
て
回
っ
た
の

が
大
学
１
年
生
の
時
で
し
た
。

　

ま
た
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
た
い
と
思
い
、
当
時
募
集
さ

れ
て
い
た
「
北
大
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
応
募
し
、
学
内
で
の
雪
合
戦
大

会
を
催
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
初

め
て
人
様
か
ら
お
金
を
い
た
だ
く
こ

と
、
何
か
を
作
り
上
げ
る
こ
と
、
何
よ

り
人
集
め
の
大
変
さ
を
経
験
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
乳
製
品
好

き
が
高
じ
て
、
教
員
で

は
な
く
ア
イ
ス
屋
に
な

り
た
い
と
思
い
立
ち
、

大
学
３
年
の
北
大
祭
で

オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
イ
ス
を

販
売
し
た
こ
と
か
ら
人

生
が
動
き
始
め
ま
す
。

私
が
美
味
し
い
と
思
う

も
の
を
お
客
様
に
も
同

じ
様
に
美
味
し
い

と
食
べ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
、
予
定

販
売
数
量
を
売
り

切
っ
て
友
人
と
抱

き
合
い
な
が
ら

喜
ん
だ
こ
と
は
、

「
就
職
で
は
無
く
こ
の
道
で
生
き
て
い

き
た
い
」
と
人
生
の
方
向
性
を
決
定
づ

け
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
友
人
と
始

め
た
ア
イ
ス
サ
ー
ク
ル
は
、
２
種
類
の

商
品
を
基
に
法
人
化
し
、
主
に
学
内
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
「
エ

ル
ム
の
森
」
や
学
内
の
生
協
、
地
域
の

お
祭
り
等
で
販
売
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

◆
社
会
人
１
年
目
か
ら
の
挫
折

　

卒
業
後
、
百
年
記
念
会
館
の
「
北
大

マ
ル
シ
ェCafé

＆Labo

」
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
画
し
、
代
表
を
勤
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
二
十
歳
そ
こ
そ
こ

の
私
に
代
表
を
任
せ
て
い
た
だ
い
た
、

北
大
関
係
者
の
懐
の
深
さ
を
思
う
と
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
学
生

時
代
よ
り
持
っ
て
い
た
３
つ
の
目
標
の

「
①
百
年
記
念
会
館
を
活
用
し
た
い
」

と
「
②
北
大
農
場
の
価
値
あ
る
牛
乳
を

乳
製
品
に
し
た
い
」
が
偶
然
に
も
叶
う

形
と
な
り
ま
し
た
。

　

「
北
大
マ
ル
シ
ェ
」
で
は
主
に
乳
製

品
製
造
の
責
任
者
と
し
て
、
製
造
と
店

舗
運
営
に
携
わ
り
ま
し
た
が
、
店
舗

運
営
の
難
し
さ
と
、
全
く
の
未
経
験
か

ら
始
め
た
、
製
造
者
と
し
て
の
技
術
不

足
を
痛
感
す
る
毎
日
で
し
た
。
今
思
え

ば
、
自
身
の
プ
ラ
イ
ド
を
捨
て
、
素
直

に
教
え
を
乞
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
周
り

の
方
々
に
助
け
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
し
、

孤
独
と
勘
違
い
す
る
事
も
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
結
局
上
手
く
い
か
ず
、

２
０
１
８
年
１
月
31
日
に
退
職
す
る
こ

◎職場奮戦記

髙 木　宏 昭
（H29・教育）

株式会社七富乳業　代表取締役

　

改
め
て
、
当
時
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
に
は
、
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
感
謝
の
気
持
ち
を
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
お
伝
え
し
た
い
で
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、先
に
述
べ
た
３
つ
目
の
目
標
は

「
③
静
岡
で
事
業
を
興
す
」と
い
う
も

の
で
し
た
。か
つ
て
全
国
を
旅
す
る
中

で
、静
岡
の
富
士
山
の
麓
に
は
良
質
な

水
が
あ
り
、高
原
地
帯
は
酪
農
が
盛
ん

な
地
域
で
あ
る
こ
と
に
魅
力
を
感
じ
て

い
た
か
ら
で
す
。札
幌
を
離
れ
、直
ぐ
に

静
岡
に
移
り
住
む
選
択
肢
も
あ
り
ま
し

た
が
、周
り
の
勧
め
も
あ
り
、し
ば
ら
く

道
南
の
チ
ー
ズ
工
房
で
チ
ー
ズ
作
り
を

学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

◆
静
岡
へ
の
移
住
と
コ
ロ
ナ

　

チ
ー
ズ
工
房
で
の
修
業
を
終
え
、

自
身
の
事
業
を
立
ち
上
げ
る
べ
く
、

２
０
１
９
年
に
縁
も
所
縁
も
な
い
静
岡

に
移
住
し
ま
し
た
。
私
が
移
住
先
と
し

て
選
ん
だ
静
岡
県
富
士
宮
市
は
、
富
士

山
の
麓
の
標
高
の
高
い
場
所
に
位
置
し

て
お
り
、
酪
農
地
帯
で
あ
る
朝
霧
高
原

は
そ
の
名
の
通
り
、
夏
場
は
霧
が
立
ち

込
め
、
農
業
が
厳
し
い
環
境
で
す
。
戦

後
、
長
野
県
の
農
家
の
次
男
・
三
男
が

こ
の
地
を
切
り
開
き
、
酪
農
が
盛
ん
に

な
っ
た
と
い
う
歴
史
が
あ
り
、
酪
農
を

専
門
と
す
る
地
元
の
農
協
名
も
「
富
士

開
拓
農
協
」
と
い
い
ま
す
。

　

移
住
後
は
当
地
の
牧
場
で
働
き
な
が

ら
、
チ
ー
ズ
工
房
開
業
の
準
備
を
進
め

ま
し
た
。
「
さ
あ
、
金
融
機
関
に
融
資

の
手
配
を
し
て
、
牧
場
に
も
退
職
願
を

出
し
、
い
よ
い
よ
！
」
と
い
う
矢
先
、

牧
場
で
足
を
骨
折
し
入
院
、
さ
ら
に
コ

ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言

発
令
と
い
う
思
い
も
よ
ら
な
い
状
況
に

な
り
ま
し
た
。

　
入
院
中
、
融
資
却
下
の
連
絡
が
来
た
際

は
、
も
は
や
笑
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
も
う
一
度
、
こ
の
状
況
下
で
自

分
は
何
を
し
た
い
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ

い
て
、
ゆ
っ
く
り
考
え
る
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

　

富
士
宮
と
い
う
地
域
は
、
開
拓
の
歴

史
や
環
境
と
い
う
点
で
北
海
道
に
通
ず

る
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
関
東
の
生

乳
品
評
会
で
は
上
位
に
入
る
牧
場
も
多

く
、
良
質
な
生
乳
が
生
産
さ
れ
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
道
の
駅
や
販
売
店
に

は
、
北
海
道
産
や
海
外
産
の
チ
ー
ズ
が

パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
変
え
て
販
売
さ
れ
て
い

た
り
、
地
元
の
飲
食
店
が
外
国
産
の
冷

凍
チ
ー
ズ
を
使
っ
て
い
た
り
す
る
こ
と

に
疑
問
を
持
っ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
の

地
の
酪
農
、
乳
製
品
を
盛
り
上
げ
る
事

が
、
私
の
使
命
で
あ
り
、
大
志
を
抱
い

て
こ
の
地
に
や
っ
て
来
た
理
由
だ
と
再

認
識
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
チ
ー

ズ
工
房
の
準
備
を
進
め
る
決
意
を
固
め

ま
し
た
。

　

◆
チ
ー
ズ
工
房
の
創
業
と
現
在

　

と
は
い
え
先
立
つ
も
の
は
お
金
で

す
。
２
０
２
０
年
、
ワ
ク
チ
ン
の
目
処

も
立
た
な
い
中
で
、
融
資
し
て
く
れ
る

金
融
機
関
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
私
募
債
と
い
う
社
債
を
発
行
し
、

富
士
宮
市
や
北
海
道
の
方
々
に
社
債
の

引
き
受
け
を
お
願
い
し
、
大
変
あ
り
が

た
い
こ
と
に
想
定
以
上
の
資
金
を
調
達

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
事
も
あ
り
、
２
０
２
１
年
１
月

か
ら
プ
レ
オ
ー
プ
ン
と
い
う
形
で
チ
ー

ズ
の
製
造
・
販
売
を
開
始
し
、
先
月
７

月
17
日
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
て
い

ま
す
。

　

元
々
、地
元
の
方
に
地
元
の
牛
乳
で

出
来
た
チ
ー
ズ
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い
、

と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で

始
め
た
こ
と
も
あ
り
、

直
売
所
で
は
週
末
の
み

の
営
業
な
が
ら
多
く
の

お
客
様
に
お
越
し
い
た

だ
き
、ま
た
、地
元
の

飲
食
店
や
販
売
店
・
計

８
店
舗
へ
の
卸
売
り
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。１
個

当
た
り
４
０
０
円
か
ら

６
０
０
円
前
後
で
販
売

し
て
い
る
た
め
、こ
れ
ま

で
あ
ま
り
チ
ー
ズ（
モ
ッ

ツ
ァ
レ
ラ
チ
ー
ズ
）を
手

に
す
る
こ
と
が
な
か
っ

た
お
客
様
に
も
食
べ
て

い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

が
何
よ
り
嬉
し
い
で

す
。原
料
は
良
質
な
の

で
、後
の
出
来
は
自
分

次
第
と
い
う
思
い
で
、日
々
チ
ー
ズ
作
り

に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

　

◆
最
後
に

　

大
学
時
代
、
創
業
の
経
験
、
チ
ー
ズ

工
房
で
の
修
業
な
ど
沢
山
の
方
に
支
え

ら
れ
て
参
り
ま
し
た
。
高
校
教
員
を
目

指
し
た
私
が
、
ま
さ
か
チ
ー
ズ
職
人
に

な
る
な
ど
考
え
も
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
北
大
や
北
海
道
に
酪
農
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
機
会
を

得
る
こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
北

大
へ
の
進
学
が
人
生
の
転
機
と
な
り
、

大
志
を
抱
き
、
同
じ
開
拓
の
歴
史
の
あ

る
富
士
宮
へ
移
り
住
む

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

改
め
て
、
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
皆
さ
ま
に
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

７
月
か
ら
富
士
宮
市

の
「
ふ
る
さ
と
納
税
」

の
返
礼
品
に
七
富
チ
ー

ズ
工
房
の
商
品
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
未
だ
に

チ
ー
ズ
作
り
の
難
し
さ

を
感
じ
る
日
々
で
す

が
、
今
で
は
そ
れ
も
楽

し
く
、
地
元
の
酪
農
家

さ
ん
、
お
客
様
に
支
え

ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
静
岡

県
富
士
宮
か
ら
乳
製
品

の
魅
力
と
美
味
し
さ
を

届
け
て
参
り
ま
す
。

愛媛県出身。北海道大学在学
中にアイス販売会社「たか～ぎ
パパのアイス屋さん」を創業し、

「エルムの森」や大学生協で
販売。卒業後は「北大マルシェ
Cafe＆Labo」創業に携わる。そ
の後、チーズ工房、牧場での会
社員時代を経て、現在は静岡県
富士宮市でチーズ製造・販売を
行う「七富チーズ工房」を経営。

各SNSは「七富チーズ工房」で検索して下さい。
【お問い合わせ】 店舗：070-8534-4772 
　　　　　　　メール：nanatomimilk@gmail.com

大学3年生の時に大学祭に出店し、
販売した「ホワイトマリンアイス」

北
大
で
気
づ
い
た 

ｍｙ 

ａ
ｍ
ｂ
ｉ
ｔ
ｉｏ
ｕ
ｓ

教
員
志
望
か
ら
チ
ー
ズ
職
人
へ

7月17日にグランドオープンした「七富チーズ工房」
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隊
で
し
た
が
、
創
薬
研
究
に
関
わ
る
合

成
研
究
者
、
薬
理
研
究
者
と
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
し
な
が
ら
の
研
究
は
と
て

も
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
で
飽
き
る
こ
と

の
な
い
毎
日
で
し
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の

頃
、
兵
庫
県
に
あ
るSPring-8

と
い
う

放
射
光
施
設
（
非
常
に
強
力
な
Ｘ
線

源
）
に
製
薬
企
業
合
同
で
実
験
施
設
を

建
設
、
共
同
利
用
す
る
と
い
う
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
が
開
始
さ
れ
、
出
張
実
験

に
行
っ
た
り
各
社
の
専
門
家
達
で
勉
強

会
を
行
っ
た
り
す
る
機
会
も
多
く
、
新

人
な
が
ら
毎
月
の
よ
う
に
出
張
に
出
か

け
て
い
ま
し
た
。
自
分
が
解
析
し
た
構

造
を
見
な
が
ら
作
っ
た
新
し
い
医
薬
品

候
補
化
合
物
が
高
い
活
性
を
示
し
た
時

は
飛
び
上
が
る
ほ
ど
嬉
し
く
、
純
粋
に

仕
事
を
楽
し
め
る
と
い
う
幸
せ
な
研
究

生
活
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

　

◆
子
育
て
と
仕
事

　

入
社
５
年
目
、
７
年
目
に
長
男
、
次

男
を
出
産
し
そ
れ
ぞ
れ
約
１
年
育
児
休

職
を
し
ま
し
た
。
弊
社
研
究
所
は
女
性

社
員
も
多
く
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
働

　

◆
学
生
時
代

　

ご
く
普
通
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
に

育
っ
た
私
は
「
現
役
で
、
家
か
ら
通
え

る
大
学
へ
」
と
い
う
親
の
言
い
な
り
に

１
９
９
６
年
、
「
ど
ち
ら
か
と
い
う
と

科
学
が
好
き
」
と
い
う
曖
昧
な
理
由
で

北
大
の
理
学
部
に
入
学
。
大
学
時
代
は

体
育
会
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
に
入
部
し

て
、
週
に
５
日
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
明
け

暮
れ
る
毎
日
で
し
た
。
３
年
生
の
学
生

実
験
で
出
会
っ
た
の
が
「
タ
ン
パ
ク
質

の
Ｘ
線
結
晶
構
造
解
析
学
」
と
い
う
研

究
分
野
で
、
遺
伝
子
工
学
を
用
い
て
研

究
対
象
と
な
る
タ
ン
パ
ク
質
を
調
製
、

ミ
ク
ロ
ン
単
位
の
タ
ン
パ
ク
質
結
晶
を

作
成
し
て
Ｘ
線
回
折
デ
ー
タ
を
集
め
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
タ
ン
パ
ク
質

の
構
造
を
原
子
レ
ベ
ル
で
解
析
・
可
視

化
し
て
そ
の
機
能
を
理
解
す
る
、
と
い

う
マ
ニ
ア
ッ
ク
で
奥
深
い
世
界
に
開

眼
。
国
内
外
で
優
れ
た
成
果
を
出
し
て

い
た
研
究
室
に
入
り
、
先
輩
た
ち
と
切

磋
琢
磨
、
飲
ん
で
遊
ん
で
学
ん
で
非
常

に
有
意
義
な
学
生
生
活
を
過
ご
し
ま
し

た
。
「
実
験
」
は
大
好
き
で
面
白
く
、

い
く
ら
で
も
で
き
た
の
で
す
が
、
自
分

に
は
「
研
究
＝
自
分
で
研
究
テ
ー
マ
を

見
つ
け
、
研
究
資
金
を
獲
得
し
、
世

間
に
研
究
成
果
を
発
表
す
る
」
力
は
な

い
、
と
自
覚
し
就
職
に
舵
を
切
り
ま
し

た
。
あ
る
日
研
究
室
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲

ん
で
い
る
と
帝
人
株
式
会
社
で
タ
ン
パ

ク
質
の
Ｘ
線
結
晶
構
造
解
析
の
で
き
る

人
材
を
募
集
し
て
い
る
と
の
書
類
を
見

つ
け
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
教
授
推
薦
で

す
。
ト
ン
ト
ン
と
話
は
進
み
、
修
士
１

年
の
冬
に
は
内
定
を
頂
き
ま
し
た
。

　

◆
入
社
、研
究
生
活

　

２
０
０
２
年
、
帝
人
株
式
会
社
に
入

社
、
東
京
都
日
野
市
に
あ
る
生
物
医
学

総
合
研
究
所
に
配
属
に
な
り
ま
し
た
。

帝
人
は
国
内
製
薬
企
業
の
中
で
も
早
く

か
ら
ド
ラ
ッ
グ
デ
ザ
イ
ン
に
力
を
入
れ

て
お
り
、
私
は
Ｘ
線
構
造
解
析
に
よ
り

明
ら
か
に
な
っ
た
創
薬
タ
ー
ゲ
ッ
ト
タ

ン
パ
ク
質
の
構
造
を
元
に
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
用
い
た
ド
ラ
ッ
グ
デ
ザ
イ
ン

（Structure Based Drug Design

：

Ｓ
Ｂ
Ｄ
Ｄ
）
を
行
う
部
署
に
所
属
に
な

り
ま
し
た
。
当
分
野
で
学
界
に
も
影
響

力
を
持
つ
女
性
の
上
司
と
、
11
年
の
離

れ
た
先
輩
社
員
が
同
僚
の
少
数
精
鋭
部

◎職場奮戦記

研究室の仲間との寿都キャンプ

雑穀と野菜だけでできているお弁当地域の子どもとおとなで作る月1回のプレーパーク「ことな広場」

藤野（中島）愛子
（Ｈ13・大学院理学研究科卒）

帝人ファーマ株式会社
医薬研究企画部

く
先
輩
も
多
か
っ
た
の
で
、
具
体
的
な

ア
ド
バ
イ
ス
も
頂
い
て
不
安
な
く
妊
娠

出
産
が
で
き
た
こ
と
は
大
変
有
難
か
っ

た
で
す
。
育
休
中
は
育
児
を
と
こ
と
ん

楽
し
み
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ス
イ
ミ
ン
グ
、

ヨ
ガ
、
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
で
き

る
こ
と
は
何
で
も
し
ま
し
た
。
何
よ
り

こ
の
２
年
の
育
休
中
に
そ
の
後
真
剣
に

付
き
合
う
こ
と
の
で
き
る
「
マ
マ
友
」

が
た
く
さ
ん
で
き
た
こ
と
、
自
分
の

「
好
き
」
に
向
き
合
え
た
こ
と
が
私
の

人
生
に
と
っ
て
最
大
の
収
穫
で
し
た
。

次
男
の
育
休
中
は
過
去
の
研
究
成
果
を

論
文
に
す
る
仕
事
が
あ
り
、
午
前
中
長

男
を
た
っ
ぷ
り
外
で
遊
ば
せ
て
昼
寝
を

さ
せ
、
次
男
を
抱
っ
こ
ま
た
は
お
ん
ぶ

し
て
論
文
を
執
筆
す
る
毎
日
だ
っ
た
の

で
す
が
、
そ
れ
も
ま
た
今
と
な
れ
ば
い

い
思
い
出
で
す
。

　

子
育
て
を
し
な
が
ら
の
仕
事
は
、
同

じ
職
場
の
夫
と
の
連
携
と
、
周
囲
の
理

解
・
サ
ポ
ー
ト
の
お
陰
で
遠
方
の
両
親

に
頼
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
と
て

も
恵
ま
れ
た
環
境
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
で
す
が
、
仕
事
に
お
い
て
は
「
迷

惑
を
か
け
て
い
な
い
か
」
「
十
分
な
仕

事
を
で
き
て
い
る
の
か
」
と
い
う
不
安

は
常
に
あ
り
、
自
分
に
自
信
が
持
て
な

く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
特
に
次

男
を
出
産
後
復
帰
し
た
時
に
は
、
後
輩

の
成
長
が
目
覚
ま
し
く
、
私
に
は
価
値

が
な
い
と
さ
え
思
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
の
こ
と
を
入
社
以
来
お
世
話
に

な
っ
て
い
た
上
司
に
相
談
し
た
と
こ
ろ

「
一
人
一
人
が
異
な
る
能
力
を
発
揮
す

る
こ
と
こ
そ
が
組
織
の
強
み
な
の
で
、

あ
な
た
が
彼
と
同
じ
人
に
な
る
必
要
は

な
い
。
自
分
ら
し
さ
を
存
分
に
生
か
し

な
さ
い
。
」
と
い
う
言
葉
を
か
け
て
も

ら
い
ま
し
た
。
後
輩
と
自
分
を
同
じ
定

規
で
比
べ
、
劣
等
感
に
苛
ま
さ
れ
て
い

た
自
分
を
恥
じ
る
と
と
も
に
、
私
も
こ

ん
な
声
を
掛
け
ら
れ
る
人
に
な
り
た
い

と
思
っ
た
、
今
で
も
最
も
印
象
に
残
っ

て
い
る
言
葉
で
す
。

　

仕
事
に
邁
進
し
て
５
年
、
３
人
目
の

子
ど
も
を
授
か
り
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
北

大
生
命
科
学
院
で
の
論
文
博
士
の
取
得

に
向
け
て
準
備
を
し
て
い
る
折
で
し
た

が
、
持
ち
前
の
体
力
と
過
去
２
度
の
子

育
て
の
経
験
で
身
に
つ
け
た
根
拠
の
な

い
自
信
で
乗
り
切
り
、
無
事
２
０
１
３

年
学
位
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
大
き
な
お
腹
で
参
加
し
た
学
位
授

与
式
に
は
子
ど
も
と
両
親
も
参
加
し
て

く
れ
て
と
て
も
い
い
思
い
出
に
な
り
ま

し
た
。

　

復
帰
後
、
研
究
の
道
を
離
れ
現
在
の

「
医
薬
研
究
企
画
部
」
に
異
動
に
な
り

ま
し
た
。
研
究
方
針
策
定
や
新
し
い

テ
ー
マ
の
創
出
な
ど
今
ま
で
以
上
に
広

く
深
い
知
識
が
必
要
に
な
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
に
得
た
社
内
外
の
方
と

の
人
脈
や
子
育
て
を
含
め
た
経
験
を
フ

ル
活
用
し
て
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

医
療
費
の
高
騰
や
少
子
高
齢
化
社
会
の

進
展
に
伴
い
、
今
後
は
病
気
の
治
療
の

み
な
ら
ず
、
予
防
や
介
護
を
含
め
た

ト
ー
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
提
供
す
る
こ

と
が
医
薬
医
療
に
関
わ
る
弊
社
の
使
命

だ
と
考
え
て
お
り
、
私
も
価
値
の
あ
る

企
業
体
へ
の
さ
ら
な
る
成
長
の
一
端
を

担
え
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

◆
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

　

育
児
休
職
中
に
向
き
合
っ
た
「
好

き
」
を
原
点
に
、
休
日
に
は
様
々
な
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
達
が
の
び

の
び
遊
べ
る
プ
レ
ー
パ
ー
ク
の
運
営
、

雑
穀
料
理
（
作
る
、
食
べ
る
、
教
え

構造解析したタンパク質

子どもと両親も参加してくれた学位授与式

る
）
、
タ
ッ
チ
ケ
ア
、
家
庭
菜
園
な

ど
、 

今
年
は
小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

も
務
め
て
い
ま
す
。
自
分
の
強
み
は
人

と
人
を
繋
げ
る
こ
と
、
い
つ
で
も
状
況

を
ワ
ク
ワ
ク
と
楽
し
む
こ
と
。
こ
れ
か

ら
も
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
て
人
の
輪

作
り
を
続
け
て
行
き
ま
す
。

３
児
の
マ
マ
と
新
薬
開
発

子
育
て
も
仕
事
も
ワ
ク
ワ
ク
行
進
中
！
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そ
う
し
た
経
緯
で
、

２
０
１
８
年
４
月
に
㈱

リ
ン
ク
ア
ン
ド
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
組

織
人
事
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
会
社
へ
入
社

し
ま
し
た
。

　

荒
削
り
な
理
想
と
現

実
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
四
苦

八
苦
し
て
い
た
時
に
、
「
人
間
は
完
全

合
理
的
な
経
済
人
で
は
な
く
、
限
定
合

理
的
な
感
情
人
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
人

の
感
情
面
を
組
み
込
ん
だ
組
織
経
営
が

必
要
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
に
共
感
し

た
か
ら
で
す
。

　

◆
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
の

　
　
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

  

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
の
キ
ャ
リ

ア
が
始
ま
る
と
思
い
込
ん
で
い
た
新
人

研
修
最
終
日
、
事
業
部
長
か
ら
「
エ
ン

ジ
ニ
ア
に
な
ら
な
い
か
」
と
い
う
声
を

頂
き
ま
し
た
。
ク
ラ
ウ
ド
事
業
が
急
成

長
し
て
い
る
中
で
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
開
発

を
内
製
化
す
る
初
期
メ
ン
バ
ー
を
集
め

て
い
ま
し
た
。

　

◆
大
好
奇
心
の
先
に
見
え
た

　

    

こ
れ
か
ら
の
世
界
の
課
題

　

単
身
で
北
海
道
に
飛
び
込
ん
だ
日
、

快
速
エ
ア
ポ
ー
ト
の
車
窓
か
ら
見
え
る

一
面
の
雪
景
色
、
冬
囲
い
さ
れ
た
木
々

の
風
景
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

  

大
学
生
活
は
何
も
か
も
新
し
い
挑
戦

で
し
た
。
湧
き
出
る
好
奇
心
と
や
り
た

い
こ
と
が
見
つ
け
ら
れ
な
い
焦
り
に
任

せ
て
、
ひ
た
す
ら
に
足
を
動
か
す
生
活

を
送
り
ま
し
た
。
気
に
な
っ
た
社
会
問

題
に
つ
い
て
国
内
外
の
メ
デ
ィ
ア
や
論

文
を
調
べ
回
っ
た
り
、
企
業
や
他
大
学

に
お
邪
魔
し
て
新
た
な
視
点
を
頂
い
た

り
、
多
様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持

つ
方
々
と
議
論
を
重
ね
た
り
…

　

そ
ん
な
中
で
興
味

を
持
っ
た
の
は
、
急

速
に
都
市
化
し
て
い

く
途
上
国
の
未
来
の

労
働
の
姿
で
し
た
。

急
速
に
都
市
が
発
展

す
る
中
で
人
々
が
農

村
か
ら
都
市
に
移
住

し
、
暮
ら
し
方
を
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
変
え

て
い
く
一
方
、
そ
の

先
に
は
ど
ん
な
社
会

が
あ
る
の
か
？
そ
こ
に
い
る
人
々
は
幸

せ
で
あ
り
続
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？

と
考
え
た
の
で
す
。

　

差
別
や
紛
争
を
経
験
し
た
ス
リ
ラ
ン

カ
や
ル
ワ
ン
ダ
か
ら
平
和
構
築
の
実
態

を
学
ぶ
中
で
、
一
度
は
つ
ま
ず
き
な
が

ら
も
国
が
発
展
す
る
未
来
に
希
望
を
寄

せ
る
人
々
の
姿
に
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
感
じ
ま
し
た
。

　

一
方
で
発
展
し
て
い
る
は
ず
の
日
本

は
幸
せ
か
？
と
自
問
し
た
時
、
自
信
を

持
っ
て
自
国
を
語
れ
な
い
現
状
に
危
機

感
を
持
っ
た
瞬
間
を
よ
く
覚
え
て
い
ま

す
。
不
可
逆
的
に
都
市
の
仕
事
に
就
い

て
い
く
途
上
国

の
人
々
が
、
将

来
も
希
望
を
持

ち
続
け
ら
れ
る

世
の
中
に
し
た

い
。
同
時
に
私

自
身
も
自
国
の

将
来
に
希
望
を

持
て
る
社
会
に

し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　

◆
一
意
専
心
、日
本
の

　
　

 

労
働
課
題
を
解
き
明
か
す

　

大
学
の
中
盤
ま
で
は
「
個
人
と
し
て

の
独
立
と
安
定
」
を
偏
っ
た
ほ
ど
に
重

視
し
て
い
た
の
で
す
が
、
深
く
信
頼
し

合
っ
た
仲
間
と
一
丸
と
な
っ
て
何
か
を

達
成
す
る
経
験
を
重
ね
る
中
で
、
そ
こ

に
は
一
人
で
は
得
ら
れ
な
い
、
か
け
が

え
の
な
い
価
値
や
喜
び
が
あ
る
こ
と
に

気
づ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
分
が
希

望
を
持
て
る
社
会
像
を
考
え
た
と
き
、

深
い
相
互
理
解
や
信
頼
関
係
に
あ
ふ
れ

た
組
織
で
働
い
て
い
た
い
し
、
そ
う
し

た
世
の
中
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◎職場奮戦記

小 島　直 毅
（H30・法）

株式会社リンクアンドモチベーション
組織開発デザイン室

ビジネスデザインユニット エンジニア

　

こ
れ
が
私
に
と
っ
て
好

機
と
な
り
ま
す
。こ
れ
ま

で
属
人
的
だ
っ
た
組
織
変

革
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
プ
ロ
ダ

ク
ト
化
に
す
る
仕
事
は
、

ひ
い
て
は
自
身
の
目
標
で

あ
る
途
上
国
の
労
働
課
題

解
決
に
つ
な
が
る
と
考
え

た
た
め
で
す
。

　

こ
う
し
て
法
学
部
卒
か

ら
心
機
一
転
、
エ
ン
ジ
ニ

ア
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
自

動
車
を
は
じ
め
と
す
る
技

術
が
好
き
で
、
中
学
・
高

校
で
は
工
学
部
へ
の
進
学

も
検
討
し
て
い
た
私
に

と
っ
て
は
、
労
働
課
題
解
決
と
技
術
と

い
う
２
つ
の
ル
ー
ツ
が
つ
な
が
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
エ
ン
ジ

ニ
ア
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
は
そ
う
簡
単

な
も
の
で
は
な
く
、
無
数
の
専
門
用
語

や
技
術
の
実
践
に
ひ
た
す
ら
向
き
合
う

日
々
が
続
き
ま
し
た
。

　

◆
身
を
も
っ
て
経
験
し
た

　
　

組
織
の
苦
し
み

  

エ
ン
ジ
ニ
ア
研
修
を
終
え
て
配
属
さ

れ
た
の
は
、
事
業
拡
大
に
向
け
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
中
の
主
要
プ
ロ
ダ
ク
ト
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
し
た
。『
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ク
ラ
ウ
ド
』と
い
う
プ
ロ
ダ

ク
ト
は
、膨
大
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
組

織
状
態
を
定
量
化
し
、理
想
の
組
織
状

態
に
改
善
す
る
際
の
支

援
ツ
ー
ル
で
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
佳

境
で
し
た
が
、
チ
ー
ム

の
信
頼
関
係
は
崩
れ
、

誰
も
が
疲
れ
切
っ
て
い

ま
し
た
。目
の
前
の
課

題
を
解
決
し
よ
う
と
取

り
組
ん
で
も
う
ま
く
い

か
ず
、リ
リ
ー
ス
後
も

多
く
の
不
具
合
を
出
す

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

状
況
を
打
開
で
き
な
か
っ

た
過
去
を
反
省
す
る
中
で
、

組
織
課
題
の
解
決
が
い
か
に

難
し
く
、
一
方
で
解
決
し
た

際
の
意
義
が
ど
れ
ほ
ど
大
き

な
も
の
か
を
痛
感
す
る
契
機
と
な
り
ま

し
た
。

　

◆
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

　
　

組
織
を
つ
く
る

　

開
発
組
織
の
急
速
な
拡
大
に
よ
り
、

３
年
目
か
ら
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役

割
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
『
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ク
ラ
ウ
ド
』
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
や
、
大
企
業
へ
の
導
入
に
向
け
た

性
能
改
善
を
経
て
、
４
年
目
の
現
在

は
、
複
数
プ
ロ
ダ
ク
ト
の
デ
ー
タ
を
繋

ぐ
基
盤
シ
ス
テ
ム
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
、
品
質
保
証
チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ
に

向
け
て
、
２
つ
の
リ
ー
ダ
ー
業
務
を

担
っ
て
い
ま
す
。

  

基
盤
シ
ス
テ
ム
の
構
築
で
は
、
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
の
品
質

定
義
や
検
証
を
行

う
と
共
に
、
リ

リ
ー
ス
に
向
け
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
挑

戦
し
て
い
ま
す
。

複
数
プ
ロ
ダ
ク
ト

か
ら
組
織
人
事

デ
ー
タ
を
集
約
す

る
こ
と
で
、
機
械

学
習
を
用
い
た
前
例
の
な
い
プ
ロ
ダ
ク

ト
作
り
に
挑
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、

初
期
フ
ェ
ー
ズ
は
顧
客
に
直
接
の
価
値

を
提
供
す
る
シ
ス
テ
ム
で
は
な
い
た
め
、

開
発
後
の
理
想
状
態
を
描
く
こ
と
に
苦

戦
し
ま
し
た
。現
在
は
エ
ン
ジ
ニ
ア
と

し
て
の
業
務
に
加
え
て
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
も
行
い
、少
し
ず
つ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
方
針
を
リ
ー
ド
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

  

並
行
し
て
行
っ
て
い
る
品
質
保
証

チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ
で
は
、
方
針
や

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
策
定
か
ら
品
質
課
題

の
解
決
ま
で
あ
ら
ゆ

る
こ
と
を
担
っ
て
い

ま
す
。開
発
チ
ー
ム

の
急
速
な
人
員
拡
大

と
品
質
を
両
立
す
る

た
め
に
、Ｑ
Ｃ
Ｄ
に

対
す
る
当
事
者
意
識

を
全
員
が
持
つ
環
境

作
り
と
そ
の
た
め
の

技
術
力
ア
ッ
プ
を
重

点
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

◆
学
ん
だ
恩
を
返
す
た
め
に

  

畑
を
耕
す
子
ど
も
も
い
れ
ば
、
努
力

し
て
英
語
を
身
に
つ
け
話
し
か
け
て
く

れ
る
小
学
生
も
い
る
ル
ワ
ン
ダ
の
農
村

か
ら
、
学
び
の
機
会
の
あ
り
が
た
さ

や
、
機
会
を
活
か
そ
う
と
す
る
意
識
の

大
切
さ
を
体
感
し
て
き
ま
し
た
。
ひ
と

つ
ひ
と
つ
の
学
び
の
機
会
は
自
然
に
あ

る
も
の
で
は
な
く
、
意
思
あ
る
方
の
尽

力
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

  

社
会
人
に
な
っ
た
現
在
で
も
、
品
質

保
証
組
織
づ
く
り
の
ナ
レ
ッ
ジ
を
発
信

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
参
加
し
た
り
、

社
内
で
新
た
な
挑
戦
を
さ
せ
て
頂
い
た

り
と
、
様
々
な
貴
重
な
学
び
の
機
会
を

頂
い
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
在
学
時
に
立
ち
上
げ
た
即
興

英
語
デ
ィ
ベ
ー
ト
サ
ー
ク
ル
の
手
伝
い

を
す
る
中
で
、
今
日
、
多
く
の
大
学
生

が
学
び
や
活
動
の
機
会
を
失
っ
て
い
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

運
営
が
難
し
く
な
っ
た
部
活

動
・
サ
ー
ク
ル
活
動
も
少
な
か

ら
ず
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
が
進
み
、
遠

く
か
ら
で
も
支
援
で
き
る
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
機

会
が
あ
り
ま
し
た
ら
困
っ
て
い

る
現
役
生
に
手
を
差
し
伸
べ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

国際労働機関（ILO）スリランカ事務所の
マネージャーにヒアリングした大学2年生時代

社会人1年目は挫折と失敗の連続でした

大好きな開発チームのみんなと

サークルの追いコンで
もらった冊子は今でも宝物です

オンラインカンファレンスで発表した製品

信
頼
関
係
と
働
き
が
い
に
あ
ふ
れ
た
社
会
を
目
指
し
て

労
働
課
題
を
技
術
で
解
き
明
か
す
！
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感
を
持
て
ず
、
な
か
な
か
仕
事
に
や
り

が
い
を
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。
上
司
は

優
し
く
、
時
に
厳
し
く
指
導
し
、
い
つ

も
向
き
合
っ
て
く
れ
た
し
、
同
じ
部
署

の
先
輩
方
に
も
支
え
て
い
た
だ
い
た
の

で
、
環
境
に
は
恵
ま
れ
て
い
た
の
だ

が
、
月
次
の
目
標
設
定
と
振
り
返
り
で

は
、
自
分
が
何
も
で
き
て
い
な
い
と
感

じ
、
悔
し
く
て
よ
く
泣
い
て
い
た
。

　

そ
う
し
た
、
目
の
前
の
仕
事
を
一
生

懸
命
や
っ
て
い
な
が
ら
も
、
今
ひ
と
つ

　

２
０
１
５
年
４
月
、
大
学
卒
業
後
、

初
め
て
北
海
道
を
離
れ
て
上
京
。
社

会
人
生
活
も
今
年
で
７
年
目
と
な
っ

た
。
就
活
か
ら
現
在
を
振
り
返
っ
て

み
た
い
。

　

◆
就
職
先
の
決
断

 

「
こ
れ
か
ら
飲
み
に
行
く
け
ど
一
緒

に
ど
う
？
」
北
大
生
向
け
合
同
企
業
説

明
会
で
た
ま
た
ま
呼
び
止
め
ら
れ
て
説

明
を
聞
い
た
企
業
の
採
用
担
当
者
か
ら

声
を
か
け
ら
れ
た
。
知
ら
な
い
企
業

だ
っ
た
が
、
せ
っ
か
く
の
機
会
だ
し
、

学
部
の
友
人
は
公
務
員
や
司
法
試
験
組

で
あ
ま
り
飲
み
に
行
け
て
お
ら
ず
、
話

し
を
聞
い
て
み
た
い
気
持
ち
も
あ
っ
て

参
加
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
が
、
コ

ス
モ
ス
イ
ニ
シ
ア
と
の
初
め
て
の
出
会

い
だ
っ
た
。

　

就
活
当
初
は
、
や
り
た
い
こ
と
も
行

き
た
い
企
業
も
特
に
な
く
、
社
会
人
に

な
っ
て
働
く
と
い
う
こ
と
に
対
し
て

は
、
具
体
的
イ
メ
ー
ジ
が
全
く
わ
か
な

か
っ
た
。
よ
く
「
軸
」
を
持
て
、
と
い

わ
れ
た
が
自
分
の
軸
は
何
な
の
か
も
わ

か
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
、
結
婚
し
て
も

子
供
を
産
ん
だ
と
し
て
も
、
ず
っ
と
バ

リ
バ
リ
働
い
て
い
た
い
、
と
い
う
思
い

は
あ
っ
た
。

　

あ
る
時
、
コ
ス
モ
ス
イ
ニ
シ
ア
の
採

用
担
当
者
と
の
面
談
で
、
や
り
た
い
こ

と
の
軸
で
は
な
く
、
ど
ん
な
自
分
に
な

り
た
い
か
、
ど
う
い
う
姿
で
あ
り
た
い

か
を
考
え
て
み
た
ら
、
と
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
い
た
。
や
り
た
い
こ
と
や
軸

が
わ
か
ら
な
く
て
悩
ん
で
い
た
気
持
ち

が
楽
に
な
っ
た
。

　

何
度
も
面
談
を
重
ね
て
い
く
う
ち

に
、
自
分
自
身
と
向
き
合
え
て
い
な

か
っ
た
こ
と
や
客
観
的
に
自
分
を
見
る

こ
と
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
に
も
気
づ

か
せ
て
も
ら
っ
た
し
、
採
用
担
当
者
の

方
が
自
分
に
向
き
合
っ
て
く
れ
た
こ
と

が
嬉
し
か
っ
た
。
ま
た
、
複
数
の
社
員

と
も
会
わ
せ
て
も
ら
っ
て
、
皆
そ
れ
ぞ

れ
自
分
な
り
の
信
念
の
よ
う
な
も
の
を

持
っ
て
い
て
向
上
心
も
強
く
、
自
分
や

仕
事
に
誇
り
を
持
っ
て
働
い
て
い
る
よ

う
に
感
じ
た
。
自
分
も
そ
ん
な
仲
間
の

い
る
会
社
の
一
員
と
な
り
、
自
分
や
仕

事
に
誇
り
を
も
っ
て
働
き
続
け
た
い
、

と
思
っ
て
入
社
を
決
め
た
。

　

◆
職
場
で
の
存
在
感

　

最
初
の
配
属
は
賃
貸
事
業
部
。
入
社

す
る
ま
で
会
社
の
事
業
を
ほ
と
ん
ど
知

ら
ず
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
て

て
売
っ
て
い
る
会
社
く
ら
い
の
認

識
で
、
自
分
も
マ
ン
シ
ョ
ン
販
売

を
す
る
の
だ
と
思
っ
て
い
た
。

　

賃
貸
事
業
部
は
、
物
件
を
所
有

し
て
い
る
オ
ー
ナ
ー
様
か
ら
物
件

を
一
括
で
借
り
上
げ
、
賃
貸
運
営

を
行
う
サ
ブ
リ
ー
ス
事
業
を
行
っ

て
お
り
、
入
社
時
の
仕
事
は
、
既

築
の
物
件
を
新
た
に
当
社
で
受
託

す
る
に
あ
た
っ
て
の
社
内
調
整
が

メ
イ
ン
だ
っ
た
。

　

い
わ
ゆ
る
ラ
イ
ン
ス
タ
ッ
フ
な

の
で
数
値
目
標
も
な
く
、
何
を

や
っ
て
も
達
成
感
や
成
長
し
た
実
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仕
事
の
楽
し
さ
を
見
い
だ
せ
な
い
と
感

じ
て
い
た
時
に
転
機
が
訪
れ
た
。
ベ
テ

ラ
ン
の
先
輩
が
退
職
す
る
こ
と
に
な

り
、
彼
女
が
一
人
で
担
当
し
て
い
た
部

門
経
理
の
仕
事
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に

な
っ
た
の
だ
。

　

自
分
だ
け
に
任
さ
れ
た
仕
事
の
ミ
ス

が
、
部
門
ひ
い
て
は
会
社
の
業
績
に
つ

な
が
る
、
と
思
う
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は

大
き
か
っ
た
が
、
数
か
月
後
に
は
な
ん

と
か
仕
事
を
回
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
こ
ろ
か
ら
業
務
の
相
談
を
受
け
る

よ
う
に
な
り
、
解
決
し
て
い
く
こ
と

で
、
周
囲
か
ら
頼
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
と
同
時
に
仕
事

に
自
信
が
つ
い
て
き
た
。

　

◆
お
客
様
と
の
信
頼
構
築

　

入
社
３
年
目
に
は
、
部
門
で
長
ら
く

抱
え
て
い
た
課
題
の
解
決
に
取
り
組

み
、
部
門
で
表
彰
さ
れ
る
ま
で
に
成
長

し
た
。
自
分
に
も
自
信
が
つ
い
て
き

て
、
仕
事
に
や
り
が
い
や
楽
し
さ
を
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
矢
先
、
異
動

が
告
げ
ら
れ
た
。

　

異
動
先
は
同
じ
部
門
内
だ
っ
た
が
、

サ
ブ
リ
ー
ス
物
件
の
運
営
と
既
存
オ
ー

ナ
ー
様
と
の
関
係
を
維
持
構
築
し
て
い

く
、
事
業
の
要
の
よ
う
な
仕
事
へ
変

わ
っ
た
。
当
初
は
オ
ー
ナ
ー
様
に
物
件

に
つ
い
て
の
提
案
を
す
る
に
も
、
社
内

事
情
し
か
考
え
て
い
な
い
よ
う
な
話
し

方
を
し
て
全
く
信
頼
し
て
い
た
だ
け
な

か
っ
た
し
、
説
明
不
足
で
お
叱
り
を
受

け
た
こ
と
も
多
々
あ
っ
た
。

　

そ
う
し
た
反
省
を
生
か
し
、
オ
ー

ナ
ー
様
や
物
件
を
よ
く
知
ろ
う
と
足
し

げ
く
通
っ
た
。
ま
た
、
オ
ー
ナ
ー
様
へ

伝
え
る
べ
き
内
容
は
端
的
に
過
不
足

な
く
話
が
で
き
る
よ
う
、
事
実
関
係

を
自
分
で
納
得
す
る
ま
で
調
べ
て

整
理
し
、
伝
え
方
も
先
輩
方
か
ら

教
え
て
い
た
だ
い
た
や
り
方
を
実

践
し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
徐
々

に
オ
ー
ナ
ー
様
と
仲
良
く
な
る
こ

と
が
で
き
た
し
、
成
約
に
は
至
ら

な
く
て
も
仕
事
の
紹
介
を
い
た
だ

く
こ
と
も
あ
っ
た
。
オ
ー
ナ
ー
様

に
提
案
を
受
け
入
れ
て
い
た
だ

き
、
物
件
価
値
を
向
上
さ
せ
る
な

ど
の
成
果
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に

も
な
り
、
新
し
い
部
署
で
も
自
信

を
も
っ
て
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

◆
法
務
業
務
へ
の
異
動

　

入
社
し
て
５
年
が
経
と
う
と
し
て
い

た
頃
は
、
営
業
の
仕
事
だ
け
で
な
く
、

事
業
部
で
の
新
し
い
取
り
組
み
を
考
え

る
仕
事
や
、
物
件
の
仕
入
れ
な
ど
多
角

的
な
仕
事
を
経
験
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

た
。
い
ろ
い
ろ
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
さ
せ

て
も
ら
っ
て
あ
り
が
た
い
と
思
う
一
方

で
、
営
業
上
の
相
談
や
困
り
ご
と
を
解

決
す
る
よ
う
な
頼
ら
れ
る
仕
事
を
し
た

い
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ

う
し
た
こ
と
を
考
え
て
い
た
時
期
に
、

法
務
担
当
者
に
業
務
に
関
す
る
法
律

相
談
を
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
、
次

第
に
法
務
の
仕
事
に
興
味
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
異
動
希
望
を
申

告
す
る
時
に
行
き
た
い
部
署
の
上
長
と

直
接
話
す
こ
と
が
で
き
る
制
度
が
で
き

た
。
最
初
の
異
動
は
自
分
が
希
望
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
度
は
自

ら
の
意
志
で
動
こ
う
と
制
度
を
利
用

し
、
６
年
目
に
法
務
へ
異
動
し
た
。

　

法
務
で
は
分
譲
事
業
、
不

動
産
仲
介
事
業
、
シ
ニ
ア
事

業
や
ホ
テ
ル
事
業
の
担
当
と

な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
律
相

談
を
受
け
て
い
る
。
一
度
も

使
っ
て
こ
な
か
っ
た
宅
建
業

の
知
識
や
あ
ら
ゆ
る
法
律
知

識
が
必
要
と
な
り
、
テ
キ
ス

ト
の
読
み
直
し
や
法
学
部
時

代
の
教
科
書
な
ど
も
引
っ
張

り
出
し
て
知
識
を
蓄
え
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
と
は
ま
た
違
う
仕
事
だ
が
、

課
の
メ
ン
バ
ー
に
助
け
て
い
た
だ
き

な
が
ら
楽
し
く
仕
事
を
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
。

　

学
生
の
時
に
は
全
く
触
れ
な
か
っ
た

知
的
財
産
権
の
分
野
に
も
取
り
組
ん
だ

り
、
２
０
２
０
年
４
月
の
法
改
正
に
よ

り
、
建
築
物
や
内
装
の
デ
ザ
イ
ン
が
意

匠
権
登
録
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
建
築
部
門
等
と
連
携
し
、
新
た

な
権
利
の
活
用
を
検
討
し
て
い
る
。
知

的
財
産
権
の
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
活
用
・
戦

略
に
つ
い
て
は
、
個
人
的
に
興
味
が
湧

き
、
社
会
人
向
け
の
Ｍ
Ｏ
Ｔ
※
講
座
の

受
講
も
し
て
い
る
。

　

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
人
や
出

会
い
に
恵
ま
れ
て
、
仕
事
も
充
実

し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
て

い
る
。
引
き
続
き
学
び
、
成
長
し

続
け
、
仕
事
に
邁
進
し
て
い
き

た
い
。

法
律
書
を
学
び
直
し
て
奮
戦
中
！

仲良く夫婦で祝う結婚記念日

頼
ら
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
ウ
ー
マ
ン
を
目
指
し
て※MOT：Management of Technology（技術経営）
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　「内田民法」、通称「ウチミン」
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が
、
そ
も
そ
も
「
学
力
」
は
ま
だ

定
義
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
学
力
テ
ス
ト
な
ど

数
値
化
し
や
す
い
評
価
指
標
だ
け

か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
そ

し
て
そ
も
そ
も
誰
の
た
め
の
「
学

力
」
か
、
と
い
う
視
点
が
欠
け
た

ま
ま
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
大
き
な
疑
問
を
抱
く
。

　

学
力
テ
ス
ト
や
難
関
高
校
・
大
学
合

格
者
数
、
分
数
の
計
算
や
漢
字
の
書
き

取
り
な
ど
の
よ
う
に
数
量
化
で
き
る
よ

う
な
従
来
の
「
学
力
」
は
、
「
個
人
が

所
有
す
る
学
力
（
所
有
の
学
力
）
」
と

言
え
る
。
そ
れ
は
、
自
立
し
て
生
き
、

生
活
を
支
え
、
社
会
を
発
展
さ
せ
る
原

動
力
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し

か
し
、
一
生
懸
命
獲
得
し
た
知
識
や
技

能
が
、
他
人
を
蹴
落
と
し
て
自
分
の
受

験
合
格
や
出
世
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い

く
場
合
が
圧
倒
的
に
多
い
。
ど
れ
だ
け

「
所
有
の
学
力
」
が
高
く
て
も
、
そ
の

学
力
が
人
を
騙
し
た
り
人
を
傷
つ
け
た

り
、
世
の
中
を
壊
す
た
め
に
使
わ
れ
る

な
ら
意
味
が
な
い
。
そ
こ
に
は
、
所
有

し
た
知
識
や
技
能
を
他
人
の
た
め
や
社

　

◆
大
学
で
何
を
学
ん
だ
か
？

　

昭
和
か
ら
平
成
に
切
り
替
わ
っ
た

１
９
８
９
年
、
北
大
に
入
学
し
た
。
雪

深
い
北
陸
福
井
か
ら
自
然
に
憧
れ
た
こ

と
、
そ
し
て
、
ど
う
せ
な
ら
友
人
が
誰

も
い
な
い
地
で
挑
戦
し
よ
う
と
想
っ
た

こ
と
が
、
北
を
目
指
し
た
理
由
で
あ

る
。
そ
の
年
に
天
安
門
事
件
、
ベ
ル
リ

ン
の
壁
が
崩
壊
。
数
年
後
に
は
日
本
で

も
政
権
交
代
が
あ
り
、
今
思
え
ば
激
動

の
時
期
だ
っ
た
。

　

や
め
と
け
ば
い
い
の
に
大
学
ま
で
来

て
部
活
に
打
ち
込
む
毎
日
。
文
Ⅱ

系
に
属
し
て
い
た
私
は
、
当
然
の

こ
と
な
が
ら
移
行
点
が
稼
げ
ず

に
、
め
で
た
く
教
育
学
部
と
な
っ

た
。
「W

e like hum
an

」
を
標

榜
す
る
学
部
で
は
、
多
く
の
先
生

方
と
仲
間
達
に
恵
ま
れ
た
時
代

だ
っ
た
と
い
ま
さ
ら
な
が
ら
に
思

う
。
体
育
会
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
の

主
将
と
し
て
、
４
年
生
の
11
月
全

日
本
イ
ン
カ
レ
（
愛
媛
）
ま
で

チ
ー
ム
を
率
い
た
。
我
な
が
ら
在

学
中
は
本
当
に
勉
強
を
し
て
い
な

か
っ
た
と
思
う
。

　

そ
ん
な
私
で
も
北
海
道
の
へ
き

地
の
小
さ
な
小
学
校
で
、
体
育
の

先
生
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
果
た
し
て
こ
の
ま
ま
教

師
に
な
っ
て
よ
い
も
の
か
と
不
安

に
思
い
、「
教
師
に
な
る
前
に
、
教

室
の
外
に
あ
る
学
び
の
場
で
ま
ず

は
研
修
だ
」
と
、
２
年
ほ
ど
の
つ
も
り

で
門
を
た
た
い
た
の
が
、
現
在
の
職
場

で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド

自
然
体
験
教
育
セ
ン
タ
ー（
長
野
県
泰

阜
村
）で
あ
る
。

　

以
来
28
年
間
、常
に
思
う
こ
と
が
あ

る
。そ
れ
は
、私
は
北
大
で
い
っ
た
い
何

を
学
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
、と
い
う
こ
と

だ
。私
が
信
州
で
行
う
実
践
を
通
じ
て
、

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

◇
◆
◇

　

近
年
、「
学
力
の
低
下
」が
叫
ば
れ
て

い
る
。
国
際
学
力
テ
ス
ト
の
点
数
の
低

さ
が
、
国
力
や
経
済
的
競
争
力
の
危
機

を
憂
え
る
議
論
と
結
び
付
け
ら
れ
て
、

教
育
の
危
機
を
表
す
指
標
と
し
て
し
ば

し
ば
用
い
ら
れ
て
い
る
。
学
力
論
は
こ

れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
に
議
論
さ
れ
て
き
た
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会
に
ど
の
よ
う
に
い
か
す
の
か
と
い
う

視
点
が
欠
け
て
い
る
。

　

◆
山
村
留
学
で
の

　
　

子
ど
も
た
ち
の
学
び

　

私
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
実
施
す
る
山
村
留

学
。
全
国
か
ら
集
う
子
ど
も（
20
名
ほ

ど
）が
、里
山
の
１
年
間
の
共
同
生
活
を

営
み
つ
つ
村
の
小
中
学
校
へ
と
通
う
。

子
ど
も
が
食
事
や
風
呂
焚
き
、
掃
除
、

洗
濯
な
ど
、
暮
ら
し
の
一
切
を
手
掛

け
て
い
く
。「
困
っ
た
と
き
は
お
互
い
さ

ま
。
み
ん
な
で
解
決
す
る
」
と
い
う
村

の
「
寄
り
合
い
」
の
風
習
を
、
そ
の
ま

ま
活
か
し
た
子
ど
も
主
導
の
暮
ら
し
。

ス
ト
ー
ブ
や
風
呂
の
燃
料
は
す
べ
て
村

の
里
山
か
ら
間
伐
し
た
薪
。
自
分
た
ち

の
田
ん
ぼ
や
畑
で
育
て
た
米
や
野
菜
で

基
本
的
な
食
材
を
確
保
し
、
敷
地
内
の

手
作
り
の
登
り
窯
で
焼
い
た
食
器
で
ご

飯
を
食
べ
る
。
暮
ら
し
の
あ
ら
ゆ
る
部

分
に
、
村
の
教
育
力
を
生
か
す
こ
と
を

35
年
間
揺
る
ぎ
な
く
続
け
て
き
た
。

　

１
年
間
の
暮
ら
し
を
通
し
て
、
次
の

よ
う
な
「
学
力
」
が
培
わ
れ
る
。
４
月

に
は
お
風
呂
の
焚
き
口
で
何
も
で
き
な

か
っ
た
子
ど
も
が
、
秋
に
は
自
分
が

入
っ
た
後
に
お
風
呂
に
入
る
人
の
た
め

に
薪
を
く
べ
る（
追
い
焚
き
）こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
で
培
わ
れ
た

「
学
力
」
は
、
単
に
お
風
呂
焚
き（
燃

焼
）の
習
熟
度
が
増
し
た
だ
け
で
は
な

く
、
他
の
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
伴

う
「
学
力
」
だ
。

　

来
年
度
参
加
す
る
子
ど
も
の
た
め

に
、
今
年
度
参
加
し
て
い
る
子
ど
も
が

来
年
の
暮
ら
し
に
必
要
な
薪
を
里
山
か

ら
運
び
出
し
て
割
っ
て
た
め
る
。
４
月

に
は
土
い
じ
り
も
で
き
な
か
っ
た
子
ど

も
が
、
秋
に
は
稲
刈
り
後
に
「
も
っ
た

い
な
い
」
と
い
っ
て
落
ち
穂
を
拾
う
よ

う
に
な
る
。
こ
こ
で
培
わ
れ
た
「
学

力
」
も
、
水
稲
栽
培
の
知
識
と
技
術
、

間
伐
に
よ
る
環
境
保
全
の
知
識
と
技
術

だ
け
で
は
な
く
、
仲
間
の
暮
ら
し
を
長

期
的
に
見
据
え
る
視
点
を
伴
っ
た
「
学

力
」
だ
。

　

地
域
住
民
総
出
で
道
路
清
掃
等
を
行

う
「
道
路
愛
護
作
業
」
に
は
、
山
村
留

学
の
子
ど
も
も
ス
タ
ッ
フ
も
出
労
す

る
。
高
齢
化
が
著
し
い
集
落
で
は
、
作

業
一
つ
を
と
っ
て
も
猫
の
手
を
借
り
た

い
く
ら
い
く
ら
い
だ
。
米
作
り
に
お
い

て
も
、
近
隣
住
民
に
機
械
を
貸
し
て
も

ら
い
、
そ
の
お
返
し
に
そ
の
家
の
米
作

り
作
業
を
手
伝
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

ら
の
共
同
作
業
な
ど
を
通
し
て
、
４
月

に
は
共
に
暮
ら
す
仲
間
の
こ
と
を
思
い

や
れ
な
か
っ
た
子
ど
も
が
、
「
困
っ
た

と
き
は
お
互
い
様
」
の
意
味
を
身
体
で

学
ん
で
い
く
の
だ
。

　

◆「
所
有
の
学
力
」よ
り

　
　
「
関
係
性
の
学
力
」を

　

テ
ス
ト
の
点
数
や
有
名
大
学
の
合
格

者
数
で
評
価
さ
れ
る
の
が
、
今
の
日
本

の
当
た
り
前
の
学
力
観
だ
。
人
よ
り
１

点
で
も
高
い
点
を
取
る
、
人
を
押
し
の

け
て
合
格
す
る
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が

当
た
り
前
の
中
で
培
わ
れ
た
学
力
は
、

果
た
し
て
本
質
的
な
も
の
な
の
か
。
政

府
の
公
文
書
改
ざ
ん
や
汚
職
、
企
業
接

待
な
ど
不
正
が
次
々
と
明
る
み
に
出
て

い
る
。
そ
れ
ら
の
当
事
者
た
ち
は
、

「
所
有
の
学
力
」
の
視
点
か
ら
い
え
ば

確
か
に
「
高
学
力
」
の
人
た
ち
だ
。
し

か
し
「
他
者
と
の
関
係
を
豊
か
に
す
る

学
力
（
関
係
性
の
学
力
）
」
の
視
点
か

ら
い
え
ば
明
ら
か
に
「
低
学
力
」
だ
。

も
は
や
現
在
の
教
育
の
競
争
シ
ス
テ
ム

は
「
所
有
の
学
力
」
を
高
め
る
動
機
付

け
は
で
き
て
も
、
他
者
の
役
に
立
つ
よ

う
な
「
関
係
性
の
学
力
」
を
育
て
る
こ

と
は
で
き
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
別
の

言
い
方
を
す
れ
ば
、
現
在
の
教
育
を
受

け
れ
ば
受
け
る
ほ
ど
、
自
分
の
た
め
だ

け
を
考
え
る
人
間
に
な
る
、
と
い
う
こ

と
だ
。

　

今
後
ま
す
ま
す
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る

時
代
で
生
き
抜
く
た
め
に
必
要
な
チ
カ

ラ
は
「
英
語
等
の
語
学
力
」
で
あ
る
こ

北
大
で
培
っ
た
、子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
こ
と

『
関
係
性
の
学
力
』の
教
育
実
践
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と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
今
、
そ
れ

に
匹
敵
す
る
チ
カ
ラ
が
必
要
に
な
っ
て

き
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

そ
れ
が
「
関
係
性
の
学
力
」
だ
と
確
信

し
て
い
る
。
小
さ
な
村
の
教
育
実
践

は
、
一
見
す
る
と
地
味
で
あ
る
。
し
か

し
「
関
係
性
の
学
力
」
の
視
点
か
ら
い

え
ば
「
高
学
力
」
の
子
ど
も
を
育
て
続

け
て
き
た
。

　

さ
て
、
繰
り
返
す
が
、
で
は
私
は
北

大
で
い
っ
た
い
何
を
学
ん
だ
の
だ
ろ
う

か
。
93
年
当
時
の
お
お
よ
そ
「
就
活
」

と
は
い
え
な
い
就
職
に
始
ま
り
、
今
で

も
多
く
の
年
収
が
あ
る
わ
け
で
は
な

い
。
へ
き
地
山
村
で
生
き
抜
く
た
め
に

は
、
北
大
の
偏
差
値
や
肩
書
き
な
ど
は

意
味
の
な
い
こ
と
だ
っ
た
。

　

し
か
し
今
２
０
２
１
年
。
人
口

１
６
０
０
人
の
村
に
あ
っ
て
、
20

人
弱
の
若
者
ス
タ
ッ
フ
を
抱
え
る

職
場
は
「
大
企
業
」
だ
。
ス
タ
ッ

フ
全
員
が
村
に
居
住
し
、
結
婚
し

て
家
庭
も
持
っ
て
い
る
。
減
少
傾

向
か
つ
高
齢
化
傾
向
の
あ
る
自
治

会
や
消
防
団
な
ど
地
域
を
支
え
て

い
た
住
民
組
織
の
担
い
手
と
し
て

の
期
待
に
も
応
え
つ
つ
あ
る
。
ま

さ
に
「
教
育
」
が
地
域
再
生
の
中

心
に
位
置
付
き
つ
つ
あ
る
。

　

振
り
返
れ
ば
私
は
、
自
ら
が
所

有
し
た
知
識
や
技
能
、
そ
し
て
あ

り
あ
ま
る
体
力
を
、
未
来
に
生
き

る
子
ど
も
の
教
育
や
命
を
懸
け
て

地
域
自
治
を
守
る
村
民
の
た
め
に

活
か
そ
う
と
、
日
々
努
力
を
続
け
て
き

た
と
い
え
る
。
ど
う
や
ら
私
は
、
北
大

で
は
「
所
有
の
学
力
」
だ
け
で
は
な
く

「
関
係
性
の
学
力
」
も
培
っ
た
よ
う

だ
。
と
い
う
よ
り
私
は
、「
所
有
の
学

力
」
は
明
ら
か
に
低
学
力
だ
が（
笑
）、

「
関
係
性
の
学
力
」
は
高
学
力
だ
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

　

北
大
で
は
、自
分
の
た
め
だ
け
で
は

な
く
、他
人
や
社
会
の
た
め
に
な
る
青

年
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
、と
信
じ
た
い
。

「
所
有
の
学
力
」だ
け
で
は
な
く
、「
関

係
性
の
学
力
」が
高
い
青
年
を
輩
出
す

る
学
び
舎
だ
と
信
じ
た
い
。そ
れ
を
実
現

で
き
る
の
は
恐
ら
く
、全
国
で
も
北
大
だ

け
だ
と
勝
手
に
思
っ
て
い
る
。

こどもたちと140人の大学生でオンライン授業（2020年11月）

『関係性の学力』の教育実践！
辻　英 之（H5・教育）

　

高
知
県
下
の
土
木
関
係
者
有
志
が
中

心
と
な
っ
て
組
織
さ
れ
た
「
廣
井
勇
を

顕
彰
す
る
会
」(

会
長
：
高
知
工
科
大

学
二
代
目
学
長
・
岡
村
甫
氏)

は
、
生

誕
の
地
で
あ
る
高
知
県
佐
川
町
に
銅
像

を
建
立
、
令
和
３
年
４
月
17
日
、
町
と

と
も
に
除
幕
式
を
挙
行
し
ま
し
た
。
顕

彰
す
る
会
は
、
平
成
30
年
「
同
じ
年
に

同
じ
町
で
生
ま
れ
た
牧
野
富
太
郎
や
、

札
幌
農
学
校
で
同
期
の
内
村
鑑
三
、
新

渡
戸
稲
造
と
比
べ
、
廣
井
の
功
績
は
遜

色
な
い
の
に
、
そ
れ
を
知
る
人
が
少
な

い
の
は
残
念
。
人
間
的
に
も
優
れ
た『
清

き
エ
ン
ジ
ニ
ア
―
』
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
も
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
」
と
岡

村
会
長
を
先
頭
に
活
動
を
開
始
、
北

海
道
視
察
旅
行
を
二
回
実
施
、
同
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

廣
井
勇
氏
は
北
大
生
な
ら
多
く
の

人
が
承
知
と
思
い
ま
す
が
、
札
幌
農

学
校
の
二
期
生
と
し
て
勉
学
に
励
み
、

卒
業
後
は
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
に
留

学
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ー
河
川
工
事
、
鉄
道

会
社
や
橋
梁
設
計
会
社
に
勤
務
し
な

が
ら
ク
ラ
ー
ク
博
士
の
精
神
を
体
現

す
る
か
の
よ
う
に
実
学
と
理
論
を
身
に

着
け
て
帰
国
、
札
幌
農
学
校
工
学
科

の
教
授
に
就
任
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ

滞
在
中
に
出
版
し
た
「Plate-Girder 

Construction

」（
１
８
８
８
年
、プ
レ
ー

ト
ガ
ー
ダ
ー
橋
の
設
計
参
考
書
と
し
て

発
行)

は
、
現
在
で
も
名
著
と
評
価
が

高
い
本
で
す
。

　

廣
井
勇
氏
は
兼
務
し
て
い
た
小
樽
築

港
事
務
所
の
所
長
と
し
て
港
湾
整
備
の

陣
頭
指
揮
を
執
り
、
火
山
灰
を
混
入
し

ク
ラ
ー
ク
遺
徳
顕
彰
委
員
会 

平
田
更
一
（
Ｓ
44
理
・
植
）

廣
井
勇
を
顕
彰
す
る
会

て
強
度
を
増
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
開

発
、
１
３
０
０
ｍ
に
及
ぶ
日
本
初
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
長
大
防
波
堤
を
完
成
さ
せ

ま
し
た
。
ま
た
、
東
京
帝
国
大
学
教
授

を
歴
任
す
る
と
と
も
に
、
第
６
代
の
土

木
学
会
会
長
を
務
め
、
数
多
く
の
弟
子

を
育
成
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

廣
井
勇
氏
は
65
歳
で
亡
く
な
り
ま
し

た
。
葬
儀
は
、
内
村
鑑
三
の
司
式
に
よ

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
内
村
は
弔
辞
の
中

で
「
廣
井
君
在
り
て
、
明
治
大
正
の
日

本
は
清
き
エ
ン
ジ
ニ
ア
ー
を
持
ち
ま
し

た
。
…
『
我
が
作
り
し
橋
、
我
が
築
き

し
防
波
堤
が
す
べ
て
の
抵
抗
に
堪
え
得

る
や
』
と
の
深
い
心
配
が
あ
っ
た
の
で

あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
良
心
そ
の
心

配
が
君
の
工
学
を
し
て
、
世
の
多
く
の

工
学
の
上
に
一
頭
地
を
抽
（
ぬ
き
）
ん

で
し
め
た
の
で
あ
り
ま
す
。
君
の
工
学

は
君
自
身
を
益
せ
ず
し
て
、
国
家
と
社

会
と
民
衆
と
を
永
久
に
益
し
た
の
で
あ

り
ま
す
。
広
井
君
の
工
学
は
キ
リ
ス
ト

教
的
紳
士
の
工
学
で
あ
り
ま
し
た
。」
と

述
べ
ま
し
た
。

　

北
大
東
京
同
窓
会
で
は
、「
ク
ラ
ー

ク
遺
徳
顕
彰
委
員
会
」
が
中
心
と
な

り
、
毎
年
新
渡
戸
稲
造
の
命
日
近
く
、

多
磨
霊
園
に
眠
る
新
渡
戸
稲
造
、
内

村
鑑
三
、
有
島
武
郎
、
廣
井
勇
各
氏
の

墓
参
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
お
墓
の

清
掃
が
主
た
る
仕
事
で
す
が
、
廣
井
勇

氏
の
お
墓
の
修
築
作
業
も
実
施
し
ま
し

た
。
今
後
も
先
人
の
遺
徳
を
顕
彰
し
て

参
り
た
い
と
念
じ
て
お
り
ま
す
。

2018年 多磨霊園「廣井勇墓参」にて寮歌献上

廣
井
勇
銅
像
建
立

　

 

な
ら
び
に
除
幕
式
挙
行

廣
井
勇
を
顕
彰
す
る
会
提
供「
廣
井
勇
銅
像
」

近代土木の礎を築いた 清きエンジニア

廣 井　勇
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乗
っ
て
私
も
進
出
し
て
い
ま
す
。
個
人

的
な
感
覚
で
す
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
方

は
お
っ
と
り
し
て
い
て
、
人
を
騙
す
こ

と
は
な
い
と
思
い
ま
す
し
、
財
布
を
落

と
し
て
も
返
っ
て
く
る
国
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
（
旧
ビ
ル
マ
）
の
歴
史

を
ざ
っ
と
お
さ
ら
い
し
ま
す
。
大
東
亜

戦
争
の
一
環
と
し
て
、
イ

ギ
リ
ス
の
植
民
地
支
配
か

ら
ビ
ル
マ
を
解
放
す
る
名

目
で
、
日
本
軍
の
鈴
木
敬

司（
大
佐
）と
い
う
方
が
、

若
か
り
し
ア
ウ
ン
サ
ン

将
軍
（
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー

　

２
０
１
５
年
か
ら
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
て
、

主
に
日
系
企
業
へ
の
会
計
・
税
務
・
監

査
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
２
月
以
降
、
当
地
の
不
安

定
な
情
勢
が
日
本
は
じ
め
各
国
で
た
び

た
び
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
現
状
な
ど
に
つ
い
て
、
私
の
感
じ
て
い

る
範
囲
で
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

　

面
積
は
54
万
㎞
、
人
口
５
５
０
０
万

人
、
一
人
当
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
１
０
０
０

ド
ル
程
度
、
人
件
費
は
月
１
０
０
ド
ル

位
、主
要
産
業
は
宝
石
や
資
源
（
石
油
、

金
属
）
の
輸
出
と
縫
製
（
簡
易
加
工
）

な
ど
で
す
。
宗
教
は
主
に
仏
教
、
日
系

進
出
企
業
は
４
０
０
社
程
度
で
す
。

　

中
国
と
イ
ン
ド
に
面
し
て
お
り
、
北

方
に
は
中
国
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
あ
り

ま
す
。
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
内
を
通
過
し
て

イ
ン
ド
洋
に
抜
け
る
陸
上
ル
ー
ト
は
、

マ
ラ
ッ
カ
海
峡
を
通
ら
ず
に
物
資
を
輸

送
で
き
る
の
で
、
中
国
や
タ
イ
な
ど

に
と
っ
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
重
要
拠
点
に

な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
地
理
的
な
要
因

チ
ー
さ
ん
の
父
）
に
軍
事
教
育
を
し
て

ビ
ル
マ
の
独
立
運
動
の
支
援
を
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
日
本
が
敗
戦
濃
厚
と
な

り
日
本
も
ビ
ル
マ
を
利
用
し
た
い
と
い

う
と
こ
ろ
が
見
え
た
た
め
か
、
ア
ウ
ン

サ
ン
将
軍
は
日
本
軍
を
最
終
的
に
は
裏

切
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
ア

ウ
ン
サ
ン
将
軍
は
ビ
ル
マ
の
建
国
を
見

ず
に
暗
殺
さ
れ
、
ナ
ン
バ
ー
２
で
あ
っ

た
ネ
ー
ウ
ィ
ン
さ
ん
（
日
本
名
：
高
杉

晋
）
が
、
軍
事
政
権
を
作
り
ま
し
た
。

建
国
時
の
ビ
ル
マ
の
首
相
・
バ
ー
モ
ー

さ
ん
が
、
当
時
の
歴
史
を
書
い
た
「
ビ

ル
マ
の
夜
明
け
」
を
読
む
と
建
国
の
様

子
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

日
本
の
敗
戦
後
、
米
を
真
っ
先
に
支

援
し
て
く
れ
た
の
が
ビ
ル
マ
で
あ
り
、

が
、
こ
の
国
が
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
る

理
由
と
な
り
ま
す
。

　

少
数
民
族
が
多
く
、
１
３
５
の
民
族

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
人
口
の

７
割
が
ビ
ル
マ
民
族
で
す
。
公
用
語
は

ビ
ル
マ
語
で
す
が
、
英
語
が
得
意
な
方

も
多
く
い
ま
す
。
ビ
ル
マ
語
が
日
本
語

と
語
順
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
で
ミ
ャ
ン

マ
ー
は
日
本
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
ス
拠
点
と

し
て
も
期
待
さ
れ
、
２
０
１
２
年
頃
に

は
す
で
に
多
く
の
Ｉ
Ｔ
企
業
が
進
出
を

開
始
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
流
れ
に

ミ
ャ
ン
マ
ー
と
日
本
の
間
に
は
長
い
長

い
歴
史
が
あ
る
の
で
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

方
々
は
日
本
人
に
対
し
て
、
概
ね
好
意

的
に
対
応
し
て
く
れ
ま
す
。

　

60
年
代
か
ら
ラ
ン
グ
ー
ン
（
現
在

の
ヤ
ン
ゴ
ン
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
最
大
都

市
）
は
東
南
ア
ジ
ア
の
主
要
都
市
で
、

富
裕
層
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
の
家
に
は
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
人
や
マ
レ
ー
シ
ア
人
の
メ

イ
ド
が
い
る
状
況
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
か
つ
て
中
国
と
戦
っ
た
ビ
ル
マ

の
兵
力
は
、
現
在
40
万
人
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
タ
イ
36
万
人
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
39
万
人
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
12
万
人
、

マ
レ
ー
シ
ア
11
万
人
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

５
万
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
14
万
人
程
度
と

さ
れ
て
お
り
、
東
南
ア
ジ
ア
の
中
で
は

軍
事
力
が
あ
る
国
と
な
り
ま
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
な
ど
で
暮
し
て
い
た
ス
ー

チ
ー
さ
ん
が
１
９
８
８
年
、
病

気
の
母
親
を
看
護
す
る
た
め
に

ビ
ル
マ
に
戻
っ
て
き
ま
す
。
こ

の
時
に
も
大
規
模
な
民
主
化
の

デ
モ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
当
時

は
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
た
こ

と
に
よ
る
デ
モ
で
し
た
。
軍
は

翌
年
、
ス
ー
チ
ー
さ
ん
を
自
宅

軟
禁
し
ま
し
た
。

　

92
年
に
タ
ン
シ
ュ
エ
さ
ん

と
い
う
方
が
実
権
を
握
る
と
、

95
年
に
ス
ー
チ
ー
さ
ん
を
開

放
し
、
ビ
ル
マ
を
開
国
す
る
の

で
す
が
、
こ
れ
は
短
い
春
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
こ
の
時
、
い
く
つ
も
の
外
資
企

業
が
進
出
し
ま
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ
の

制
裁
に
よ
り
ド
ル
が
使
用
で
き
な
く
な

り
、
当
時
の
駐
在
員
は
ユ
ー
ロ
に
変
え

て
対
応
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
も
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
は

豊
か
な
資
源
が
あ
る
の
で
、
軍
が
育
て

た
企
業
は
成
長
し
て
お
り
ま
す
し
、

２
０
０
８
年
に
は
憲
法
を
改
正
し
民
主

化
が
進
み
ま
し
た
。
こ
の
頃
も
中
国
と

の
関
係
が
悪
化
し
、
２
０
１
１
年
の
テ

イ
ン
セ
イ
ン（
軍
出
身
）政
権
が
ス
タ
ー

ト
し
た
際
に
、
中
国
が
支
援
す
る
ダ
ム

建
設
を
止
め
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
５
年
の
総
選
挙
で
は
Ｎ
Ｌ
Ｄ

（
ス
ー
チ
ー
さ
ん
率
い
る
党
）
が
勝
利

し
、
実
質
的
に
は
ス
ー
チ
ー
さ
ん
の
国

家
運
営
へ
と
変
わ
り
ま
し
た
。

　

当
時
、
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
た
か
と

い
う
と
、
２
０
１
４
年
に
２
万
円
だ
っ

た
Ｓ
Ｉ
Ｍ
カ
ー
ド
が
２
、３
年
の
う
ち

に
１
０
０
円
に
ま
で
価
格
が
落
ち
ま
し

た
。
ま
た
、
税
務
署
へ
の
申
告
に
お
金

が
必
要
で
し
た
が
、
急
に
要
ら
な
く
な

り
ま
し
た
。
で
は
、
透
明
性
が
確
保
さ

れ
て
外
資
企
業
が
進
出
し
や
す
い
国
に

な
っ
た
の
か
？ 

と
い
う
と
評
価
が
難

し
い
と
こ
ろ
で
す
。
テ
イ
ン
セ
イ
ン
政

権
時
代
で
は
海
外
か
ら
の
投
資
が
増
加

し
ま
し
た
が
、
Ｎ
Ｌ
Ｄ
政
権
に
な
っ
て

か
ら
は
外
国
投
資
は
減
る
一
方
で
、

２
０
１
５
年
94
億
ド
ル
、
２
０
１
６
年

66
億
ド
ル
、
２
０
１
７
年
57
億
ド
ル
、

２
０
１
８
年
41
億
ド
ル
、
２
０
１
９
年

55
億
ド
ル
で
す
。（
出
典
・
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ａ
：

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
役
所
）

　

ま
た
、
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
問
題
な
ど
も
発

生
し
て
お
り
、
こ
の
国
は
一
筋
縄
で
は

い
き
ま
せ
ん
。
ロ
ヒ
ン
ギ
ャ
の
話
は
割

愛
し
ま
す
が
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
側
の
立
場

と
し
て
は
、
軒
先
を
貸
し
た
ら
母
屋
を

取
ら
れ
た
く
ら
い
な
感
じ
で
す
の

で
、
世
界
の
見
方
と
現
地
の
感
覚

等
は
い
ろ
い
ろ
異
な
り
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
10
月
の
総
選
挙
で

Ｎ
Ｌ
Ｄ
が
さ
ら
に
大
勝
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
経
済
指
標
を
見

る
限
り
で
は
、
外
資
企
業
は
Ｎ
Ｌ

Ｄ
政
権
時
期
よ
り
以
前
の
テ
イ
ン

セ
イ
ン
政
権
時
期
を
評
価
し
て
い

る
の
で
、
軍
は
Ｎ
Ｌ
Ｄ
躍
進
の
選

挙
結
果
を
予
想
し
て
い
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
２
月
１
日
、
軍
が
ス
ー

チ
ー
さ
ん
や
大
臣
た
ち
を
選
挙
等
で
不

正
が
あ
っ
た
と
の
理
由
で
拘
束
し
て

し
ま
い
、
そ
れ
に
反
対
す
る
民
衆
が
、

非
服
従
活
動
と
し
て
経
済
活
動
を
止
め

て
政
府
を
困
ら
せ
る
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
銀
行
の
窓
口
が
止
ま
り
（
オ
ン

ラ
イ
ン
は
可
能
だ
が
、
他
行
送
金
が
一

部
不
能
）、
道
路
が
止
ま
り
、
経
済
活

動
は
で
き
る
状
況
で
は
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。
軍
に
対
す
る
民
衆
の
不
信
は
強

く
、
各
地
で
デ
モ
と
軍
・
警
察
と
の
衝

突
が
発
生
し
て
い
る
と
い
っ
た
状
況

で
、
軍
も
デ
モ
の
動
き
を
弱
め
る
た
め

に
、
夜
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
遮
断
し

て
い
る
状
況
で
す
（
２
０
２
１
年
３
月

25
日
時
点
）。

　
「
自
国
の
軍
が
自
国
の
民
を
撃
つ
」

と
い
う
状
況
に
私
は
涙
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
警
察
・
軍
の
ル
ー
ツ
で
も
あ
る

ス
ー
チ
ー
さ
ん
の
父
親
（
ア
ウ
ン
サ
ン

将
軍
）
の
存
在
ゆ
え
に
、
ス
ー
チ
ー
さ

ん
と
軍
と
の
関
係
は
複
雑
で
、
外
部
の

者
が
安
易
に
分
か
っ
た
様
な
こ
と
を
言

え
な
い
国
だ
と
い
う
こ
と
も
理
解
し
て

い
ま
す
。

　

我
々
の
様
な
民
間
企
業
が
で
き
る
こ

と
は
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
最
新
技
術
を
伝

え
る
こ
と
で
こ
の
国
の
発
展
の
お
手
伝

い
を
す
る
こ
と
位
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と

を
続
け
て
、
こ
の
国
を
見
守
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

●
近
年
の
政
治
と
経
済
の
情
勢

●
現
在
の
状
況
・
私
の
思
い
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戻
り
し
、
漫
然
と
４
年
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。
そ
れ
で
も
名
古
屋
か
ら

や
っ
て
き
た
リ
ク
ル
ー
タ
ー
の
お
目

に
か
か
り
、
ト
ヨ
タ
自
販
（
現
在
は

ト
ヨ
タ
自
動
車
）
と
い
う
ト
ヨ
タ
車

の
国
内
／
海
外
に
お
け
る
販
売
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
担
う
会
社
に
幸

運
に
も
入
社
し
ま
し
た
。

　

１
９
８
５
年
に
当
初
配
属
の
東
京

支
社
広
報
部
か
ら
海
外
関
係
の
豪
亜
部

へ
の
異
動
と
な
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と

の
関
わ
り
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
辞
令

一
つ
で
転
勤
も
異

動
も
あ
る
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
生
活
を

35
年
も
続
け
た
の

に
、
つ
ぶ
し
の
効

か
な
い
齢
66
歳
の

現
在
も
こ
の
国
と

仕
事
で
関
わ
り
続

け
る
こ
と
に
な
る

と
は
予
想
も
し
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

国
内
で
の
イ
ン

　

昭
和
の
典
型
的
モ
ー
レ
ツ
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
が
57
歳
で
シ
ニ
ア
起
業
。
紆
余
曲

折
を
経
て
66
歳
の
現
在
、
某
韓
国
系
自

動
車
メ
ー
カ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
駐

在
し
て
い
ま
す
。

　

専
門
で
あ
る
自
動
車
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
仕
事
に
加
え
、
学
生
時
代
に
は
で

き
な
か
っ
た
山
や
海
で
の
ア
ウ
ト
ド
ア

活
動
に
勤
し
む
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
そ
れ

な
り
に
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
南
シ
ナ
海
の
南
方

に
連
な
る
大
小
の
島
々
か
ら
な
り
、
オ

ラ
ン
ダ
植
民
地
時
代
に
は
「
女
王
の
首

飾
り
」
と
呼
ば
れ
た
国
で
す
。　

　

北
米
に
匹
敵
す
る
広
が
り
を
持
つ
海

洋
国
家
。
２
億
６
０
０
０
万
人
と
世
界

４
位
の
人
口
。
日
本
か
ら
さ
ほ
ど
遠
く

な
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
資
源
の
宝
庫
、

生
物
多
様
性
の
宝
庫
。
平
均
年
齢
は
28

歳
で
日
本
よ
り
も
20
歳
も
若
い
国
で

す
。
農
林
水
産
業
や
鉱
業
と
い
っ
た
資

ド
ネ
シ
ア
担
当
業
務
、
２
度
に
渡
る
首

都
ジ
ャ
カ
ル
タ
通
算
９
年
の
駐
在
。
57 

歳
で
会
社
を
早
期
定
年
退
職
し
、
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
を
起
業
し
て

か
ら
も
ビ
ジ
ネ
ス
の
縁
が
続
き
、
現

在
は
３
度
目
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
在
住

（
２
０
２
１
年
７
月
現
在
）
と
い
う
わ

け
で
す
。

　

海
外
で
仕
事
を
し
て
い
る
と
、
そ
の

国
の
経
済
や
専
門
分
野
の
業
界
動
向
だ

け
で
な
く
、
文
化
や
そ
の
担
い
手
で
あ

る
「
人
」、
過
去
現
在
の
日
本
と
の
関
わ

り
つ
い
て
深
く
知
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

源
ビ
ジ
ネ
ス
や
製
造
業
だ
け
で
な
く
、

ユ
ニ
コ
ー
ン
起
業
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
起
業

も
多
数
輩
出
中
。
世
界
の
投
資
家
か
ら

も
隠
れ
た
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
注
目

を
集
め
て
い
ま
す
。

　

筆
者
は
現
在
、
そ
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
某
韓
国
系
自
動

車
メ
ー
カ
ー
の
事
業
拡
大
を
支
援
す
る

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
「
出
稼
ぎ
シ
ニ

ア
生
活
」
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
　

ラ
グ
ビ
ー
や
バ
ン
ド
ば
っ
か
り
で

全
く
勉
強
し
な
か
っ

た
京
都
で
の
高
校
生

活
。
一
年
の
浪
人
生

活
で
一
発
奮
起
、
北

の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に

憧
れ
て
挑
戦
し
、
奇

跡
的
に
入
学
で
き
て

し
ま
っ
た
北
海
道
大

学
。
も
や
も
や
と
形

の
な
い
ア
ン
ビ
シ
ョ

ン
を
持
ち
な
が
ら
勉

強
し
な
い
生
活
に
逆

● 

現
在
の
状
況

　（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
は
）

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
は
「
農
耕
民
族
」

で
あ
る
と
同
時
に
「
島
の
民
」。
日
本

人
と
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
な
あ
、
と
勝

手
に
感
じ
て
い
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ

う
か
？
稲
作
文
化
に
裏
付
け
ら
れ
た

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
相
互
扶
助
、
正
直
で

優
し
く
温
厚
な
性
格
だ
け
で
な
く
、
と

き
ど
き
耳
に
入
っ
て
く
る
日
本
の
擬
態

語
／
擬
音
語
の
よ
う
な
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

語
に
は
親
密
感
を
感
じ
ま
す
。（
キ
ラ

キ
ラ
と
い
う
の
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で

「
だ
い
た
い
」
と
い
う
意
味
。）

　

ほ
ぼ
単
一
民
族
国
家
の
日
本
と
異
な

り
、
多
民
族
国
家
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は

実
に
３
０
０
以
上
の
多
様
な
民
族
が
全

土
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
ま
た
国
民
の

87
％
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
す
が
、
キ
リ

ス
ト
教
徒
や
仏
教
徒
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
徒

も
い
て
各
宗
教
の
お

祭
り
の
日
が
全
て
国

民
の
休
日
で
、
多
様

性
の
中
で
国
と
し
て

調
和
を
と
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
著
者
は
10

年
ほ
ど
中
国
の
自
動

車
事
業
や
営
業
も
担

当
し
、
香
港
に
も
駐

在
経
験
が
あ
り
ま

す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

だ
け
で
な
く
東
南
ア

ジ
ア
各
国
に
広
が
っ

て
い
る
華
僑
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
姿
や
、
も

と
も
と
の
多
様
な
民
族
文
化
と
の
融
合

や
分
断
の
カ
ル
チ
ャ
ー
が
見
え
て
く
る

と
、
さ
ら
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
楽
し
さ

が
増
し
て
い
き
ま
す
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
歴
史
を
紐
解
く

と
、
３
５
０
年
も
続
い
た
オ
ラ
ン
ダ
植

民
地
時
代
の
後
、
僅
か
３
年
半
統
治
を

し
た
旧
日
本
軍
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ

て
き
ま
す
（
１
９
４
２
〜
１
９
４
５

年
、
必
ず
し
も
悪
い
イ
メ
ー
ジ
で
は
な

い
）。
他
に
は
、
テ
レ
ビ
に
よ
く
出
て

く
る
ス
カ
ル
ノ
初
代
大
統
領
の
デ
ビ
夫

人
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
の
若
い
世
代

は
そ
ん
な
古
い
事
は
関
心
が
無
く
、
日

本
と
言
え
ば
ア
ニ
メ
や
日
本
食
を
思
い

浮
か
べ
、
好
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
最
近
は
韓

国
と
言
え
ば
コ
ス
メ
や
Ｂ
Ｔ
Ｓ
や
ス
マ

ホ
、
中
国
と
言
え
ば
溢
れ
ん
ば
か
り
の

通
販
グ
ッ
ズ
で
あ
り
、
似
た
よ
う
な
事

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

著
者
が
初
め
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
地

に
足
を
つ
け
た
の
は
１
９
８
５
年
。
ス

ハ
ル
ト
大
統
領
が
主
導
す
る
開
発
独
裁

の
時
代
で
、
日
系
メ
ー
カ
ー
は
政
府
か

ら
指
示
さ
れ
る
厳
し
い
自
動
車
の
国

産
化
政
策
へ
の
対
応
に
苦
慮
し
て
い

ま
し
た
。

　

ト
ヨ
タ
が
76
年
に
低
コ
ス
ト
の
設
備

投
資
と
低
コ
ス
ト
部
品
を
前
提
と
し
開

発
・
生
産
・
発
売
し
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

国
産
車
モ
デ
ル
「
キ
ジ
ャ
ン
」
は
、
国

民
車
と
し
て
広
く
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

人
々
か
ら
愛
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、

発
売
か
ら
10
年
以
上
経
っ
て
い
た
当
時

は
、
モ
デ
ル
の
陳
腐
化
は
免
れ
ず
、
販

売
低
迷
と
国
産
化
コ
ス
ト
負
担
と
の
２

重
苦
の
状
況
で
し
た
。

　

若
き
著
者
は
、
そ
の
キ
ジ
ャ
ン
の
新

モ
デ
ル
の
企
画
や
発
売
準
備
の
た
め
に

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
東
京
を
何
度
も
往
復

し
な
が
ら
、
国
民
車
の
モ
デ
ル
チ
ェ
ン

ジ
に
熱
い
情
熱
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

●
ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
憧
れ
、

　
虚
し
のBoys be am

bitious!

●
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
文
化
を
楽
し
む

２回目のジャカルタ駐在時代（2008年）

ジ
ャ
カ
ル
タ
出
稼
ぎ 

シ
ニ
ア
ラ
イ
フ

仕
事
も
遊
び
も
バ
リ
バ
リ
現
役
進
行
形
！

北大生時代（1975年、著者は右から二番目）

株式会社APスターコンサルティング
代表取締役

藤井真治（Ｓ53・経済）

●
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
関
わ
り

首都ジャカルタ 〜古い町並みと高層ビル〜

● 

80
〜
90
年
代
の

　 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
自
動
車
産
業

香料諸島テルナテ（2017年）

●
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
日
本
の
関
係

インドネシア国民車の系譜

現在の「キジャン・イノーバ」

〈トヨタ・キジャン〉

第1世代（1974〜1980）

第3世代（1986〜1996）
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当
時
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
現
地
法
人
は
、

74
年
の
田
中
角
栄
首
相
の
訪
イ
時
に
起

き
た
反
日
暴
動
で
焼
き
討
ち
に
あ
っ
た

ビ
ル
に
あ
り
、
サ
ー
ビ
ス
工
場
に
は
ま

だ
焼
け
跡
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
エ
ア

コ
ン
も
切
ら
れ
た
灼
熱
瘴
癘
（
し
ょ
う

れ
い
）
の
暑
い
オ
フ
ィ
ス
で
汗
だ
く
で

夜
中
ま
で
仕
事
し
、
終
わ
っ
た
ら
カ
ラ

オ
ケ
直
行
と
い
う
「
ザ
・
昭
和
の
海
外

駐
在
員
」
そ
の
も
の
で
し
た
。

　

そ
の
甲
斐
も
あ
っ
て
ブ
ラ
ン
ニ
ュ
ー

の
「
キ
ジ
ャ
ン
」
は
86
年
よ
り
大
成
功

を
お
さ
め
、
ト
ヨ
タ
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
よ
う
や
く
シ
ェ
ア
Ｎ
ｏ
１
の
地
位
を

確
保
し
、
35
年
経
っ
た
現
在
も
不
動
の

地
位
が
続
い
て
い
ま
す
。
ト
ヨ
タ
だ
け

で
な
く
、
ダ
イ
ハ
ツ
、
ホ
ン
ダ
、
三

菱
、
ズ
ズ
キ
、
日
野
、
い
す
ゞ
と
い
っ

た
日
系
メ
ー
カ
ー
も

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
実

情
に
あ
っ
た
国
産
モ

デ
ル
の
市
場
投
入
に

よ
り
健
闘
を
続
け
て

い
ま
す
。
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
都
市
や
田
舎

で
目
に
つ
く
ク
ル
マ

の
ほ
と
ん
ど
が
日
本

車
。
し
か
も
日
本
で

は
走
っ
て
い
な
い
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
向
け
の

専
用
開
発
モ
デ
ル
の

Ｍ
Ｐ
Ｖ（
３
列
シ
ー
ト
の
ミ
ニ
バ
ン
）。

ま
さ
に 

「
世
界
一
の
日
本
車
王
国
」
と

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

直
近
で
は
新
た
に
世
界
の
潮
流
と
な

り
つ
つ
あ
る
電
気
自
動
車
が
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
も
自
動
車
勢
力
図
を
書
き
換

え
る
の
か
が
注
目
の
的
と
な
っ
て
い

ま
す
。

インドネシア東部の海にて

インドネシア西部ジャワ山系

　

経
済
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
中
心
首
都
ジ
ャ

カ
ル
タ
を
抱
え
る
ジ
ャ
ワ
島
の
東
に
は

バ
リ
、
ロ
ン
ボ
ク
、
コ
モ
ド
と
い
っ
た

島
が
綺
羅
星
の
よ
う
に
輝
い
て
い
ま

す
。
ス
ラ
ウ
ェ
シ
島
や
マ
ル
ク
諸
島
は

生
物
境
界
線
を
発
見

し
た
イ
ギ
リ
ス
の

博
物
学
者
ア
ル
フ

レ
ッ
ド
・
ウ
ォ
ー
レ

ス
が
、
19
世
紀
に

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
場
と
し
て
魅
せ

ら
れ
た
島
で
す
。

ウ
ォ
ー
レ
ス
が
愛
し

て
止
ま
な
か
っ
た
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
の
自
然

や
地
形
、
蝶
や
昆

虫
。
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ

イ
ビ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト

インドネシアでも発売された韓国製電気自動車

● 

ウ
ォ
ー
レ
ス
の
島
を
訪
ね

　 

内
面
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
へ

で
も
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
時
代
の
砦
や
旧

日
本
軍
の
跡
地
も
残
る
ウ
ォ
ー
レ
ス
の

島
々
を
訪
ね
る
の
も
出
稼
ぎ
ラ
イ
フ
の

楽
し
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
山
登
り
の
楽
し
さ
に
も
目
覚

め
ま
し
た
。
内
面
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を

探
し
て
い
る
や
ん
ち
ゃ
な
北
大
Ｏ
Ｂ
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
!?

◇
◆
◇

　

お
お
ら
か
な
時
代
の
昭

和
か
ら
住
み
辛
く
な
っ
た

現
代
。
そ
れ
に
輪
を
か
け

コ
ロ
ナ
禍
で
の
い
ろ
い
ろ

な
制
約
や
ス
ト
レ
ス
。
こ

う
し
た
環
境
下
で
も
「
自

分
軸
」
や
「
本
当
に
や
り

た
い
こ
と
」
を
見
失
わ
な

い
で
ほ
し
い
、
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
精
神
を
持
ち
続
け

て
欲
し
い
、
と
い
う
の
が

後
輩
へ
の
さ
さ
や
か
な
る

エ
ー
ル
で
す
。

● 

現
在
の
自
動
車
産
業
の

　 

潮
流
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

出張やお遊びのお伴でボロボロの愛用書
アルフレッド・ウォーレスの著書「マレー諸島」

現在のインドネシアのベストセラー

トヨタ「アバンザ」

三菱「エクスパンダー」
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2021年5月15日（土）　ZOOM開催

は
１
社
の
み
で
、
受
験
し
た
も
の
の
願

い
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
ん
な

時
に
、
女
子
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
候
補
を
５

人
募
集
と
い
う
地
元
Ｓ
Ｔ
Ｖ
の
告
知
を

聞
き
、
思
い
切
っ
て
ト
ラ
イ
し
、
合
格

し
ま
す
。
当
時
の
女
子
ア
ナ
の
平
均
勤

務
年
数
２
年
４
か
月
と
い
う
中
で
、
林

さ
ん
は
９
年
勤
務
し
、
Ｓ
Ｔ
Ｖ
の
マ
マ

さ
ん
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
第
一
号
に
な
り
ま

し
た
。
Ｓ
Ｔ
Ｖ
で
ず
っ
と
働
き
続
け
た

か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
健
康
や
育
児
の

こ
と
な
ど
が
あ
り
、
フ
リ
ー
に
な
ら
れ

ま
し
た
。

［
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
す
］

　

フ
リ
ー
で
活
動
を
開
始
後
、
主
婦
で

あ
り
母
で
あ
る
こ
と
も
プ
ラ
ス
と
な

り
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー

番
組
を
担
当
。
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
し
て

　
「
意
志
あ
る
と
こ
ろ
に
道
は
開
け

る
」
と
い
う
言
葉
は
リ
ン
カ
ー
ン
の
言

葉
だ
そ
う
で
す
。
林
さ
ん
は
こ
の
言
葉

を
ご
自
身
の
信
念
と
さ
れ
、
新
た
な
道

を
切
り
拓
い
て
き
ま
し
た
。

［
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
大
切
］

　

林
さ
ん
は
１
９
７
２
年
北
大
に
入

学
。
農
学
部
で
食
品
化
学
を
学
び
、

食
品
会
社
の
広
報
や
新
聞
記
者
に
な

り
た
い
と
い
う
夢
を
持
っ
て
い
ま
し
た

が
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
で
、
女
子
学

生
は
ほ
と
ん
ど
採
用
が
な
か
っ
た
時
代

で
す
。
女
子
も
受
験
可
と
い
う
新
聞
社

　
「
女
性
で
も
参
加
し
や
す
い
時
間

帯
」
と
い
う
こ
と
で
、
土
曜
日
の
19
時

か
ら
の
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
開
催
と
し
ま
し
た
。

単
に
お
茶
会
を
し
て
も
、
共
通
の
話
題

が
な
い
と
盛
り
上
が
る
の
は
な
か
な
か

難
し
い
で
す
。
そ
の
た
め
、
北
大
農
学

部
出
身
で
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
等

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
林
美
香
子
さ

ん
に
ミ
ニ
ト
ー
ク
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
し
ま
し
た
。
ミ
ニ
ト
ー
ク
の
あ

と
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
ル
ー

ム
機
能
を
使
っ
て
４
名
ず
つ
で
気
軽
に

話
す
場
を
設
け
ま
し
た
。

■女性同窓生オンラインお茶会

う
信
念
か
ら
、
新
番
組

「
ミ
カ
コ
マ
ガ
ジ
ン
」

を
企
画
し
、
実
現
さ
せ

ま
す
。

　

同
じ
頃
、
周
り
の
友

人
た
ち
が
社
会
人
大
学

院
生
と
し
て
生
き
生
き

と
研
究
を
す
る
姿
を
見

て
、
い
つ
か
地
域
づ
く

り
を
も
っ
と
総
合
的
に

学
び
た
い
と
い
う
夢
を

持
ち
始
め
ま
す
。
そ
し

て
50
歳
で
北
海
道
大
学
工
学
部
社
会
人

博
士
課
程
に
進
学
。
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
研
究
を
希
望
し
、
キ
ャ
ス
タ
ー

の
仕
事
を
し
な
が
ら
、
３
年
で
博
士
号

を
取
得
。
そ
の
後
、
新
設
さ
れ
た
慶
應

大
学
院
Ｓ
Ｄ
Ｍ
研
究
科
の
特
任
教
授
と

し
て
、
札
幌
在
住
の
ま
ま
、
農
業
・
農

村
・
地
域
活
性
の
ゼ
ミ
を
担
当
さ
れ
ま

す
。
慶
應
大
学
と
い
う
北
大
と
は
全
く

違
う
環
境
を
楽
し

む
と
同
時
に
、
慶

應
の
人
た
ち
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
高
さ
や

同
窓
会
三
田
会
の

力
、
女
性
学
生
の

パ
ワ
フ
ル
さ
に
圧

倒
さ
れ
た
そ
う
で

す
。

　
「
ミ
カ
コ
マ
ガ

ジ
ン
」
は
今
も
続

い
て
お
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リradiko

等
で
、
全
国
ど
こ
で
も
聴

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
あ
き
ら
め
な

い
気
持
ち
、
へ
こ
た
れ
な
い
気
持
ち
を

持
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
こ
う
し
て
仕

事
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。「
意
志
あ
る
と
こ
ろ
に
道
は
開
け

る
」
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

も
ど
う
ぞ
ご
自
分
の
夢
を
あ
き
ら
め
な

い
で
」
と
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
「
農
学
部
出
身
者
の
参
加
が
多
い
か

な
？
」
と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
法

学
部
、
水
産
学
部
、
薬
学
部
等
様
々
な

学
部
出
身
の
同
窓
生
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。
学
部
は
違
っ
て
も
、
北
大

で
学
ん
だ
と
い
う
共
通
項
が
あ
っ
た
た

め
、
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
ル
ー
ム
は
ど
こ

も
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
「
北
大
で
、
た
く
ま
し
い
仲
間
に
あ

え
た
こ
と
は
人
生
の
良
い
選
択
だ
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
予
想
を
超

え
る
素
晴
ら
し
い
皆
様
の
よ
う
な
女
性

の
皆
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
も
感
じ
ら

れ
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
」「
林

先
生
の
ご
講
演
で
は
す
ご
く
元
気
を
も

ら
え
ま
し
た
し
、
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト

ル
ー
ム
で
は
と
て
も
盛
り
上
が
り
、
楽

し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。」と
い
っ

た
声
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
私
自
身
も

林
さ
ん
の
お
話
を
聞
く
な
か
で
、「
チ
ャ

ン
ス
を
生
か
す
べ
き
だ
」
と
い
う
気
持

ち
に
な
り
、
引
き
受
け
る
か
ど
う
か
を

迷
っ
て
い
た
仕
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

◎
「
次
回
も
是
非
参
加
し
た
い
」
と
い

う
意
見
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
お
茶

会
は
今
後
も
定
期
的
に
開
催
し
て
い
く

こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
次
回
は
８
月

28
日（
土
）19
時
か
ら
開
催
予
定
で
す
。

尾嶋好美
（H5農・畜産卒） 

◆
林
美
香
子
さ
ん
か
ら
の

　

心
に
残
る
メ
ッ
セ
ー
ジ　

◆
参
加
者
の
声

の
仕
事
と
と
も
に
、
地
域
づ
く
り
関
連

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
仕
事
が
増
え
て
行
く

中
で
、「
道
路
と
地
域
づ
く
り
」
と
い

う
難
し
い
テ
ー
マ
の
依
頼
が
舞
い
込
み

ま
す
。
引
き
受
け
る
か
ど
う
か
を
躊
躇

し
た
時
、
担
当
者
か
ら
、「
せ
っ
か
く

の
チ
ャ
ン
ス
を
断
わ
る
の
で
す
か
？
そ

れ
な
ら
ば
、
別
の
人
を
探
し
ま
す
よ
」

と
ク
ー
ル
に
言
わ
れ
、
や
る
気
が
わ
い

て
き
た
そ
う
で
す
。
大
き
な
チ
ャ
ン
ス

を
受
け
る
も
断
る
も
、
自
分
次
第
。
め

ぐ
っ
て
き
た
チ
ャ
ン
ス
を
し
っ
か
り
と

活
か
す
こ
と
も
大
切
だ
と
お
話
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

 ［
本
当
に
や
り
た
い
こ
と
は

　

何
か
を
考
え
る
］

　

48
歳
の
時
、
フ
リ
ー
に
な
っ
て
か
ら

も
長
く
担
当
し
て
い
た
ラ
ジ
オ
の
生
番

組
を
降
板
す
る
こ
と
に
な
り
、
相
当
に

落
ち
こ
ん
だ
林
さ
ん
で
し
た
が
、「
意

志
あ
る
と
こ
ろ
、
道
は
開
け
る
」
と
い

ゲスト：林美香子さん
（S51農・農芸化学科卒）

農学部畜産学科卒業。同大学
院修了。筑波大学生命環境科
学研究科博士後期課程単位取
得退学。博士（学術）。筑波大学
GFESTコーディネータ。北大で
の学びをいかし、科学実験本を
多数執筆。「おうちで楽しむ科学
実験図鑑」「『食べられる』科学
実験セレクション」「理系力が身
につく週末実験」「ロウソクの科
学が教えてくれること」（いずれも
SBクリエイティブ）等

Ｚｏｏｍのブレイクアウトルームでも
大変盛り上がった「オンラインお茶会」

◆ 

第
一
回
お
茶
会

　

 （
２
０
２
１
年
５
月
15
日
）

第
１
回
は
林
美
香
子
さ
ん
の
ミ
ニ
ト
ー
ク
を
開
催

札幌テレビ放送アナウンサーを経て独立し、キャス
ターに。エアジー「ミカコマガジン」など放送出演の
ほか、フォーラム登壇、講演、執筆活動も。「農村
と都市の共生による地域再生」の研究で北海道
大学大学院にて博士（工学）を取得。慶應義塾大

学SDM研究科特任教授
（〜2020年3月）。慶應
義塾大学SDM研究所顧
問。北海道大学大学院
農学研究院客員教授。
著書に「農都共生のヒン
ト」（寿郎社）「農業・農
村で幸せになろうよ」（安
曇出版）「農村で楽しもう」

（安曇出版）など多数。

　

私
は
札
幌
農
学
同
窓
会
（
農
学
部
の

同
窓
会
）
の
東
京
支
部
の
理
事
を
務
め

て
い
ま
す
。
現
在
、
理
事
は
23
名
い
ま

す
が
、
そ
の
う
ち
女
性
は
３
名
の
み
で

あ
り
、
２
０
２
０
年
度
の
北
大
農
学
部

の
女
子
学
生
比
率
が
約
40
％
で
あ
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
女
性
比
率
は
低
す
ぎ

る
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

　

理
事
会
で
は
「
同
窓
会
に
参
加
す
る

女
性
が
少
な
い
の
は
な
ぜ
か
？
」
と
い

う
こ
と
が
、
度
々
話
題
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
と
は
い
え
、
主
要
メ
ン
バ
ー
が

70
歳
を
超
え
る
男
性
が
ほ
と
ん
ど
と
い

う
理
事
会
で
、
そ
の
こ
と
を
話
し
合
っ

て
も
解
決
策
を
見
出
す
の
は
難
し
い
と

感
じ
て
い
た
の
が
事
実
で
す
。

　

札
幌
農
学
同
窓
会
東
京
支
部
の
み

な
ら
ず
、
北
大
の
同
窓
会
活
動
に
参
加

す
る
女
性
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

の
理
由
の
一
つ
に
、
男
性
に
比
べ
て

対
面
行
事
に
参
加
す
る
の
が
難
し
い

と
い
う
の
も
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
コ

ロ
ナ
禍
に
な
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
を
気
軽
に
行
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。「
オ
ン
ラ
イ
ン
で
あ
れ
ば
、

女
性
で
も
集
ま
り
や
す
い
の
で
は
？ 

ま
ず
は
女
性
同
窓
生
が
気
軽
に
集
ま

れ
る
場
を
作
っ
て
み
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
広
げ
て
い
こ
う
」
と
い
う
こ
と

で
「
女
性
限
定
オ
ン
ラ
イ
ン
お
茶
会
」

を
東
京
支
部
女
性
理
事
３
人
で
開
催

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

女性同窓生
オンラインお茶会
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北
海
道
大
学
出
版
会
か
ら
新
し
い
本

が
出
ま
し
た
。
美
し
い
北
大
キ
ャ
ン
パ

ス
の
写
真
集
と
紹
介
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
が
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
最
新
の
鳥

瞰
図
は
非
常
に
正
確
で
、
こ
れ
さ
え
あ

れ
ば
広
い
北
大
の

キ
ャ
ン
パ
ス
で
も

迷
わ
ず
に
歩
け
る

信
頼
の
マ
ッ
プ
で

も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
写
真
に
添
え
ら
れ
た
説
明
文
を

読
む
と
北
大
の
歴
史
に
も
け
っ
こ
う

詳
し
く
な
れ
ま
す
。

　

新
書
判
よ
り
大
き
く
Ａ
５
判
よ
り
小

さ
な
１
８
８
㎜
×
１
３
０
㎜
の
四
六
判

サ
イ
ズ
で
そ
れ
ほ
ど

厚
く
も
な
い
の
で
、

気
軽
に
持
ち
歩
く

こ
と
が
で
き
ま
す

（
１
３
６
頁
・
オ
ー

ル
カ
ラ
ー
）。
そ
の

中
に
こ
れ
だ
け
の
美

し
さ
と
た
く
さ
ん
の

情
報
を
封
じ
込
め

た
の
は
、
１
９
７
０

年
に
「
北
海
道
大

学
図
書
刊
行
会
」

と
し
て
設
立
さ
れ
、

２
０
２
０
年
に
設
立

50
周
年
を
迎
え
た
現

「
北
海
道
大
学
出
版

会
」
が
そ
の
半
世
紀

を
記
念
す
る
記
念
書

籍
と
位
置
づ
け
企
画

し
、
全
力
投
球
で
作
り
上
げ
た
成
果

で
も
あ
り
ま
す
。

　

本
の
奥
付
に
は
出
て
き
ま
せ
ん

が
、
編
集
を
担
当
さ
れ
た
北
海
道
大

学
出
版
会
の
成
田
和
男
さ
ん
の
頑
張

り
が
そ
の
熱
量
を
生
み
だ
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
一
方
、
こ
の
企
画
を
実
現
さ
せ
る

中
心
の
力
と
な
っ
た
の
は
北
海
道
大

学
Ｃ
ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
で
す
。
Ｃ
ｏ
Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ｐ
は
２
０
０
５
年
に
Ｊ
Ｓ
Ｔ
〔
国

立
研
究
開
発
法
人 

科
学
技
術
振
興

機
構
〕
の
新
興
調
整
費
で
ス
タ
ー
ト

し
た
期
限
付
き
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

し
た
が
、
現
在
で
は
北
海
道
大
学
高

等
教
育
推
進
機
構
に
あ
る
オ
ー
プ
ン

エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
一

部
門
と
し
て
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
部
門

と
と
も
に
、
北
大
で
の
教
育
お
よ
び

北
大
発
の
情
報
発
信
を
支
え
る
組
織

に
成
長
し
て
い
ま
す
。
Ｃ
ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ｐ
が
こ
れ
ま
で
に
送
り
出
し
た
修
了

生
は
１
０
０
０
人
以
上
と
な
り
、
日

本
全
国
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

Ｃ
ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
が
運
営

す
る
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

と
連
携
し
た
ウ
ェ
ブ
マ
ガ

ジ
ン
「
い
い
ね
！
Ｈ
ｏ
ｋ

ｕ
ｄ
ａ
ｉ
」
は
、
２
０
１
２

年
10
月
に
開
設
さ
れ
、
北

大
の
研
究・教
育
か
ら
キ
ャ

ン
パ
ス
の
風
景
ま
で
幅
広

い
内
容
を
発
信
し
て
い
ま

『北大キャンパスガイド』
◆新刊本ご紹介コーナー

す
。
こ
の
「
い
い
ね
！
Ｈ
ｏ
ｋ
ｕ
ｄ
ａ

ｉ
」
が
２
０
１
７
年
に
北
海
道
大
学

出
版
会
を
取
材
し
た
縁
で
、
キ
ャ
ン

パ
ス
の
魅
力
を
伝
え
る
書
籍
を
出
版

す
る
企
画
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
Ｃ
ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
側
の
中

心
と
な
っ
た
の
が
、
現
在
は
常
葉
大

学
造
形
学
部
の
講
師
で
、
企
画
が
持

ち
上
が
っ
た
当
時
Ｃ
ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
の
特

任
助
教
だ
っ
た
村
井
貴
さ
ん
で
、
編

集
統
括
と
し
て
全
体
の
と
り
ま
と
め

を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
本
の
目
玉
に
な
る
膨
大
な
数

の
写
真
の
収
集
に
は
少
々
難
航
し
ま

し
た
。
そ
も
そ
も
の
企
画
の
発
端
に

な
っ
た
「
い
い
ね
！
Ｈ
ｏ

ｋ
ｕ
ｄ
ａ
ｉ
」
の
写
真
や

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
へ
の

投
稿
写
真
、
北
海
道
大

学
生
活
協
同
組
合
希
望
の

虹
「
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
１
９
」
へ
の
投
稿
写

真
を
使
う
こ
と
は
決
ま
っ

て
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ

だ
け
で
は
到
底
足
り
ず
、
あ
ち
こ
ち
に

眠
る
北
大
キ
ャ
ン
パ
ス
を
写
し
た
写
真

な
ど
も
、
で
き
る
限
り
の
つ
て
を
頼
り

に
探
し
回
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
新

た
に
撮
影
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

が
多
数
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

　

折
悪
し
く
世
界
的
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に

な
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
北
大
キ
ャ
ン

パ
ス
で
の
活
動
も
大
幅
に
制
限
さ
れ
た

こ
と
も
あ
っ
て
頭
を
抱
え
て
い
た
と
こ

ろ
に
、
１
９
３
８
年
創
部
と
い
う
伝
統

あ
る
北
海
道
大
学
写
真
部
の
皆
さ
ん
が

「
白
馬
の
王
子
」
と
な
っ
て
現
れ
、
手

伝
い
を
申
し
出
て
く
れ
ま
し
た
。
部
長

の
濱
島
慶
介
さ
ん
を
中
心
に
写
真
部
の

皆
さ
ん
が
沢
山
の
写
真
を
撮
り
下
ろ
し

て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
で
、
こ
の
本
の
ラ

ン
ク
が
２
段
階
く
ら
い
上
が
っ
た
こ
と

を
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

写
真
と
い
え
ば
、
キ
ャ
ン
パ
ス
ガ
イ

ド
と
し
て
は
ち
ょ
っ
と
異
色
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
こ
の
本
の
目
玉
の
一
つ
と

な
っ
て
い
る
の
が
、「
第
２
章 

札
幌
キ
ャ

ン
パ
ス
の
花
・
鳥
・
虫
」
で
す
。
こ
こ

に
は
た
く
さ
ん
の
写
真
が
所
狭
し
と
並

ん
で
お
り
、
北
海
道
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス

が
い
か
に
自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ

る
か
を
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

パ
ー
ト
に
関
し
て
は
奥
付
に
も
書
か
れ

て
い
ま
す
が
、
花
は
与
那
覇
モ
ト
子
さ

ん
、
鳥
は
松
王
政
浩
さ
ん
、
虫
は
木
野

田
君
公
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
ほ
ぼ
す
べ
て

の
撮
影
を
担
当
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
集
ま
っ
た
時
計
台
を
含
む

札
幌
キ
ャ
ン
パ
ス
、
植
物
園
そ
し
て
函

館
キ
ャ
ン
パ
ス
の
写
真
を
結
び
つ
け
て

く
れ
る
の
が
、
こ
の
本
の
「
売
り
」
の

ひ
と
つ
で
あ
る
菊
池
ち
ひ
ろ
さ
ん
の
描

い
た
鳥
瞰
図
マ
ッ
プ
で
す
。
菊
池
さ
ん

は
Ｃ
ｏ
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ

の
13
期
修
了
生
の

ひ
と
り
で
す
が
、

地
図
と
い
う
メ

デ
ィ
ア
を
十
二
分

に
生
か
し
て
北
海

道
大
学
を
紹
介
す

る
と
い
う
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

み
ご
と
に
成
功
さ

せ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
北

海
道
大
学
の
教

職
員
や
学
生
、
Ｏ

Ｂ・Ｏ
Ｇ
、
写
真
部
の
皆
さ
ん
、

博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
そ
の

他
匿
名
の
札
幌
市
民
の
方
々
な

ど
、
非
常
に
た
く
さ
ん
の
方
々

の
暖
か
い
ご
協
力
に
よ
っ
て
作

り
上
げ
ら
れ
た
共
同
作
品
は
胸

を
張
っ
て
推
薦
で
き
る
自
信
作

に
な
り
ま
し
た
。

　

実
際
に
お
手
に
と
っ
て
ご
覧

に
な
る
と
す
ぐ
に
わ
か
る
と
思

い
ま
す
が
、
誰
で
も
知
っ
て
い

る
有
名
な
建
物
・
景
色
な
ど
の

他
に
、
北
大
生
だ
っ
た
当
時
か

ら
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
知

ら
な
か
っ
た
建
物
、
最
近
作
ら

れ
た
た
め
写
真
で
す
ら
見
た
こ

と
も
な
い
建
物
や
石
碑
、
景
色

な
ど
も
次
々
に
出
て
く
る
と
思

い
ま
す
。
北
海
道
大
学
キ
ャ
ン

パ
ス
を
ご
存
じ
の
方
も
、
ご
存

じ
な
い
方
も
見
て
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
で
し
ょ
う
し
、
い
つ

の
日
に
か
こ
の
小
さ
な
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
手
に
構
内
を
散
策
し

て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。

〈編集〉
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も
よ
く
あ
る
と
か
。

　

店
主
の
工
藤
さ
ん
は
札
幌
西
高

出
身
で
、
水
産
学
部
に
入
学
。
バ

ブ
ル
期
前
の
経
済
が
上
り
調
子
の

頃
、学
生
の
身
な
が
ら
、講
義
そ
っ

ち
の
け
で
居
酒
屋
の
店
長
を
任
さ

れ
、
つ
い
に
は
大
手
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ズ
の
店
舗
開
発
で
、
全
国
を
飛

び
回
っ
て
い
た
異

色
の
経
歴
。

　

飲
食
業
40
年
で
培
っ

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
北

海
道
産
品
を
直
送
で
仕

入
れ
ら
れ
る
の
が
お
店

の
強
み
。

　

蒲
田
駅
西
口
の
サ
ン

ロ
ー
ド
ア
ー
ケ
ー
ド
を

歩
い
て
い
く
と
２
分
ほ

ど
の
所
に
あ
る
。

　

本
物
の
魚
介
の
味
を

是
非
と
も
ご
賞
味
あ

れ
！

様
に
美
味
し
い
焼
き
た
て
パ
ン

を
提
供
で
き
て
い
る
と
か
。

　
お
店
は
今
年
で
７
年
目
。
設
立

前
は
お
二
人
と
も
パ
ン
屋
と
は

全
く
違
う
仕
事
を
し
て
い
て
、

小
岩
に
人
脈
が
あ
っ
た
わ
け
で

も
な
い
の
で
、
何
か
ら
何
ま
で

一
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
。
開
店
以
来
、
ず
っ

と
新
し
い
メ
ニ
ュ
ー
と

こ
だ
わ
り
の
パ
ン
作
り

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

る
。
お
店
イ
チ
オ
シ
は

焼
き
カ
レ
ー
パ
ン
。
ひ

と
口
味
わ
っ
て
み
る
価

値
あ
り
！

　

お
店
は
小
岩
駅
か

ら
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ド
を

３
０
０
ｍ
位
進
み
、
メ

ガ
ネ
屋
さ
ん
を
左
折
し

た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
お

店
の
フ
ェ
ー
ス
ブ
ッ
ク

も
チ
ェ
ッ
ク
！

〝
自
分
が
食
べ
た
い
料
理
が
あ
る
・
自

分
が
行
き
た
い
店
〟
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

５
年
前
に
開
い
た
お
店
「
余
市
」。
北

海
道
産
の
新
鮮
な
魚
介
類
を
食
べ
た
い

時
に
訪
れ
た
い
お
店
だ
。

　

店
名
に
引
か
れ
て
来
店
さ
れ
る
方
も

多
い
そ
う
で
、
北
海
道
に
所
縁
が
あ
っ

た
り
、
北
大
出
身
だ
っ
た
り
す
る
こ
と

　

扱
い
難
く
て
手
間
も
か
か
る
け
ど
、

風
味
が
全
く
違
う
か
ら
と
、
北
海
道
産

小
麦
と
無
添
加
生
地
に
こ
だ
わ
り
、
美

味
し
い
パ
ン
を
作
り
続
け
て
い
る
。

　

お
店
の
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
で
大
き
な

オ
ー
ブ
ン
を
使
え
な
い
た
め
、
ご
主
人
は

早
朝
か
ら
一
日
何
回
も
パ
ン
を
焼
き
続
け

て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
が
結
果
的
に
お
客

海鮮食堂余市

もりー な

海鮮食堂 余市 
TEL.03-3734-0411
東京都大田区西蒲田7-65-9 第3青木ビル1F

【アクセス】
JR線・東急多摩川線「蒲田駅」西口より

「サンロードアーケード」に入ると徒歩2分
【営業時間】
11：30〜26：00

（日祝火は12時〜24時）
時々火休

焼きたてパン工房 もりーな
TEL.03-6458-0255
東京都江戸川区南小岩7-18-14 
橋本ビル 101

【アクセス】JR総武線「小岩駅」より350m　
【営業時間】
9:00～18:00

（売り切れ次第CLOSE）
月曜日・火曜日定休

（月曜日が祝日の場合は営業）

【公式Facebook】
https://www.facebook.com/443325022474148/

【ヒトサラ】公式情報  https://hitosara.com/0006130407/

北海道産魚介類の店

焼きたてパン工房

工藤 卓（くどう・たかし）さん 余市生まれ、札幌西高卒、北大水産。

森山りな（もりやま・りな）さん  岩見沢市出身、H2法学部。

★営業時間が通常と異なっています。来店の際は事前にお問い合せください。

薬膳スープカレー・シャナイア
TEL.03-3442-3962 
東京都目黒区三田1-5-5

【アクセス】
JR線・日比谷線「恵比寿駅」東口より徒歩約10分

【営業時間】
ランチ11:30〜15:00 （L.O.14:15）
ディナー17:00〜21:00（L.O.20:00）
日曜日・月曜日定休

※テイクアウトについては
　ホームページを参照。

【公式Facebook】 https://www.facebook.com/comme.la.gueuze

常備100種類以上のベルギービール専門店 
Comme la Gueuze（コム・ラ・グーズ）
TEL03-6435-2463
東京都港区芝5‐24‐16 菊池ビル2F

【アクセス】
JR線「田町駅」より徒歩5分

【営業時間】
18：00〜25：00

（日・祝休み）

後
に
、
ク
ル
マ
で
の
移
動
販
売

を
経
て
、
現
在
の
お
店
に
至
っ

て
い
る
。

　

こ
の
店
の
ス
ー
プ
カ
レ
ー
は
薬
膳
入

り
が
特
徴
。
通
信
講
座
や
薬
膳
レ
ス
ト

ラ
ン
で
学
び
、
シ
ャ
ナ
イ
ア
風
に
ア
レ

ン
ジ
し
た
も
の
。
ス
ー
プ
カ
レ
ー
は
、

チ
キ
ン
・
エ
ビ
・
野
菜
を
組
み
合
わ
せ

た
メ
ニ
ュ
ー
で
ど
れ
も

絶
品
。
具
の
量
も
食
べ

応
え
十
分
。

　

恵
比
寿
駅
が
最
寄
り

だ
が
、
ガ
ー
デ
ン
プ
レ

イ
ス
を
抜
け
た
住
宅
地

の
一
角
に
た
た
ず
む
お

店
な
の
で
、
道
に
迷
う

可
能
性
は
大
き
い
。
来

店
時
は
サ
イ
ト
で
地
図

を
確
認
す
る
な
ど
、
予

め
準
備
し
て
出
か
け
る

と
よ
い
。
お
店
は
猫
が

目
印
。

ビ
ー
ル
・
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
マ
ス
タ
ー
の
資
格
を
取
得

し
、お
店
は
２
０
１
５
年
秋
に
オ
ー

プ
ン
し
て
い
る
。

　

店
内
は
木
を
ベ
ー
ス
に
落
ち
つ

い
た
空
間
で
、
ゆ
っ
く
り
寛
げ
る

雰
囲
気
が
漂
う
。
現
在
は
、
ベ
ル

ギ
ー
ビ
ー
ル
の
樽
生
６
種
類
、
ボ

ト
ル
は
１
０
０
種

類
以
上
を
用
意
し

て
い
る
。

　

マ
ス
タ
ー
の
高

木
さ
ん
に
相
談
す
れ

ば
、
お
好
み
の
テ
イ
ス

ト
の
ビ
ー
ル
を
教
え
て

も
ら
え
る
の
で
、
ベ
ル

ギ
ー
ビ
ー
ル
初
心
者
で

も
十
分
に
楽
し
め
る
。

　
Ｊ
Ｒ
田
町
駅
や
都
営

三
田
線
田
町
駅
か
ら
４

〜
５
分
の
所
。
お
気
軽

に
ど
う
ぞ
。

　

札
幌
発
祥
な
が
ら
す
っ
か
り
市
民
権

を
得
た
ス
ー
プ
カ
レ
ー
だ
が
、
Ｔ
Ｖ
等

で
紹
介
さ
れ
カ
レ
ー
好
き
に
も
ち
ょ
っ

と
知
ら
れ
た
お
店
・
シ
ャ
ナ
イ
ア
。

　

大
手
Ｉ
Ｔ
企
業
に
就
職
し
た
も
の

の
、
こ
ど
も
の
頃
か
ら
の
料
理
好
き
が

捨
て
が
た
く
、
思
い
切
っ
て
転
身
。
料

理
学
校
や
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
で
修
行
の

　

以
前
ド
イ
ツ
系
企
業
で
働
い
て

い
た
頃
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
出
張
し
た

時
に
よ
く
ベ
ル
ギ
ー
ビ
ー
ル
を
飲
む

機
会
が
あ
り
、
そ
の
ビ
ー
ル
好
き
が

高
じ
て
自
分
の
お
店
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
と
か
。

　

興
味
レ
ベ
ル
の
段
階
で
ス
ク
ー
ル
に

通
い
、
ビ
ア
テ
イ
ス
タ
ー
や
ベ
ル
ギ
ー

シャナイア

コム・ラ・グーズ
Comme la Gueuze

薬膳スープカレーの店

ベルギービール専門店

【ホームページ】
http://www.nekoaji.net/shania/

田部井淳（たべい・あつし）さん
栃木県足利市出身、H13工・情報処理・修。

高木直人（たかぎ・なおと）さん
千歳市出身、札幌南高卒、H4工・合化・修。

コロナに負けるな、仲間のお店にGO!
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コロナに負けるな、仲間のお店にGO!

十勝ハーブ牛ホルモン　
MONMOM（モンモン） 
TEL.03-6261-2766
東京都千代田区神田神保町3-３-2 
J’z Tower １・２F

【アクセス】
地下鉄「神保町駅」A1出口より徒歩２分
地下鉄「九段下駅」
6番出口より徒歩3分

【営業時間】
11:30～14:30（L.O.14:00）
17:00～22:00（L.O.21:30）

curry 草枕（カレー クサマクラ） 
TEL.03-5379-0790
東京都新宿区新宿2-4-9  中江ビル 2F

【アクセス】
地下鉄「新宿御苑前駅」から304m
地下鉄「新宿三丁目駅」
A1出口より徒歩3分
C5出口より徒歩1分

【営業時間】
11:00～15:00（L.O.14:30）
18:00～21:00（L.O.20:30）

　

運
営
会
社
の
㈱
ノ
ベ
ル
ズ
は
上

士
幌
に
広
大
な
牧
場
を
持
ち
、
牛

の
生
産
か
ら
飼
育
の
他
、
酪
農
事

業
や
食
品
加
工
・
販
売
ま
で
を
一
貫

し
て
行
っ
て
い
る
。
そ
の
ノ
ベ
ル
ズ
の

直
営
一
号
店
が
こ
の
お
店
で
、
責
任
者

と
し
て
中
西
さ
ん
が
一
昨
年
の
秋
か
ら

ジ
ョ
イ
ン
し
て
い
る
。
中
西
さ
ん
は
、

一
次
産
品
の
生
産
か
ら

販
売
ま
で
の
一
気
通
貫

ビ
ジ
ネ
ス
に
関
わ
る
こ

と
を
目
指
し
、
総
合
商

社
か
ら
転
身
し
キ
ャ
リ

ア
を
積
ん
で
い
る
。

　

お
店
は
神
田
神
保
町

駅
が
最
寄
り
だ
が
、
九

段
下
駅
か
ら
も
近
く
、

靖
国
通
り
に
面
し
た
路

面
店
。
美
味
し
い
肉
が

食
べ
た
く
な
っ
た
ら
一

度
は
立
寄
っ
て
み
た
い

お
店
。

だ
も
の
の
、
カ
レ
ー
の
世
界
が
忘

れ
ら
れ
ず
、
３
年
の
計
測
器
メ
ー

カ
ー
勤
務
を
経
て
、
２
０
０
７
年

に
「
草
枕
」
を
開
業
。
旅
行
が
好

き
で
、そ
の
枕
詞
を
店
名
に
し
た
と
か
。

　
一
皿
あ
た
り
丸
々
一
個
程
の
す
り
お
ろ

し
た
玉
ね
ぎ
を
た
っ
ぷ
り
時
間
を
か
け
て

煮
込
み
、
多
種
多
様
な
ス
パ
イ
ス
を
加
え

て
香
り
豊
か
に
仕
上
げ
て

い
る
。
小
麦
粉
を
使
わ
ず

油
は
少
な
目
で
、
ス
パ
イ

ス
の
風
味
を
存
分
に
楽
し

め
る
。
固
め
で
粒
も
大
き

い
ご
飯
は
、
減
農
薬
で
栽

培
さ
れ
た
北
海
道
産
米「
大

地
の
星
」を
使
っ
て
い
る
。

　

新
宿
御
苑
の
新
宿
門
付

近
の
ビ
ル
の
２
階
。
広
々

と
し
た
フ
ロ
ア
で
、
奥
の

掘
り
ご
た
つ
風
の
特
別
席

は
寮
の
風
情
が
感
じ
ら
れ

る
。

　
ブ
ラ
ン
ド
牛
と
し
て
有
名
な
十
勝
ハ
ー

ブ
牛
を
使
っ
た
「
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｍ
Ｏ
Ｍ
」。
牛

の
成
長
に
合
わ
せ
て
ハ
ー
ブ
を
与
え
、
長

い
期
間
を
か
け
て
じ
っ
く
り
育
て
た
良
質

な
肉
が
お
店
の
一
番
の
ウ
リ
。

　

１
階
店
舗
は
ホ
ル
モ
ン
鉄
板
焼
き
、

２
階
店
舗
は
焼
肉
と
、
同
じ
店
舗
で
業

態
が
分
か
れ
て
い
る
の
が
ユ
ニ
ー
ク
。

　
「
北
大
カ
レ
ー
部
」
と
い
う
ワ
ー
ド
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
店
主
が

恵
迪
寮
時
代
に
立
ち
上
げ
た
グ
ル
ー
プ

で
、グ
グ
る
と
当
時
作
っ
た
ウ
ェ
ブ
ペ
ー

ジ
が
今
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
在

学
中
か
ら
の
ス
パ
イ
ス
へ
の
こ
だ
わ
り

に
は
驚
か
さ
れ
る
。

　

６
年
か
け
て
シ
ス
テ
ム
工
学
を
学
ん

MONMOM

curry草枕

十勝ハーブ牛ホルモン

スパイスカレーのお店

　
　

【ホームページ】 https://monmom.jp/

【ホームページ】 https://currykusa.com/

北大
OB・OGなら
ワンドリンク
サービス！

店員にお伝えください。

中西克彦（なかにし・かつひこ）さん 札幌南高出身、H22経済。

馬屋原亨史（うまやはら・りょうじ）さん 大阪市出身、H15工。

https://monmom.thebase.in/

★営業時間が通常と異なっています。来店の際は事前にお問い合せください。

北海道大学東京同窓会　入会申込書

【FAX】03-3211-9288
ホームページからの申し込みも可能です。「北大東京同窓会」で検索してください。

【優先連絡先E-mailアドレスの指定】
・ご自宅、勤務先に E-mail アドレスをお持ちの場合、優先連絡先の方に○印をつけてください。

【優先 発送物宛先の指定】 自宅・勤務先いずれか優先する方に○印をつけてください。

【会費納入方法】
・入会申込受領後、会費案内をお届けしますので郵便振替または銀行振込みにてお支払いください。

フリガナ

氏　名

学　士

修　士

博　士
卒業年　（ 昭和  ・  平成　・  令和 ）　　　　　　　年卒業

卒業年　（ 昭和  ・  平成　・  令和 ）　　　　　　　年卒業

卒業年　（ 昭和  ・  平成　・  令和 ）　　　　　　　年卒業

（ 研究科  ・  院 ）　　　　　　　　　　専攻

（ 研究科  ・  院 ）　　　　　　　　　　専攻

学部　　　　　　　　　　　　　　　学科

自宅住所 〒（　　　　 　　）

電話 ：　

E-mail ：
（携帯・スマホ）

（PC）

FAX ：

電話 ：　

E-mail ：

FAX ：

勤務先

所属・役職

勤務先住所 〒（　　　　 　　）

お店で提供しているホルモンを高品質冷凍し、
新鮮な状態でお届けします！ 
★フロンティア読者は500円OFF！
　購入画面でクーポンコードを入力
　コード→［hokudai2021］

《有効期限：2021年12月31日迄》

MONMOMの通販サイトOPEN
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森　

和
弘

︵
歯
・Ｈ
1
︶

横
田　

秀  

一

支
部
長

︵
歯
・
60
︶

北
海
道
大
学
歯
学
部
同
窓
会

関
東
支
部

平
野　

太
郎

代
表
取
締
役

︵
工・Ｈ
3
・
衛
生
︶

尾
瀬
沼
畔
長
蔵
小
屋

尾
瀬
ヶ
原
第
二
長
蔵
小
屋

鷲
野　

弘
明

支
部
長

︵
獣
・
51
︶

北
海
道
大
学
獣
医
学
部
同
窓
会

関
東
支
部

石
堂　

正
信

常
務
理
事

︵
法
・
44
︶

行
政
改
革
推
進
会
議
歳
出
改
革
Ｗ
Ｇ
委
員

公
益
財
団
法
人
交
通
協
力
会

中
村　

秀
治

東
京
支
部
長

︵
工・
58
・
建
築
︶

北
大
ス
キ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会

川
添　

公
貴

代
表
取
締
役

︵
工・
56
・
応
化
︶

有
限
会
社
ケ
ー
ズ
オ
フ
ィ
ス

島
田　
　

久

代
表
取
締
役

︵
工・
61
・
金
属
︶

ワ
イ・エ
ム・エ
ス
株
式
会
社

井
上　

修
平

支
部
長

︵
工・
50
・
資
源
開
発
︶

北
海
道
大
学
工
学
部
同
窓
会

東
京
支
部

松
谷　
　

寛
︵
工・
52
・
電
子
︶

仲　
　
　

裕

顧
問

︵
工・
47
・
機
︶

は
ま
な
す
会

（
北
大
工
学
部
機
械
工
学
科 

東
京
同
窓
会
）

數
土　

文
夫

名
誉
顧
問

︵
工・
39
・
冶
金
︶

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

石
山　
　

喬
︵
工・
42
・
冶
金
︶

岡　

隆
次
郎

︵
工・
42
・
冶
金
︶

納
谷　

峻
徳

︵
工・
38
・
冶
金
︶

20２1年（令和3年）

残暑お見舞い

申し上げます。

北大東京同窓会
役員一同・事務局

　会長　　横田　　浩　（経・60）

事務局　　廣重　晃以　（法・55）

北水同窓会
東京支部一同

支部長

副支部長

副支部長

樋口　達夫
細見　典男
吉田　克典

（水・50・食品・修）

（水・48・食品）

（水・H2・食品）

北
海
道
三
笠
市
ふ
る
さ
と
応
援
大
使  

︵
薬
・
39
︶

加
藤　
　

元

ダ
ク
タ
リ
動
物
病
院　

東
京
医
療
セ
ン
タ
ー

東
京
都
港
区
白
金
台
５-

１
４-

１・２
Ｆ︵
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３-

５
４
２
０-

０
０
１
２
︶

ダ
ク
タ
リ
動
物
病
院　

代
々
木

東
京
都
渋
谷
区
富
ヶ
谷
１-

３
０-

２
２︵
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３-

５
４
５
２-

３
０
６
０
︶

ダ
ク
タ
リ
動
物
病
院　

久
我
山

東
京
都
杉
並
区
久
我
山
３-

７-

２
７︵
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３-

３
３
３
４-

３
５
３
６
︶

︵
獣
・
31
︶

一
般
財
団
法
人J-H

AN
BS

　

代
表
理
事

ダ
ク
タ
リ
動
物
病
院　

総
合
院
長

コ
ロ
ラ
ド
州
立
獣
医
科
大
学
客
員
教
授
・日
本
親
善
大
使︵2011-2013

︶

千
葉
科
学
大
学
客
員
教
授

東京フラテ会

会長　　畠山　昌則　（医・50）

社会医療法人
財 団 大 和 会
武蔵村山病院

院長　　鹿取　正道　　（医・H3）

（株）BlueMeme
常勤監査役　　杉山　和彦　　（法・45）

祝・マザーズ上場 
証券コード4069 福

士　

博
司

代
表
取
締
役 

副
社
長
執
行
役
員

︵
工・
59
・
合
化
・
修
︶

味
の
素
株
式
会
社　

杉
江　

和
男

会
長

︵
工・
45
・
応
化
・
修
︶

北
海
道
大
学
校
友
会
エ
ル
ム

小
野　

喜
世
彦

特
別
顧
問

︵
工・
49
・
電
子
︶

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
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櫻
田　
　

巧

Ｉ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

︵
農
・
58
・
農
経
︶

小
坂　

達
朗

代
表
取
締
役
会
長

︵
農
・
51
・
農
化
︶

中
外
製
薬
株
式
会
社

戸
田　

信
之

代
表
取
締
役
社
長

︵
農
・
51
・
農
化
︶

月
島
食
品
工
業
株
式
会
社

松
沢　

幸 

一

特
別
顧
問

︵
農
・
48
・
農
化
・
修
︶

株
式
会
社
明
治
屋

冨
田　
　

守

代
表
取
締
役
社
長・農
学
博
士︵

農
・
36
・
畜
産
︶

株
式
会
社
デ
イ
リ
ー
テ
ク
ノ

坂
倉　

雅
夫

技
術
士(

建
設
部
門)

︵
農
・
48
・
農
工
︶

梶
谷　

辰
哉

専
務
理
事

︵
農
・
50
・
林
学
︶

一
般
社
団
法
人
緑
の
循
環
認
証
会
議

三
井　

晃  

一

代
表

︵
農
・
H1
・
農
学
︶

三
晃
堂
三
井
印
店

八
田　

和
之

代
表
取
締
役
社
長

︵
農
・
H1
・
農
工
︶

デ
ニ
カ
株
式
会
社

瀬
戸
山　

洋
介

M
anaging P

artner

︵
農
・Ｈ
12
・
農
工
︶

C
row

e G
TA

 M
yanm

ar C
o.,Ltd.

萱
野　
　

聡

代
表
取
締
役
社
長

︵
法
・
62
︶

株
式
会
社
サ
ク
セ
ス
ボ
ー
ド

小
名
木　

明
宏

研
究
科
長・法
学
部
長 

法
学
博
士

北
海
道
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科

横
田　
　

浩

代
表
取
締
役 

社
長
執
行
役
員 

︵
経
・
60
︶

株
式
会
社
ト
ク
ヤ
マ

佐
々
木　

豊
実︵

農
・
35
・
林
学
︶

堀
江　

亮
介

常
務
執
行
役
員

︵
法
・
61
︶

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
株
式
会
社

髙
橋　
　

了

副
会
長 
兼 
事
務
局
長

︵
法
・
47
︶

北
海
道
大
学
法
学
部
同
窓
会

野
口　

晋  

一

編
集
部 

記
者

︵
文
・Ｈ
8
︶

財
界
さ
っ
ぽ
ろ

町
村　
　

均

代
表
取
締
役

︵
法
・
60
︶

株
式
会
社
町
村
農
場

佐
々
木　

亮
子

会
長

︵
法
・
47
︶

北
海
道
大
学
法
学
部
同
窓
会

佐
々
木　

俊
夫

︵
経
・
57
・
冨
森
ゼ
ミ
︶

一般社団法人
札幌農学同窓会

東京支部 役員一同
理事長　

副理事長　 

副理事長　 

梶谷　辰哉
坂倉　雅夫
櫻田　　巧

（農・50・林学）　

（農・48・農工）

（農・58・農経）

北大法学部
東京同窓会 役員一同

会長

事務局長

小口　正範
大野　　峻

（法・53）

（法・H18）

北大経済学部
東京同窓会 役員一同

会長

事務局長

永松　昌一
菅埜　　誠

（経・57）

（経・52）

髙
橋　

寛
︵
農
・
62
・
農
工
︶

北
大
ス
キ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会 

東
京
支
部 

幹
事

北
大
東
京
同
窓
会 

理
事

（
一
社
）札
幌
農
学
同
窓
会 

東
京
支
部 

理
事

（
公
社
）全
日
本
学
生
ス
キ
ー
連
盟 

副
会
長

新
宿
高
校
朝
陽
同
窓
会 

副
会
長

名刺広告は１コマ、５千円で、皆様にご協力をいただいています。 hokudaic@poppy.ocn.ne.jp

石
川　

裕  

一

代
表
取
締
役

︵
法
・
54
︶

株
式
会
社
ぷ
ら
う

本
間　
　

修

Ｄ
Ｇ
株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役

︵
法
・
45
︶

公
益
社
団
法
人
北
海
道
倶
楽
部

　
　

副
理
事
長 

兼 

常
務
理
事・事
務
局
長

（
令
和
３
年
１
月
〜
、
敬
称
略
）

小
口
正
範（
Ｓ
53
法
）、宮
城
賢

治（
Ｓ
47
経
・
経
済
）、宮
本
耕
司

（
Ｓ
62
法
・
法
学
課
程
）、永
森

久
善（
Ｓ
57
工・原
子
）、大
谷
恭
久

（
Ｓ
55
法
・
法
学
課
程
）

石
黒
修
身（
Ｓ
31
法
）、滝
沢
優

憲（
Ｓ
49
工
・
衛
生
）、杉
村
興
作

（
Ｓ
18
工
・
電
）、中
田
九
州
男（
Ｓ

27
工
・
電
）、高
橋
馨（
Ｓ
26
農
・

林
）、小
川
信
一（
Ｓ
30
工
・
機
）、

水
由
末
夫（
Ｓ
39
法
）、市
川
庄
司

（
Ｓ
32
工
・
機
）、塚
越
喜
一
郎（
Ｓ

18
農
・
化
）、村
岡
憲
司（
Ｓ
45
工・

土
）、鳥
山
英
雄（
Ｓ
24
理
・
植
）

令
和
３
年
１
月
以
降
に
ご
逝
去

の
お
知
ら
せ
を
い
た
だ
い
た
方
々
。 

敬
称
略
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【
感
想
】

　

こ
の
た
び
は
、
ご
推
薦
い
た
だ
き
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
１
９
９
６
年
に
日

本
学
士
院
賞
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
思

い
起
こ
し
ま
す
が
、
そ
の
３
年
後
に
は

北
海
道
大
学
を
停
年
退
職
し
、
翌
年
か

ら
当
時
の
工
技
院
の
北
海
道
工
業
研
究

所
で
、
次
の
独
立
行
政
法
人
化
に
む
け

て
バ
イ
オ
研
究
に
役
立
て
る
部
所
に
入

り
ま
し
た
。
２
０
０
４
年
に
は
北
海
道

大
学
が
国
立
大
学
法
人
と
な
り
、
当
時

の
総
長
故
中
村
睦
男
先
生
に
監
事
の
仕

事
を
仰
せ
つ
か
り
４
年
勤
め
ま
し
た
。

　

北
大
に
は
医
学
部
に
薬
学
科
が
新
設

さ
れ
た
１
９
５
４
年
に
入
学
し
て
以

来
、
学
年
進
行
に
従
っ
て
設
立
さ
れ
た

大
学
院
に
も
進
学
し
て
、
９
年
通
い

ま
し
た
。
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大
学
に
留

学
し
て
コ
ラ
ナ
先
生
の
遺
伝
暗
号
決
定

北海道大学の近況
（2020年冬〜2021年春）

　

11
月
19
日
（
木
）
に
『
北
海
道
大

学 

新
技
術
説
明
会
』
を
開
催
し
ま
し

た
。
本
イ
ベ
ン
ト
は
科
学
技
術
振
興
機

構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
と
本
学
の
主
催
に
よ
る

も
の
で
、
本
学
が
有
す
る
技
術
シ
ー
ズ

（
特
許
）
を
紹
介
し
、
企
業
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
本

学
か
ら
は
工
学
研
究
院
の
田
坂
裕
司
准

教
授
、
工
学
研
究
院
の
佐
藤
昌
宏
助

教
、
情
報
科
学
研
究
院
の
橋
本
守
教

　

産
学
・
地
域
協
働
推
進

機
構
は
、12
月
９
日（
水
）

～
11
日
（
金
）
に
東
京

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
さ

れ
た
ｎ
ａ
ｎ
ｏ 

ｔ
ｅ
ｃ
ｈ  

２
０
２
１
に
初
め
て
出
展

し
ま
し
た
。

　
ｎ
ａ
ｎ
ｏ 

ｔ
ｅ
ｃ
ｈ  

２

０
２
１
は
、来
場
者
の
約
半

数
が
Ｒ
＆
Ｄ（Research 

&
 Developm

ent

）関
係

者
で
あ
り
、研
究
開
発
に

直
接
か
か
わ
る
方
々
へ
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
、新
規
市
場
の

開
拓
や
新
規
事
業
の
パ
ー
ト
ナ
ー
探
し

に
最
適
な
展
示
会
で
す
。

　

本
学
の
ブ
ー
ス
で
は
６
つ
の
ｎ
ａ
ｎ

授
、
電
子
科
学
研
究
所
／

創
成
研
究
機
構
グ
ロ
ー
バ

ル
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
兼
務
）
の
武
井
将

志
技
術
専
門
職
員
、
医
学

研
究
院
の
宮
本
秀
一
客
員

研
究
員
よ
り
、
シ
ー
ズ
の

紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
今

年
度
は
全
て
オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
、
70
名
か
ら
１
０
０
名
ほ
ど
の
参
加

者
が
あ
り
、
18
社
か
ら
問
い
合
わ
せ
を

頂
き
ま
し
た
。

（
産
学
・
地
域
協
働
推
進
機
構
）

ｏ 

ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
関
連
シ
ー
ズ
を
展
示
し
ま

し
た
。

１
．「
光
波
長
変
換
フ
ィ
ル
ム
：
太
陽

電
池
の
高
効
率
化
」
工
学
研
究
院 

応

用
化
学
部
門 

長
谷
川
靖
哉
教
授

２
．「
体
内
の
異
常
を
観
察
で
き
る
、

色
の
変
化
を
利
用
し
た
光
音
響
イ
メ
ー

ジ
ン
グ
剤
」
薬
学
研
究
院 

生
体
分
析

化
学
研
究
室 

小
川
美
香
教
授

３
． 

「
小
型
蛍
光
相
互
相
関
検
出
シ
ス

テ
ム
」
先
端
生
命
研
究
院 

細
胞
機
能

科
学
研
究
室 

金
城
政
孝
教
授

４
．「
強
結
合
を
利
用
し
た
全
可
視
光

応
答
型
光
触
媒
」
電
子
科
学
研
究
所 

グ
リ
ー
ン
フ
ォ
ト
ニ
ク
ス
研
究
分
野 

三
澤
弘
明
教
授

５
．「
電
子
ト
ラ
ッ
プ
密
度
解
析
に
よ
る

ナ
ノ
材
料
の
同
定
」
触
媒
科
学
研
究
所

光
触
媒
科
学
研
究
部
門 

大
谷
文
章
教
授

６
．「
高
速
計
測
診
断
装
置
の
開
発
」

電
子
科
学
研
究
所 

附
属
社
会
創
造
数

学
研
究
セ
ン
タ
ー 

デ
ー

タ
数
理
研
究
分
野 

小
松

崎
民
樹
教
授　

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
今

年
度
の
全
来
場
者
数
は
、

１
０
６
１
５
人
と
前
年
の

４
分
の
１
程
度
で
し
た

が
、
本
学
ブ
ー
ス
で
は
約

70
名
の
方
と
の
名
刺
交
換

と
共
に
共
同
研
究
等
に
関

す
る
具
体
的
な
相
談
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

産
学
・
地
域
協
働
推
進

機
構
で
は
、
今
後
も
民
間
企
業
等
と
の

様
々
な
マ
ッ
チ
ン
グ
の
企
画
を
行
い
な

が
ら
、産
学
連
携
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

（
産
学
・
地
域
協
働
推
進
機
構
）

北海道大学総務企画部広報課

北海道大学の近況

　

本
学
の
大
塚
榮
子
名
誉
教
授
（
薬
化

学
）
が
、
令
和
２
年
12
月
14
日
（
月
）

開
催
の
日
本
学
士
院
第
１
１
４
４
回
総

会
に
お
い
て
、
日
本
学
士
院
会
員
〈
第

２
部（
自
然
科
学
部
門
）第
７
分
科（
医

学
・
薬
学
・
歯
学
）〉
と
し
て
選
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

本
学
か
ら
は
、
平
成
29
年
選
定
の
瀬

川
信
久
名
誉
教
授（
法
律
学
・
政
治
学
）

　

北
大
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
基
金
に
多
額
の
寄

附
を
さ
れ
た
ア
ジ
ア

航
測
株
式
会
社
へ
紺

綬
褒
章
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

　

ア
ジ
ア
航
測
株
式

会
社
は
、
航
空
機
・

人
工
衛
星
等
を
利
用

し
、
地
形
を
は
じ
め

と
し
た
空
間
情
報
の

収
集
・
解
析
か
ら
活

用
提
案
ま
で
、
一
貫

し
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
行
う
企
業
で
す
。

　

近
年
の
自
然
災
害
が
複
雑
化
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
そ
の
実
態
・
対
応
策
を

研
究
し
、
ま
た
対
策
を
実
践
す
る
こ
と

が
重
要
と
し
て
、
本
学
の
広
域
複
合
災

害
研
究
セ
ン
タ
ー
設
立
趣
旨
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
北
大
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
基
金

の
特
定
資
金
と
し
て
、学
部
等
支
援（
広

域
複
合
災
害
研
究
セ
ン
タ
ー
）
に
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

伝
達
式
は
、
12
月
10
日
（
木
）
に
北

海
道
大
学
東
京
オ
フ
ィ
ス
に
て
行
わ

れ
、
本
学
か
ら
は
寳
金
清
博
総
長
、
菅

原
修
孝
理
事
が
参
加
し
ま
し
た
。
当
日

は
ア
ジ
ア
航
測
株
式
会
社
の
技
術
に
つ

い
て
説
明
を
い
た
だ
い
た
の
ち
、
寳
金

に
続
き
、
９
人
目
と
な
り
ま
す
。

　

選
定
に
際
し
て
の
感
想
と
功
績
等
を

紹
介
し
ま
す
。（

総
務
企
画
部
広
報
課
）

総
長
か
ら
褒
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

※
紺
綬
褒
章
と
は
、
公
益
の
た
め
に

私
財
（
法
人
の
場
合
１
０
０
０
万
円
以

上
）
を
寄
附
し
た
者
を
対
象
に
、
表
彰

さ
れ
る
べ
き
事
績
の

生
じ
た
都
度
、
各
府

省
等
の
推
薦
に
基
づ

き
審
査
さ
れ
、
授
与

さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

国
、
地
方
公
共

団
体
又
は
公
益
団
体

（
公
益
を
目
的
と

し
、
法
人
格
を
有

し
、
公
益
の
増
進
に

著
し
く
寄
与
す
る

事
業
を
行
う
団
体
で

あ
っ
て
、
当
該
団
体

に
関
係
の
深
い
府
省
等
の
申
請
に
基
づ

き
賞
勲
局
が
認
定
し
た
団
体
）
に
対
す

る
寄
附
が
授
与
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
総
務
企
画
部
広
報
課
）

ｎ
ａ
ｎ
ｏ 

ｔ
ｅ
ｃ
ｈ 

２
０
２
１
に
本
学
シ
ー
ズ
を
初
出
展 ◆参考URL　

https://shingi.jst.go.jp/list/
hokudai/2020_hokudai.html

ア
ジ
ア
航
測
株
式
会
社
に

紺
綬
褒
章
を
授
与

「
北
海
道
大
学 

新
技
術

説
明
会
」を
開
催

大
塚
榮
子
名
誉
教
授
が

日
本
学
士
院
会
員
に
選
定

北海道大学名誉教授

大塚 榮子氏
（おおつかえいこ）　

【略歴】

生年月日  
昭和33年
　　35年
　　38年
　　38年
　　38年
　　41年
　　43年
　　51年
　　59年
平成  3年
　　10年

11年
11年
12年

13年

13年
16年
16年
20年
17年
25年

3月
3月
3月
3月
4月

10月
5月
3月
2月
４月
４月
3月
4月
7月

1月

4月
3月
4月
3月
6月
4月

昭和11年1 月13日
北海道大学医学部薬学科卒業
北海道大学大学院薬学研究科修士課程修了
北海道大学大学院薬学研究科博士課程修了
薬学博士（北海道大学）
ウィスコンシン大学酵素研究所研究員
北海道大学薬学部助教授
大阪大学薬学部講師
大阪大学薬学部助教授
北海道大学薬学部教授
北海道大学評議員併任

北海道大学大学院薬学研究科教授

北海道大学名誉教授
通商産業省工業技術院
北海道工業技術研究所主任研究官
経済産業省産業技術総合研究所
北海道工業技術研究所主任研究官

独立行政法人産業技術総合研究所フェロー

国立大学法人北海道大学監事

独立行政法人産業技術総合研究所名誉フェロー
国立大学法人北海道大学新渡戸カレッジフェロー

左から、アジア航測株式会社社会インフラマネジメ
ント事業部副事業部長 佐野寿聰様、代表取締
役社長 小川紀一朗様、寳金総長、菅原理事

北海道大学ブースの様子

来場者に説明する長谷川教授（右）
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「リサーチタイムズ」URL 
https://www.hokudai.ac.jp/researchtimes/

研究広報特設サイト

北海道大学の近況

　

３
月
１
日
（
月
）、
本
学
と
株
式
会

社
読
売
新
聞
東
京
本
社
北
海
道
支
社

は
、
相
互
に
連
携
し
た
社
会
貢
献
活
動

を
推
進
す
る
た
め
の
包
括
連
携
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

読
売
新
聞
北
海
道
支
社
と
は
、
小
中

校
生
に
科
学
の
面
白
さ
を
伝
え
る
イ
ベ

ン
ト
「
サ
イ
エ
ン
ス
レ
ク
チ
ャ
ー
」
を

は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
に
も
様
々
な
連
携

活
動
を
実
施
し
て
き
て
い
ま
す
。
今
回

の
協
定
締
結
に
よ
り
、
本
学
の
教
育
活

動
の
高
度
化
や
、
地
域
社
会
の
よ
り
良

い
暮
ら
し
に
貢
献
す
る
諸
活
動
の
さ
ら

な
る
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

協
定
締
結
式
に
は
、
読
売
新
聞
北
海

道
支
社
か
ら
稲
葉
光
秋
支
社
長
と
長
谷

川
聖
治
支
社
次
長
、
本
学
か
ら
は
寳
金

清
博
総
長
と
吉
見
宏
理
事
・
副
学
長
が

出
席
し
、
稲
葉
支
社
長
と
寳
金
総
長
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
、
今
後
の
意
気
込
み
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

双
方
が
密
接
な
連
携
・
協
力
を
保

ち
、
円
滑
な
推
進
を
図
る
た
め
の
連
携

協
議
会
を
設
置
し
、
北
海
道
の
発
展
に

寄
与
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

（
総
務
企
画
部
総
務
課
）

　

３
月
25
日
（
木
）、
工
学
研
究
院
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
応
用
科
学
研
究
棟
に
お
い

て
、
北
海
道
・
札
幌
市
・
北
海
道
大
学
・

株
式
会
社
ニ
ト
リ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

の
４
者
に
よ
る
「
み
ら
い
Ｉ
Ｔ
人
財
」

育
成
の
推
進
に
関
す
る
連
携
協
定
締
結

式
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
連
携
協
定

は
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
て
地
域
課
題
を
解

決
で
き
る
人
材
で
あ
る
「
み
ら
い
Ｉ
Ｔ

人
財
」
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
で
、
①
デ
ー
タ
駆
動
型
の
新
し

い
社
会
デ
ザ
イ
ン
に
資
す
る
研
究
の
推

進
、
②
大
学
・
大
学
院
に
お
け
る
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
等
の
高
度
情
報
科
学
分

野
の
人
財
育
成
、
③
小
中
学
生
・
高
校

生
な
ど
若
年
層
に
向
け
た
Ｉ
Ｔ
人
財

育
成
を
主
た
る
連
携
の
内
容
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

連
携
協
定
締
結
式
で
は
、
ま
ず
長

谷
山
美
紀
副
学
長
か
ら
協
定
の
概
要

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
鈴
木
直
道

北
海
道
知
事
、
秋
元
克
広
札
幌
市

長
、
寳
金
清
博
北
海
道
大
学
総
長
、

似
鳥
昭
雄
株
式
会
社
ニ
ト
リ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
代
表
取
締
役
会
長
に
よ

る
調
印
後
、
各
人
か
ら
今
回
の
連
携

協
定
締
結
に
際
し
、
今
後
の
展
望
や

期
待
な
ど
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

（
学
務
部
教
育
推
進
課
）

　

総
務
企
画
部
広
報
課
学
術
国
際
広
報

担
当
で
は
こ
の
た
び
、
本
学
の
研
究
を

発
信
す
る
ウ
ェ
ブ
マ
ガ
ジ
ン
「
リ
サ
ー

チ
タ
イ
ム
ズ
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
や
イ
ベ
ン
ト
レ
ポ
ー

ト
、
映
像
な
ど
を
通
し
て
、
研
究
者

た
ち
が
幅
広
い
フ
ィ
ー
ル
ド
で
活
躍
す

る
様
子
を
随
時
配
信
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
総
務
企
画
部
広
報
課
）

と
遺
伝
子
合
成
の
研
究
に
参
加
し
て
以

来
、
核
酸
の
研
究
に
50
年
以
上
携
わ
っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
大
阪
大
学
で
は

池
原
先
生
の
研
究
室
で
16
年
間
、
関
西

の
先
生
方
に
も
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
１
９
８
４
年
に
北
大
に
戻
り
、
生

ま
れ
た
街
に
住
ん
で
い
ま
す
。

　

数
年
前
、
生
化
学
会
北
海
道
支
部
設

立
50
年
と
い
う
記
念
の
支
部
会
で
生
物

学
の
革
命
の
時
代
を
振
り
返
り
ま
し

た
。
北
大
薬
学
で
の
が
ん
の
薬
を
目
指

す
水
野
義
久
先
生
、
池
原
森
男
先
生
の

核
酸
研
究
は
日
本
で
の
始
ま
り
の
一
つ

と
な
り
ま
し
た
。
我
が
国
の
核
酸
系
の

呈
味
物
質
の
産
業
は
盛
ん
で
し
た
が
、

現
在
の
医
薬
品
産
業
製
品
が
輸
入
超
過

で
あ
る
こ
と
は
残
念
な
こ
と
で
す
。

１
９
６
８
年
に
コ
ラ
ナ
先
生
は
遺
伝
暗

号
決
定
の
業
績
で
ノ
ー
ベ
ル
生
理
医
学

賞
を
共
同
受
賞
し
ま
し
た
が
、
核
酸
合

成
の
寄
与
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
研
究

は
活
性
の
あ
る
遺
伝
子
合
成
を
可
能
と

し
、
生
物
学
に
大
き
な
変
革
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
ゲ
ノ
ム
解
析
に

お
い
て
も
合
成
遺
伝
子
は
不
可
欠
な
も

の
で
す
。
現
在
は
大
変
な
速
度
で
遺
伝

子
の
解
析
や
改
変
が
新
し
い
技
術
や
発

見
を
も
と
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
学
は
今
、
大
変
困
難
な
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。
大
学
が
世
の
中
か
ら

支
持
さ
れ
る
た
め
に
、
研
究
の
成
果
を

発
信
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
新
渡
戸
カ
レ
ッ
ジ
に
は
卒
業

生
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す

が
、
志
の
高
い
学
生
が
育
つ
よ
う
に
少

し
で
も
お
役
に
た
て
た
ら
と
考
え
て
い

ま
す
。

【
功
績
等
】

　

大
塚
榮
子
氏
は
、
核
酸
の
化
学
合
成

技
術
を
基
盤
と
し
、
核
酸
化
学
・
遺
伝

子
工
学
・
分
子
生
物
学
の
分
野
に
お
い

て
、
顕
著
な
業
績
を
挙
げ
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
多
く
の
業
績
の
中
で
も
特
に
重

要
な
研
究
成
果
を
以
下
に
紹
介
し
ま
す
。

　

⑴
Ｒ
Ｎ
Ａ
の
化
学
合
成
と
デ
オ
キ
シ

イ
ノ
シ
ン
プ
ロ
ー
ブ
の
開
発
：
リ
ン
酸

基
や
2'-

水
酸
基
の
保
護
法
を
開
発

し
、
当
時
困
難
で
あ
っ
た
Ｒ
Ｎ
Ａ
の
化

学
合
成
法
に
お
い
て
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
デ
オ
キ
シ
イ
ノ
シ

ン
プ
ロ
ー
ブ
の
開
発
に
よ
り
未
知
配
列

を
含
む
遺
伝
子
の
塩
基
配
列
の
決
定
を

可
能
に
し
、
遺
伝
子
解
析
に
も
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

　

⑵
修
飾
核
酸
の
合
成
と
核
酸
工
学
へ

の
応
用
：
ヒ
ト
の
生
体
内
に
も
存
在
す

る
2'-

Ｏ-

メ
チ
ル
Ｒ
Ｎ
Ａ
の
化
学
合

成
を
達
成
し
、
そ
れ
を
利
用
し
た
Ｒ
Ｎ

Ａ
の
配
列
特
異
的
切
断
技
術
を
世
界
に

先
駆
け
て
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
技
術
は
、
核
酸
工
学
の
み
な
ら
ず
現

在
の
核
酸
医
薬
の
分
野
に
お
い
て
国
内

外
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
特
筆
す
べ
き

成
果
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

⑶
Ｒ
Ｎ
Ａ
酵
素
（
リ
ボ
ザ
イ
ム
）
の

研
究
：
化
学
合
成
し
た
Ｒ
Ｎ
Ａ
か
ら
構

築
し
た
リ
ボ
ザ
イ
ム
に
活
性
が
あ
る
こ

と
を
示
す
と
と
も
に
、
リ
ボ
ザ
イ
ム
に

よ
る
Ｒ
Ｎ
Ａ
の
切
断
反
応
機
構
の
解
明

か
ら
活
性
型
癌
遺
伝
子
の
特
異
的
発
現

抑
制
に
関
す
る
研
究
を
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
基
礎
研
究
か
ら
応
用
研
究
ま
で
幅

広
く
研
究
を
展
開
さ
せ
、
触
媒
活
性
を

有
す
る
Ｒ
Ｎ
Ａ
に
つ
い
て
先
駆
的
成
果

を
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

⑷
損
傷
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
合
成
と
遺
伝
子
変

異
機
構
の
解
明
： 

Ｄ
Ｎ
Ａ
中
に
生
ず
る

損
傷
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
化
学
合
成
し
、
損
傷
Ｄ

Ｎ
Ａ
か
ら
遺
伝
子
変
異
に
至
る
分
子
機

構
を
解
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
損
傷

Ｄ
Ｎ
Ａ
が
癌
遺
伝
子
活
性
化
の
引
金
に

な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
、
こ
れ
ら

は
遺
伝
情
報
の
源
で
あ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
化

学
的
修
飾
が
生
物
に
与
え
る
影
響
を
明

ら
か
に
し
た
重
要
な
研
究
成
果
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

⑸
合
成
遺
伝
子
を
用
い
た
蛋
白
質
の

産
生
と
そ
の
機
能
解
明
：
化
学
合
成
し

た
Ｄ
Ｎ
Ａ
断
片
を
連
結
し
て
合
成
遺
伝

子
を
構
築
し
、
そ
こ
か
ら
作
製
し
た
蛋

白
質
を
用
い
て
幾
つ
か
の
蛋
白
質
の
重

要
な
機
能
を
解
明
さ
れ
ま
し
た
。
特
に

癌
遺
伝
子
産
物
ｒ
ａ
ｓ
蛋
白
質
の
活
性

型
ー
不
活
性
型
の
構
造
変
化
と
、
そ
の

構
造
変
化
と
癌
化
と
の
関
連
性
に
つ
い

て
重
要
な
知
見
を
与
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
成
果
は
、
平
成
元
年

高
松
宮
妃
癌
研
究
基
金
創
立
二
十
周
年

記
念
特
別
学
術
賞
、
平
成
４
年
秋
山
記

念
生
命
科
学
財
団
振
興
財
団
賞
、
平
成

６
年
日
本
薬
学
会
学
術
賞
、
平
成
８
年

日
本
学
士
院
賞
な
ど
複
数
の
受
賞
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
核
酸
の
化
学
合
成

技
術
と
い
う
基
礎
的
研
究
を
広
範
な
研

究
領
域
に
展
開
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
で
先

駆
的
な
成
果
を
挙
げ
ら
れ
、
現
在
の
合

成
生
物
学
や
医
薬
品
開
発
の
基
盤
に

な
っ
て
い
ま
す
。

（
薬
学
研
究
院
）協定書を手にする寳金総長（左）と稲葉支社長（右）

▲北大公式ウェブサイト内の掲載箇所

連携協定締結式の様子

「リサーチタイムズvideo」URL
https://youtube.com/playlist?list=PLCA83PefXC1h0ihqv8ApRPT0eNqUH2QAz

研 究 紹 介 映 像

「
み
ら
い
Ｉ
Ｔ
人
財
」の
推
進
に
関
す
る
連
携
協
定
締
結

研
究
を
発
信
す
る
ウ
ェ
ブ
マ
ガ
ジ
ン「
リ
サ
ー
チ
タ
イ
ム
ズ
」を
開
設

読
売
新
聞
北
海
道
支
社
と

包
括
連
携
協
定
を
締
結インタビュー取材の様子

クリック

▲リサーチタイムズトップページ
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か
け
ら
れ
る
中
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
マ
ラ
ソ
ン
の
様
子
は
、
Ｓ
Ｔ

Ｖ
（
札
幌
テ
レ
ビ
放
送
）
で
生
中
継
さ

れ
ま
し
た
。

（
総
務
企
画
部
広
報
課
）

　

人
獣
共
通
感
染
症
リ
サ
ー
チ
セ
ン

タ
ー
は
、
４
月
１
日
（
木
）
付
け
で
、

人
獣
共
通
感
染
症
国
際
共
同
研
究
所
に

改
組
い
た
し
ま
し
た
。

　

人
獣
共
通
感
染
症
国
際
共
同
研
究
所

は
、
医
学
、
獣
医
学
、
薬
学
、
工
学
、

理
学
及
び
情
報
科
学
等
の
研
究
者
が
結

集
し
た
国
内
唯
一
の
人
獣
共
通
感
染
症

に
特
化
し
た
研
究
所
で
あ
り
、
そ
の
目

的
は
、
人
類
共
通
の
課
題

で
あ
る
、
人
獣
共
通
感
染

症
の
制
圧
に
あ
り
ま
す
。

研
究
所
に
お
い
て
は
、
人
獣
共
通
感
染

症
病
原
体
の
自
然
界
に
お
け
る
存
続
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
、そ
の
出
現
予
測
、

予
防
と
制
圧
を
目
指
し
て
全
地
球
規
模

の
疫
学
調
査
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、

病
原
体
の
遺
伝
子
お
よ
び
病
原
性
や
宿

主
域
を
決
定
す
る
諸
因
子
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
、
今
後
も
世
界
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
研
究
・
教
育
活
動
を
一
層
推
進

し
、
人
獣
共
通
感
染
症
の
「
先
回
り
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策
の
実
現
」
に
向
け
て

努
力
し
て
参
り
ま
す
。

（
獣
医
学
系
事
務
部
）

北海道大学の近況

「
北
海
道
・
札
幌
マ
ラ
ソ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

２
０
２
１
」   

ラ
ン
ナ
ー
が
キ
ャ
ン
パ
ス
を
疾
走

　

４
月
１
日
（
木
）、
北
海
道
大
学
病

院
内
に
「
医
療
・
ヘ
ル
ス
サ
イ
エ
ン
ス

研
究
開
発
機
構
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

研
究
支
援
機
能
を
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

ユ
ニ
ッ
ト
に
、
研
究
機
能
を
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ユ
ニ
ッ
ト
に
そ
れ
ぞ
れ
集
約

し
、
相
互
の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。
ま

た
、
臨
床
研
究
中
核
病
院
と
し
て
の
体

制
強
化
や
、
令
和
４
年
度
か
ら
開
始
さ

れ
る
「
橋
渡
し
研
究
支
援
機
関
認
定
制

度
」
導
入
に
向
け
た
体
制
整
備
を
行
う

と
と
も
に
、
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
に

よ
る
研
究
体
制
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

新
た
な
体
制
の
も
と
、
よ
り
一
層
、
部

局
間
・
産
学
の
連
携
を
強
化
し
、
ヘ
ル

ス
サ
イ
エ
ン
ス
領
域
研
究
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

（
北
海
道
大
学
病
院
）

令
和
３
年
４
月 

北
海
道
大
学
病
院
内
に

「
医
療
・ヘ
ル
ス
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
開
発
機
構
」を
発
足

▲

左から、伊藤陽一データサイエンスセンター
長、佐藤典宏医療・ヘルスサイエンス研究開
発機構副機構長、秋田弘俊医療・ヘルスサイ
エンス研究開発機構長、七戸秀夫臨床研究
監理センター長、七戸俊明医療機器開発推
進センター副センター長

　
「
北
海
道
・
札
幌
マ
ラ
ソ
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
２
０
２
１
」
が
５
月
５
日

（
水
）
に
開
催
さ
れ
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
と
10
㎞
マ
ラ
ソ
ン
の
ラ
ン
ナ
ー
、
男

女
約
１
０
０
人
が
本
学
札
幌
キ
ャ
ン
パ

ス
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

ラ
ン
ナ
ー
た
ち
は
、

レ
ー
ス
終
盤
（
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
：
19
㎞
付

近
）
に
本
学
構
内
に
入

り
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ト
を
縦
断
。
ク
ラ
ー
ク

像
を
右
手
に
眺
め
つ
つ

中
央
ロ
ー
ン
を
通
り
、

札
幌
農
学
校
時
代
の

正
門
を
移
設
し
た
南
門

か
ら
ゴ
ー
ル
（
ハ
ー
フ

マ
ラ
ソ
ン
：
北
７
条
西

５・
６ 

丁
目
）
を
目
指

し
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
を

か
け
て
行
き
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、 

８
月
に

札
幌
市
で
開
催
さ
れ

る
東
京
２
０
２
０
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
マ
ラ
ソ
ン

競
技
テ
ス
ト
イ
ベ
ン
ト

を
兼
ね
て
お
り
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
し
て
、
沿
道

で
の
観
戦
自
粛
が
呼
び

除幕を行う喜田宏統括（右）及び鈴木定彦所長（左）

ハーフマラソン20㎞地点

男子優勝のヒラリー・キプコエチ選手

中央ローン横を駆け抜ける選手達

女子優勝の一山麻緒選手

▼組織図

人
獣
共
通
感
染
症

国
際
共
同
研
究
所
を
設
置
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　深まりゆく秋、くっきりと鮮明に山 を々浮き立たせる青空
の下、多摩霊園に眠られる母校北大の４人の大先輩の
墓前にてお参りする「多摩霊園墓参」を企画しました。今
年は夏にオリンピックが開催され、マラソンでは北大の中
を走りましたね。多くの方のご参加を期待しております。

58

○
○
研
究
所
っ
て

遠
い
な
ぁ

キャンパスは拡張している…!!

広大すぎて
知られていない研究施設がある

道が続く限り歩いていくと、本当にここ
もキャンパス内なのかと不安になる
（作者の実体験）

…
な
ん
だ

 

っ
け
？

  

そ
こ
…

ダ
ヨ
ネ
…

１3
24　 

ず

ー
っ
と

北
の
方
に
新
し
く

食
堂
で
き
た
っ
て
！

よ
し
行
こ
う

セ
ッ
先
パ
イ
！？

知
ら
れ
て
い
な
い
と

言
え
ば
…

〝
恵
迪
寮
〟の

場
所
も
い
ま
い
ち

わ
か
ら
な
い

お
ま
っ
…

な
ん
て
こ
と
を
ッ
ッ

た
だ
し
知
名
度
は
抜
群

イラストⒸ髙野葵（H25環境科学院）

クラーク遺徳顕彰・墓参委員会
◦主催／多摩霊園墓参を支持される有志
◦期日／10月10日（月）、10:30集合
◦集合場所／多摩霊園正門 松乃家石材店
　（正門入口向かって左手、霊園の外側です）
　☎042-361-2262  府中市紅葉丘2-31-3
◦墓参先／① 新渡戸稲造　② 内村鑑三 
　　　　　③ 有島武郎　　④ 廣井勇　
　　　　　（敬称略、数字は墓参の順序です）
◦昼食／ジンギスカンの予定
　（新型コロナの感染状況によっては実施いたしません）
◦費用／交通費、昼食代（お花は事務局で用意）
◦用意／軍手、出来たら園芸用根切り、シャベル
　　　　（移植ゴテ：墓地の草取り用）、ダスター

2021年10月3日に予定していた、今年の北大東京ジンパは新型コロナの感染状況を鑑み、
残念ながら中止とさせていただきます。来年の開催は2022年5月15日（日）を予定しております。

北大東京ジンパ中止のお知らせ

【連絡先】 浅田清（歯・Ｈ１年卒）
TEL 080-8452-7451  メール asadashika@yahoo.co.jp
※参加希望の方は、準備の都合上10月2日（土）までにご一報下さい。
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■
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２
０
の
マ
ラ
ソ
ン
競

技
で
、テ
レ
ビ
越
し
に
北
大
構
内
を
久
々

観
て
、大
学
時
代
を
思
い
出
さ
れ
た
方
も

お
ら
れ
た
と
思
う
。映
し
出
さ
れ
た
キ
ャ

ン
パ
ス
は
美
し
く
誇
ら
し
く
感
じ
た
。

　

最
近
は
色
々
な
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で

セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
し
て
る
が
、松
沢

幸
一
さ
ん
の「
札
幌
農
学
校
の
卒
業
生

の
足
跡
」や
廣
重
勝
彦
さ
ん
の「
北
大

発
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
」の
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
セ

ミ
ナ
ー
は
、北
大
の
歴
史
や
気
概
、現

状
を
知
る
有
意
義
な
も
の
だ
っ
た
。

　

学
生
の
頃
の
思
い
出
や
母
校
の
こ
と

で
酒
を
酌
み
交
わ
せ
る
日
が
待
ち
遠
し

い
。会
員
の
皆
さ
ま
、ど
う
ぞ
ご
自
愛

く
だ
さ
い
。発行所：北海道大学東京同窓会

〒100‒0005 東京都千代田区丸の内1‒7‒12
　　　　　　サピアタワー10階
　103‒3211‒9211 503‒3211‒9288
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小
屋
の
前
の
黒
い
道
に
数
枚
の
大

き
な
落
葉
が
貼
り
つ
い
て
い
た
。
ハ

リ
ギ
リ
の
葉
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
か
急

に
深
ま
る
秋
に
古
い
記
憶
が
よ
み
が

え
っ
た
。

　

一
九
七
四
年
も
末
、
北
海
道
新
聞

に
カ
ラ
マ
ツ
材
利
用
の
ロ
ッ
ジ
が
帝

国
製
麻
会
社
跡
の
マ
イ
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
に
展
示
さ
れ
て
い
る
と
あ
っ

た
。
さ
っ
そ
く
出
掛
け
て
み
た
。
し

か
し
期
待
し
て
い
た
丸
太
小
屋
で
は

な
か
っ
た
。
材
を
引
き
割
っ
た
部
分

を
木
造
小
屋
に
た
だ
釘
で
打
ち
付
け

た
見
せ
掛
け
の
丸
太
小
屋
で
あ
っ

た
。
ガ
ッ
カ
リ
し
て
敷
地
の
先
を
見

る
と
な
に
や
ら
丸
太
小
屋
が
展
示

さ
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
。
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
の
欧
州
ア
カ
マ
ツ
で
「
フ
ィ

ン
ハ
ウ
ス
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
て

重
厚
な
そ
の
趣
は
大
変
魅
惑
的
。
そ

う
か
こ
れ
は
い
け
る
！
幸
い
に
場
所

は
あ
る
。
物
に
し
よ
う
と
決
め
て
し

ま
っ
た
。

　

市
役
所
に
手
続
き
し
に
行
っ
た
ら

申
請
は
受
け
付
け
ら
れ
ぬ
と
い
う
。

な
ん
と
我
が
土
地
は
す
で
に
高
速
道

建
設
の
ど
真
ん
中
に
該
当
し
て
い
る

と
い
う
。
代
替
え
の
土
地
は
あ
っ
ち

だ
こ
っ
ち
だ
と
紹
介
し
て
く
れ
る
が

好
ま
し
い
処
な
し
！
そ
れ
な
ら
自
分

で
探
せ
と
い
う
仕
掛
け
で
あ
っ
た
。

　

あ
ち
こ
ち
探
し
て
や
っ
と
気
に

い
っ
た
土
地
が
今
の
場
所
だ
。
小
屋

は
建
っ
た
が
庭
を
賑
や
か
に
し
た
い

と
、
欲
張
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
広
葉
樹

を
植
え
て
み
た
。
ハ
ル
ニ
レ
、
エ
ゾ

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ミ
ズ
キ
、
ナ
ナ
カ
マ

ド
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
シ
ラ
カ
ン
バ
、
そ

し
て
ハ
リ
ギ
リ
も
こ
れ
に
加
わ
っ

た
。
さ
ら
に
エ
ゾ
リ
ス
ま
で
手
伝
っ

て
く
れ
て
、
ど
こ
か
ら
持
っ
て
き
た

の
か
オ
ニ
グ
ル
ミ
や
ク
リ
ま
で
植
え

込
ん
で
く
れ
た
。

　

毎
年
毎
年
み
ん
な
大
き
く
な
っ
て

い
っ
た
。
し
か
し
困
っ
た
こ
と
ま

で
加
わ
っ
た
。
数
本
の
ハ
リ
ギ
リ

で
あ
っ
た
。
小
さ
な
う
ち
は
気
に
な

ら
な
か
っ
た
の
だ
が
、
若
い
幹
や
小

枝
に
生
え
て
い
る
鋭
い
刺
で
あ
っ

た
。
傍
を
通
り
過
ぎ
る
と
引
っ
掻
い

て
く
れ
る
の
だ
。
折
角
根
付
い
た
ハ

リ
ギ
リ
で
あ
っ
た
。
幸
い
に
も
近
く

に
自
然
が
あ
る
、
そ
こ
に
引
っ
越
し

じ
ゃ
。

　

大
き
く
な
っ
た
ハ
リ
ギ
リ
は
毎
年

大
き
な
葉
を
落
と
す
。
な
に
か
懐
か

し
い
ハ
リ
ギ
リ
で
あ
る
。

（
昭
25
理
・
植
）

絵
と
文　

鮫
島
　
惇
一
郎

ハ
リ
ギ
リ（
セ
ン
ノ
キ
）

（
島
田
久
）


